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「そんなこと、しなくていい」

　一瞬だけ動揺を見せたあと、イリスはきっぱり言い放った。

「ふむ」

　頷うなずくおれ。

　イリスは彼女らしいキリッとした表情でおれを見つめてくる。

　それだけ見たら本気でやめろと言っているように見えるが、残念ながらおれはさっきまで酔っ払ってくだをまいている彼女の姿を見ていた。

　強がっているのは明らかだ。

（だからといって指摘するとこじれるぞ）

　だろうな。

　おれもエレノアと同意見だ。

　こういう場合、こっちが強く出ると却って意固地になるのが目に見えている。

　となると……何かするとしてもヘレネーかオルティアから情報を得るのが先か。

　そんなことを考えていると、酒場のドアが開いた。

　一人の騎士が慌あわてて中に入ってくる。

「殿下！　ここにおられましたか」

「どうしたパノス」

　パノスという名のいかにも謹厳実直そうな青年騎士がイリスの前に立ち、踵かかとを揃そろえて一礼した。

「殿下に急ぎご報告したいことがございます」

「どうした？」

「……」

　パノスはちらっとおれを見た。

「ユウキ子爵ししゃくのことは気にするな。まず報告を」

「はっ」

　パノスが応じて、イリスを見つめると真顔で報告した。

「出どころ不明の紙幣が市中に流通しているのが発見されました」

「なんだって？」

　イリスは眉まゆをひそめた。

「これです」

　パノスが一枚の紙幣を取り出した。

　パッと見、本物の紙幣だ。イリスが前におれに見せたもの、最近流通し始めたものとまったく同じ。

　だが、イリスはそれを受け取って、ちらっと見ただけで、

「確かに偽物だな」

「え？　どこで分かったんだ？」

「ここ」

　イリスは紙幣の真ん中、国王の肖像の横にある小さな字を指差した。

　たった一文字だが、これが何なんだ？

　おれの疑問を見透かしたかのように、イリスが説明する。

「これは『カ』だ」

「『カ』？」

「そう、カケル・ユウキの『カ』。メルクーリ紙幣のここにはカ・ケ・ル・ユ・ウ・キの六文字のどれかが入っている。厳密には他にもルールがあるが、必ずその六文字のどれかが入る」

「勝手に何をしてるんだ！」

「カケルの功績を称たたえてこっそり入れてみたんだ」

「硬貨の肖像だけじゃなかったのか……」

　おれは呆あきれた。

　紙幣と同時に再発行された硬貨には、おれの顔の肖像しょうぞうが使われている。

　それは前に聞いたから、知っていたことだ。

　紙幣のことは今初めて聞いたが。

「これに入っているのは六文字以外。つまり偽物だな」

「なるほど」

「それで、これがどうしたんだ？」

　イリスはパノスに聞いた。

「はっ……実は……」

　パノスはそう言って紙幣に魔法を掛けた。

　次の瞬間、紙幣にポワァ、と紋章が浮かび上がる。

　魔法に反応して浮かぶ、メルクーリ王家の紋章。

「バカな！」

　イリスの顔色が変わった。

　おれは腰にずっと着けているヘレネーの扇子を取り出して、同じように魔法を掛けた。

　この世界に来て初めて会ったヘレネーを助けたときにもらったもの。それに同じ魔法を掛けると、同じ紋章が浮かび上がった。

　メルクーリ王国には、王家の人間だけが使える魔法がある。

　それを物に掛けると、特定の魔法に応じて紋章が浮かび上がる。

　王家の者にしか使えない魔法だから、それを透かしのように利用して、偽造不可能な紙幣を発行したらどうだ？　とイリスに提案したのはおれだった。

　なのに今、紋章がついた偽の紙幣が現れた。

「これはどういうことだ？」

「……」

「王家以外の人間にこの魔法が使える奴がいたってことか？」

「それはあり得ない！」

　イリスはきっぱり否定した。

「高度な魔法ではない。王族なら三歳児でも使えるが、王族以外は誰も使うことはできない。この魔法はそういうものだ」

「つまり……王族の誰かがこれを作った？」

　おれは昔、知りあいが語った妄想を思い出す。

　現実世界でも大半は国が紙幣を刷っている。かなり特殊な機械を使って。

　国が使っている機械を一台ゲットできれば、本物の偽札を刷って一生ウハウハな生活ができるという妄想だ。

　この状況はそれに似ている。これは〝王族〟という特殊な機械で刷られた本物の偽札だ。

「そんなこと……あり得ない。王族は全員ちゃんとしている」

「管理しきれない跳はねっ返り者がいるんじゃないのか？」

「だとしてもあり得ない」

　イリスは更に言い切った。

「どうして言い切れるんだ？」

「みんなカケルのことはよく知っている。ここにカケルの名前を一文字入れるという意味を、王族は全員。だから王族が悪さをしたとしても、ここにカケル以外の名前を使うはずがない」

（くくく、その通りだな。そこの文字をわざわざ変える必要はない。事情を知っていて、なおかつ王族の魔法が使えるのなら、本物そのままを作ればいい）

「なるほどな」

　おれはちょっと考える。

　状況を整理して、黒幕に当たりをつけてみた。

「造幣ぞうへいには関わっていないが、王家の魔法が使える人間の仕業しわざ、ということになるか」

「……」

　イリスは難しい顔をして、頷いた。

　そんな人間はいないはず。でも現実ではそうなっている。そんな顔だ。

　苦虫を嚙かみ潰したような顔をして腕を組むと、更に考え込んだ。

　おれは黙ったままそんなイリスの姿を見つめた。

　険しい顔だが、いい顔だ。

　普段のイリスの雰囲気に近い、おれが好きな彼女の顔だ。

　酒を飲んでくだをまいて、しまいには意地を張ったりしているよりは、ずっといい顔だ。

　それをしばらく見つめていたが、イリスは決意した顔でパノスに言った。

「戻るぞ。まずはこれの出どころを割り出す。全すべてはそこからだ」

「はっ」

「待てイリス」

　おれは彼女を引き留めた。

「なんだ？」

「偽札の出どころを割り出すんだな？　ならおれに心当たりがある」

「心当たり？」

「ああ」

　頷く。

　餅もちは餅屋だ。
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　イリスを連れて、ワープの羽根でデルフィナのところにやってきた。

　デルフィナ商会の中、彼女の部屋。

　ソファーにイリスと肩を並べて座り、デルフィナと向かい合う。

　彼女に偽札を渡して、事情を説明した。

「というわけだ、調べてほしい」

「か、カケル」

　最後にそれだけ言うと、横からイリスが会話に割り込んできた。

「なぜ彼女に頼むのだ？」

「餅は餅屋だからな。金の流れを摑つかむには商人だ」

「そういうものなのか？」

「デルフィナクラスの大商人なら、出どころもすぐに分かるだろ」

「あら、お上手ですのね」

「本気で思っていることを口にしたまでだ」

「ふふ。これの出どころを調べればいいのですわね」

「ああ、できればすぐに。やれるか？」

「すぐに、というのは無理ですわね」

「むっ」

　デルフィナでも難しいことなのか？

　なんとなくのイメージだが、彼女なら「任せろ」と言うなり一日もしないうちに出どころを割り出してくれると思っていた。

「すぐに、は無理ですけれど、すでに、ならできますわ」

「え？」

「すでに？」

　おれとイリスが驚く。

　デルフィナは婉然えんぜんと微笑ほほえんで、パンパン、と手を叩たたく。

　すぐにドアが開いて、彼女の部下がぞろぞろ入ってきた。

　彼らはおれとデルフィナの間にあるテーブルの上にいくつかの札束さつたばを置いていく。

「これは？」

「件くだんの偽札ですわ」

「なんだって！」

　いきり立ったイリスは、札束を手に取ってまじまじと見つめると、魔法を掛けた。

　紋章が浮かび上がる札束。それをパラパラめくって例の文字を確認するイリス。

「全部偽物だ」

　おれはデルフィナに聞いた。

「偽札はここにあるもので全部なのか？」

「いえ。ここにあるのは一部ですわ」

　デルフィナは真顔で答えた。イリスの顔が強こわばった。

「少し前から市中に出回っていたものですの。こちらはそれを受け取るだけ受け取って、溜め込んで、それとなく出どころを探っていましたわ」

「なるほど」

「待て」

　イリスが大声を出した。

「溜め込んで調べたって……どうしてこれが偽物だと分かったのだ？」

　お。

　そういえばそうだ。

　おれも「なんで分かったんだ？」って目でデルフィナを見る。

「もちろん、わかっていましたわ」

「なぜだ」

「真券はここに『カケル・ユウキ』という文字が仕込まれていると、一目で分かりましたもの。そしてその理由も」
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「なっ──」

　イリスが声を上げた。

　ほんの一瞬で顔が真まっ赤かになった。

　それをあえて指摘することなく、デルフィナは続ける。

「ですので、異なる文字が入っているものは偽物だと、すぐに分かりましたわ」

「なるほどな」

「それに気付いてからは、集めるだけ集めて、出どころを探らせていましたの」

「だから『すでに』ってわけか」

「はい」

「出どころ、教えてくれるか？」

「わたくしは商人ですのよ？」

　婉然と微笑むデルフィナ。

　イリスのキリッとした表情と同じ、デルフィナのこういう笑顔をおれは気に入っている。

「見返りに何が欲しい？」

「こちらが集めた偽札を、額面の十倍の金額で買い取って頂ければ」

「お前らしいな」

（よほど大量に集めていたと見える。それに今もまだ集めている最中だな）

　当然だろ。

　それでこそデルフィナだ。

「わかった。それでいいな」

　イリスに聞くと、イリスはこくりと頷いた。

　おれ達はデルフィナから手がかりを得た。
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　パクトス。

　メルクーリ領内にある商業都市の一つ。

　たくさんの金と人間と物が集まってくる、雑多な活気にあふれた街。

　そこに、おれとイリスはやってきた。

　イリスは冒険者風の格好で、姫であることを隠したお忍びな出いで立ち。

　おれはマントを羽織って、腰に二振りの魔剣を下げている。

「ここが偽札の出どころか」

「デルフィナの話ではそうらしいな」

「しかし、あの女は偽物がこのパクトスから出ているという情報しか摑つかんでいなかったが、そこからどうやって探すというのだ？」

「おれに心当たりがある」

「本当か!?」

　イリスが食いつく。

　こういう場合、お決まりのパターンがある。

　マネーロンダリングをするのに最適で、金を持っていない人間が急に大金を持って行く場所。

　それは──。
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　見張りに袖そでの下の小金を握らせて、建物の中に入る。

　一度地下に降り、曲がりくねった地下道を通ってから、上に上がる。

　すると、表からは入れない別の部屋に出た。

　そこそこ広いが、人が多くて空気が悪い部屋。

　雀荘じゃんそうを数倍煙たくして、数段暗くした感じの部屋だ。

「ここが賭博とばく場か」

　イリスが鼻と口を押さえながら聞いてきた。

　姫である彼女からしたら経験したことのない劣悪な環境に違いない。

「そうらしいな」

　部屋の中にはいくつか人だかりがあって、それぞれ博打ばくちに興じている。

　どこもやっていることは同じで、サイコロの出目の丁半ちょうはんを賭かけるヤツだ。

「こういうのは世界を超えて共通するもんなんだなあ」

「何か言ったか？」

「いや、なんでもない」

　ちょっと感慨深くなっただけだ。

「それより、ここに手がかりがあるのか？」

「ああ。商品という物を介さないで金を洗うには博打が一番だ。ここなら大金が動くし、動いても足がつきにくい。博打自体はメルクーリでも取り締まっているんだろう？」

「ああ、ここ三年で十二回の禁止令を出している」

「効果は？」

「……あまりない」

　イリスは悔しそうに言った。

　そりゃそうだ。そんなに頻繁に禁止令を出さざるを得ない状況が続いているってことは、効果がないってことだ。

　内政に携わっている双花のイリス姫としては歯がゆいところなんだろう。

「気を落とすな。これもそのうち何とかしてやる。だが今はもう一つの方の話だ。見ての通り、ここは王国の手が届かない場所だ。正体不明の金を動かすにはうってつけの場所だろ？」

「なるほど、確かに」

　頷うなずき、納得するイリス。

「さて、おれ達も賭けながら手がかりが現れるのを待つか」

「法に触れるではないか。それに、誰かに聞いた方が早いのではないか？」

「ここで偽札を見ませんでしたか？　って聞いて回るのか？　警戒されるし、偽札の存在を却ってアピールすることになるぞ」

「……確かにその通りだ」

　おれ達はそのまま人だかりの一つに割り込んだ。

　真ん中に壺つぼ振りの男がいて、用心棒らしき男が左右についている。

　壺振りはおれをちらっと見た。

「やるんですかい」

「ああ、ルールは」

「見てれば分かりやすでしょう」

　壺振りはそう言って木の皮で編み込んだ壺で二つのサイコロを慣れた様子ですくい上げると、空中でカラカラと振った。

　そして壺をドンと床に叩たたきつけると、中でサイコロがカラカラと音を立ててから落ち着いた。

　それを見た博徒ばくと達が次々と丁半に賭けていく。

　使っているのは新しく発行されたメルクーリ紙幣。

　男が壺を開けた。

「サンミチ一・三の丁」

　半数の客が当たり、半数が悔しがる。

「こういうことでさ」

「なるほど。大体分かった」

「やるのか？」

　イリスが小声でおれに聞いてきた。

「ああ」

　おれはメルクーリ紙幣を取り出すと、博徒に交ざって賭け始めた。

　心の中でひかりが興奮する可愛かわいらしい声が聞こえる。

　おれの心の中でひかりも楽しんでいた。

（ちょう！　つぎはちょうだよ）

（つぎは……はん！）

（つぎもはん！　やっぱりちょうにする）

　ひかりの声に従って、おれは丁半を賭けた。

　そこそこ勝つが、トータルでは負けている。

（うーん、むつかしいね、これ）

（必ず勝つ方法がないわけでもないがな）

（ほんとうなのおかーさん!?）

（うむ、というかこやつならやろうと思えば目を瞑つぶっていても勝てるはずだ）

（えぇ!?　勝てるのおとーさん!?）

　ひかりの興奮した声と、わくわくする感情が伝わってきた。

　いや、ま、勝てるか勝てないかって言えば勝てるけど。

（おー、さすがおとーさん。でもどうやってするの？）

　そうだな、見てな。

　壺が振られて、サイコロが落ち着く。

　半。

　おれは心の中で予言した。

　賭けるのは丁だ。

　壺が開けられる。半。

（おー）

　また壺が振られて、サイコロが落ち着く。

　今度の予想は丁。

　実際に丁に賭けてみる。

　壺が開けられた。丁。

（わあ！　すごーい。おとーさんどうして分かるの？）

　集中してサイコロの音を聞いていただけだ。

　サイコロの面には全部違う数の穴が空いている。どれが床に当たる──つまり上の面に何が来たのかは、音を聞けば分かる。

　７７７倍の聴力があれば難しいことじゃない。

　心の中では１００％言い当てつつ、実際に賭けるときは当てたり外したりを繰り返す。

　たまに連続で勝って、ちょっとだけ取り返す。

　それでもトータルでは少し負けていることにするフェイクも忘れない。

　とにかく目立たないという方針で賭けを続けた。

　ふと、隣に男が座った。壺振りが呆あきれ顔になって言う。

「また来たんですかい」

「うっせえ、今日こそ勝つぜ」

「それはいいんですけど、ちゃんと金は持ってるんで？　うちは現金のみですぜ」

「ほらよ」

　男が二つ折りにした裸銭を見せびらかすように放り出した。

「文句は？」

「ありやせん」

　壺振りは慣れた手つきでサイコロをすくうと、カラカラと振りだした。

（おい）

　分かってる。

　エレノアに言われなくても、既に見えている。

　男が取り出したメルクーリ紙幣。

　それは『カケル・ユウキ』の六文字のどれも入ってない、偽札だった。

　見つかったぞ、手がかり。
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「開けます。丁！」

　──おおおおおお！

　賭場とば内にどよめきが起きる。

「これで十回連続ではないか……」

　隣にいるイリスもあぜんとしていた。

　彼女までそうなったのにはわけがある。

　さっきからこの場で丁ちょうが出続けている。今ので十回目になった。

　丁だけが出続けていることで、他で賭かけている連中までもが話を聞いて集まってきて、遠巻きにあれこれ言い合ったりしている。

　その十回を全部外している男がいた。

　偽札を持ってきた男は半はんを賭け続けて、負け続けた。

　最初は何となく半を賭けていたが、途中で意地になって半を賭け続けた、って感じだ。

「おいてめえ、イカサマしてるだろ」

「そんなことはいたしやせん」

　壺つぼ振りは慇懃いんぎんな態度で答えた。

「ここにいる皆様はいずれも目利きでさぁ。こんなにたくさん目利きの方の目がある中で、イカサマなんてできるはずありやせん」

「そうだな、しているようには見えないな」

「百人以上が見守ってるんだ、何かあったら分かるだろ」

　周りが口々に言う。偽札の男は「ちっ」と忌々いまいましげに舌打ちした。

（イカサマはしていないな）

（そーなの？）

（うむ）

　母娘の会話。

　おれもエレノアと同意見だった。

　ズルという意味でなら、イカサマはしていない。

　それだけは確実だ。

「次だ次！」

「よござんすね……入りやす」

　偽札の男にせっつかれて、壺振りがまた壺を振った。

　ドン、と壺を床に下ろし、音を立てたサイコロが止まる。

　すると偽札の男が真っ先に、

「半だ！　今度こそ半！」

　と、更に金を取り出して半に賭けた。

「半！」

「おれも半！」

「さすがにそろそろ半が出るだろ」

　それに追従して、他の連中も次々と半に賭けていく。

　まっ、気持ちは分かる。

「なあ」

　イリスがそっとおれに耳打ちしてきた。

「なんだ？」

「イカサマではないのだな？」

「ああ、違う」

「そうか……」

　イリスは少し考えて、

「丁だ」

　と、周りと反対に賭けた。

　周りの注目を集める。

　十回連続で丁が出たあと、周りは半一色の中、イリスだけ丁に賭けている。

　掛け金は少ないが、一人だけそうしたのですごく目立った。

「おいおい、今さらもう丁はねえよ」

「そうだ。イカサマもなくそんなに続くわけがねえ」

「ばっかだなあ」

　嘲笑ちょうしょうが飛びかう。

　イカサマがなかったら、十回連続丁のあと、また丁が出るわけがない。

　言いたいことは分かる。分かるが。

（やるな、イリス嬢は）

　ああ。

　エレノアと同感だった。

　イカサマではない。ならば十一回目もきっと丁のままだというイリスの判断は。

「開けます。丁！」

　一瞬静まりかえったあと、阿鼻叫喚あびきょうかんの巷ちまたと化す、という形で答え合わせがされた。





☆






　結局一度も勝つことなく、偽札の男は賭場を出た。

　おれとイリスもそれを追って外に出る。

「あとをつけよう」

「当然だ。だが少し待て」

　気が逸はやって追い掛けようとするイリスを引き留めた。

「どうした」

「焦あせって見つかったら元も子もないだろ？」

「それはそうだが……あぁっ、角を曲がってしまった。離してくれ！」

「いいから」

「このままでは見失う！　それこそ元も子もないだろう!?」

「おれに任せろ。昔同じことをしたことがある」

「同じことを？」

「ああ。あの男の足音はもう捉とらえた。今どの通りを歩いているかも摑つかめているぞ」

「足音だと？」

　イリスは周りを見た。

　街中には様々な音があふれている。

　話し声や生活音、タイミングよく目の前を通り過ぎていった早馬はやうまの音なんかも聞こえる。

「この中であの男の足音だけが分かるというのか？」

「分かる」

　おれははっきりと頷うなずいた。

　この世界に来た直後にも尾行をしたことがある。あのときも足音だけを頼りに尾行した。

　今はあのときに比べて能力の使い方も慣れてきている。足音を聞いただけで頭の中に相手が通っていったルートだって構築できる。

　実際、あとをつけなくても尾行ができるようになっていた。

「すごいな。……戦場だけの男ではないのだな」

「その認識はあながち間違いじゃないな」

「……姉上が心酔するわけだ」

　どこか意味深につぶやいた。

　そこは今掘り下げると話がややこしくなりそうだったからスルーした。

　そうこうしているうちに男の足音が止まった。イリスに告げる。

「ヤツが止まった。行くぞ」

「ああ」

　頷くイリス。表情がキリッとした。

　おれが先導して、歩き出す。

　拾った足音から作った脳内ルートに沿って歩いていく。

　何度か曲がって、街の中心を抜けて、反対側に出る。

　雰囲気ががらっと変わった。そこは貧民街のような場所だった。

　建物が薄汚れていて、あちこちにぼろぼろの格好をした人間が地ベタに座っている。

　連中はおれとイリスをジロジロ見たが、無視した。

　そのまま曲がりくねった道を進み、入り組んだところに入ったあと、一軒の建物の前に足を止めた。

　木造の平屋で、随分と風通しがいい。

「ここか？」

　おれは尋ねたイリスに頷きで返す。

「ああ、ここに入った」

「中に他の人間は？」

「いない。物音も気配も一人分だ」

「分かった。ならわたしが行こう」

「大丈夫か？」

　目を見開いてイリスを見た。

「任せろ」

　イリスはそう言って、意気込んで中に入っていった。

　この距離なら何があってもすぐに介入できるから、彼女の好きなようにさせることにして、その場で待機した。

　中から言い争う声が聞こえてくる。イリスと偽札の男の声だ。

　イリスが男に偽札のことを突きつけて、問い詰めているようだ。

　男が手を出した。逆上してイリスに殴り掛かった。

　が、すぐにイリスに制圧された。

　音からすると、パンチを避けられてそのまま腕を捻ひねりあげられたようだ。

　男はすぐに降参して「喋しゃべる、喋るから！」と言った。

（やるもんだな）

「ああ」

（では我らもそろそろ動くか）

「そうだな」

（ふぇ？）

　ひかりがキョトンとする中、おれはワープの羽根を取り出し、さっき通って来た道の途中にワープした。

　少し離れた物陰からこっちの様子をうかがっていた男の背後に現れる。

「動くな」


「──っ！」



　魔剣の柄を背中に突きつけて威嚇いかくした。

　男は反応が早かった。すぐに手を上げて降参した。

（あれ？　この人さっき壺をふってた人だ）

　ひかりが言う。

　そう、男は壺振りだった。

　おれはさっきからおれ達をつけてきていた壺振りを、低い声で問い詰める。

「どうして偽札を回収した」

　男がビクッとした。

　イカサマはなかった。

　男は熟練のテクニックで、振ったサイコロの出目を完璧にコントロールしただけのこと。

　そして偽札の男は一回も勝つことなく、持っていった偽札を全部吐き出した。

　なぜ男を狙ねらい撃ちにして偽札を回収したのかを、おれは壺振りに問い詰めた。
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「なんで俺がつけてることが分かった」

「質問に質問で返すな。それくらい足音で分かる。尾行してるときの足音を聞いていれば分かるだろう」

「足音は消していたはずだ」

「この世に無音など存在しない。次はお前の番だ。どうして偽札を回収した」

「答える必要はない」

「力ずくで聞くぞ」

「やれるならやってみろ」

　壺つぼ振りの口の端がゆがんだ。

　賭場とばにいるときの慇懃いんぎんな態度とは裏腹に、凶暴な顔つきになった。

　そして、指をぐにゃりと動かす。

「へえ」

　魔剣の柄に手を掛けたが、そのまま止めた。

　目の前に何かが見えた。

　目を凝らしてじっと見つめる。

　空中にうっすらと細い何かが見えていた。

「透明の糸……なるほど糸使いか。見た感じ鋭そうな糸だから、何かを操るタイプじゃなくて、糸で物を斬り裂くタイプか」

「……」

「いつの間に周りに張り巡らせたんだ？　一、二、三……」

　おれは指さし確認しながら数える。

　一本指差すごとに、壺振りの眉まゆがピクピク動く。

（全部で十二本だな）

「十三だ。あそこの微妙に空いている空間に一本ものすごく見えにくいヤツがある。包囲網の中にわずかにある隙すきを見つけて逃げ込んだら、そこには本命が待っていました、って感じの、二段構えだな」

（むっ）

「なっ！」

　最後の一本を見抜けなくてうめくエレノアと、愕然がくぜんとする壺振り。

　その表情だと、糸とその意図の指摘、両方とも図星みたいだな。

　おれはあることを思い出して、壺振りに聞く。

「一つだけ聞く。お前、デルフィナの部下か？」

「デルフィナだと？　……金の亡者ホメーロスのことなど知らん」

　壺振りはまるで親の仇かたきとでもいうかのように吐き捨てた。

　金の亡者か。

　残念ながらおれはそこが好きなんだ。

　戦略を練っているヘレネーとか、魔法を詠唱しているイオとか、金儲もうけの話をしているときのデルフィナとか。

　女が一番本気で生き生きしているときの姿が好きだ。

　まあ、それはともかく。

　デルフィナの命令で偽札を回収している連中じゃないんなら、容赦ようしゃはいらないな。

「うおおおおお！」

　突然壺振りは両手を広げると、十本の指をグイグイとうごめかせた。

　空中に張り巡らされていた糸が波打ってうねりながら、風きり音を出して飛んでくる。

　ただでさえぼろっちい周りの建物が糸に引き裂かれ、石くずと木片が飛び散る。

　マントの下から二振りの魔剣を抜き放つと。

　おれは唸うなる糸を上回るスピードで全部斬った。

「ばかな!?　アルマースの粉を塗まぶした糸がこうも簡単に!!」

「さ、次は？」

「くっ」

　壺振りは身を翻ひるがえして逃げ出した。

「逃がさん」

　追いついて、エレノアの「面」で後頭部にフルスイング。

　壺振りは吹っ飛んで地面に顔から突っ込み、そのままぐったりして動かなくなった。

（ころしちゃったの？）

　ひかりが聞いてきた。

「手加減はした。ちょっとしたら気がつくだろ」

　壺振りに近づき、異次元倉庫を開くと、中から縄を取り出して気絶した男を縛り上げた。

（さて、どうする。こやつが関わっているのは間違いないが）

「といっても下っ端だろうな、こいつ」

（それはそうだろうな）

「拷問ごうもんして吐かせるか？」

（あれはあれで高度に繊細な作業だ。貴様が拷問なんてしようものなら、大抵の人間は一瞬で壊れるだろうよ）

　それはそうかもしれないな。

　さて、となるとどうしたもんか。

「ここにいたのか──って、どうしたんだこれは」

　そこにイリスがやってきた。

　後ろに縛り上げた偽札の男を引きずっている。

　男はぐったりしたまま引きずられていた。どうやら意識がないようだ。

　イリスはおれの前までやってきて、こちらも意識を失くしたままの壺振りを見下ろした。

「この男……さっき賭場にいた者ではないか」

「ああ」

「やはり来たんだな」

「やはり？」

「偽札を持ったこの男が現れた途端、丁が十一回も連続で出たのだ。ならば関わっているか、事情を知っているか、そのどちらかだと思うのが当然だ」

「そうだな」

　おれが思っていたのと同じことを、イリスも思っていたようだ。

「ちなみに、こいつはもちろんデルフィナの手の者じゃなかった」

「そうか」

　イリスは頷うなずき、懐からおもむろに小さい筒状の何かを取り出した。


　それを空にかざすと、ピュ──ッと甲高かんだかい笛のような音が鳴り、何かが空に向かって打ち上がった。



「信号弾か？」

「この合図を見たら、わたしの部下がさっきの賭場を鎮圧する手はずになっている」

「いつの間に」

「賭場を出たときにな」

「流石さすがだな」

「世辞はいい。それより一つ頼みたい」

「言ってみろ」

「カケルは目と耳がいいな？」

「ああ」

「ならば賭場が鎮圧されるとき、それを見ておかしな反応をした人間を音で選より分けられないか？　その先がどこかに繫つながっているのなら、ここで一気に引きずり出したい」

　そう聞くイリスの目は期待に満ちている。

（二段構えか。やるなこの小娘）

　エレノアが珍しく感心した。

「できる」

「頼めるか」

「乗り掛かった船だ」

「ありがとう。ならば行こう。賭場から少し離れたところで見守ることにしよう」

「ああ」

　頷くおれ。

　瞬間、背筋に凍るような感覚が駆け上った。

　何かは分からない。何も見えないし、聞こえない。

　が、感じる。何かがある。

　そしてちらっと見えた。気絶しているはずの男の指がグニャッと動いたのが。

「うおおおおお！」

　考えるよりも先に身体が動いた。

　二振りの魔剣を抜いて、イリスをかばうようにしてその前に立つと、ビュビュンと剣を舞わせる。

　漆黒の魔剣が織りなす電光の網。そこにプツン、と一回だけ手応てごたえがあった。

　ひかりがそれを斬った。

（わー、見えない糸だあ）

（我も見えなかった）

　……おれもだ。

　こんな奥の手を隠していたのか。

　一瞬ひやっとした。

　剣を振って壺振りの両手を斬りおとす。これで大丈夫だろう。

「ありがとう。さあ行こうか」

　イリスはまったく動じることなく言った。

　何が起きたのか分かっているのに、まるで動じることがなかった。

　彼女らしいキリッとした顔。

　考えるよりも先に身体が動いた。

　気づけばおれは彼女の唇を奪っていた。
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「な、なななな……」

　茹ゆであがったタコみたいに赤くなったイリスが、金魚みたいに口をパクパクする。

　いきなりキスをされたイリスは死ぬほど驚いていた。

「どうした」

「ど、どうしたじゃないだろ！　いきなり何をするんだ!?」

「キスをした」

「それはわかっている。だがそういう話ではない！」

「いい女だと思ったからキスした。それだけの話だ」

「──。だ、だからそれだけの話でもない！」

　つっかえながらも否定するイリス。

　じゃあどういう話だ？

「わ、わたしはアイギナ王国に嫁ぐ身だぞ、なのに──」

「それこそ」

　イリスの言葉を途中で遮さえぎった。

「おれはそれを止めると言ったはずだ」

「止めるって……確かにそう言われたが──」

　イリスは苦虫を嚙かみ潰したような顔になる。

「なぜ、そこまでわたしに拘こだわるのだ」

「目の前にいるいい女をみすみす逃して、他の男にくれてやるような趣味はない」

「しかしわたしは──」

「いい女は全部おれのものだ」

　ズバッと言い放つ。

　シンプルに必要な部分だけを抜き出して、言葉にしてイリスに突きつける。

　どこを切り取っても、誤解とか勘違いのしようがないようにした。

　言われたイリスがあぜんとする。

　直後、顔が更に真まっ赤かになった。

「ど、どうしてわたしのことなんかを……」

　消え入りそうなイリスの声。おれは即答する。

「話がループしているぞ。何回言わせるんだ。いい女は全部おれのものだ。だからお前の結婚は阻止するし、だからキスをした」

「わたしが……いい女？」

「ああ、いい女だ。このおれが保証する」

　ようやくイリスは落ち着いた。落ち着いて、ちょっとうつむき加減におれをチラ見した。

　顔がほんのり赤い。

　まるでただの乙女おとめみたいだ。

　テレシアの双花と呼ばれるイリスもいいが、これはこれで悪くない。

　イリスはおれをちらちら見ながら、意を決して聞いてきた。

「姉上にも……」

「ん？」

「姉上にも、そう言ったのか？」

「いい女は全部おれのものってことか？　もちろん言ったぞ」

「それがなくとも、あれほどカケルに心酔している姉上なのに？」

「それは言わない理由にはならない」

「……」

　イリスは少しずつ平静を取り戻していった。

　表情が引き締まると、いつもの冷静な彼女に戻る。

「なあ、何をどうやったら結婚を止められる？」

「事件を」

「ん？」

「まずは、事件を解決しよう」

「……分かった」

　イリスは身を翻ひるがえして歩き出し、おれはふん縛っている男二人を引きずってあとについて行く。

「あとで」

「ん？」

「あとで、相談に乗ってくれ」

　イリスは前を向いたままそう言ってきた。

「……ああ」

　虚を突かれたおれ。

（落ちたな）

　エレノアが楽しそうに言ってきた。

（おとーさん）

　歩き出すおれ達に、それまでずっと黙っていたひかりが話し掛けてきた。

「どうした」

（ひかりはいいおんな？）

「……」

　思わず足が止まってしまう。口をポカーンと開けてしまった。

　予想しなかったセリフ。どう答えていいのか分からない質問。

　即答できないおれの頭の中で、エレノアは一人ゲラゲラと笑い続けた。
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　賭場とばからだいぶ離れたところで見守っていると、少し離れた建物から逃げ出す連中がいた。

　賭場とその建物は繫つながってないが、たぶん間違いないだろう。

「あれだな」

「行動がいかにもすぎる。少し待ってあとをつけよう」

「頼むぞ、カケル」

　イリスと二人で尾行した。

　おれの耳を頼りに尾行して、街外れの建物までやってきた。

　そこそこ立派な屋敷で、表に強面こわもての門番もいる。

「本当にここなのか？」

「間違いなくここに入った。今は中も慌あわただしい。それに」

「それに？」

「暴力の匂においがする」

「匂い？　……音ではないのだな」

　静かに頷うなずく。どっちかと言うと雰囲気的なものだ。

「どうする？」

　イリスに聞く。

「……突入しよう。証拠を隠滅されないうちに」

「よし」

「カケルは正面から頼む。わたしは裏から行く」

「分かった。一人で大丈夫か？」

「大丈夫だ。……わたしはただ守られているだけの女ではない」

「そうか」

　意地っ張りなところは相変わらずだな。

　イリスが大きく回り込んで屋敷の裏に向かうのを確認してから、おれも屋敷の正面に向かった。

「止まれ！　何者だ！」

　強面の門番が誰何すいかしてきた。

　エレノアとひかりを抜き放ち、男を十字に四分割する。

　騒ぎを聞きつけて屋敷の奥から男達がぞろぞろ出てきた。

（さて、やるか）

（ひかりもがんばるね！）

　楽しげに笑うエレノアと、すっかり魔剣らしく育ったひかり。

　二人とともに、オーラの黒衣を纏まとって中へと斬り進んでいく。

「て、敵襲！」

「待て、こいつは多分……」

「漆黒の双剣……魔剣使いか？」

「ひ、ひいいいい！」

　勇んで掛かってくる者もいれば、腰を抜かして這はって逃げ出す者もいる。

　そいつらを、おれは容赦ようしゃなく斬り捨てていく。

（少しでも数を減らしてやろうとは。過保護だな）

「なんのことだ」

（くくく）

　エレノアは愉快そうに笑い続ける。

　おれは盛大に魔剣使いだとアピールして敵を引き寄せると、更に奥へと斬り進んでいった。

　死体でできた花道を踏み越えて屋敷の中に入る。

（さて、どうする？）

「あっちから音が聞こえるな」

　耳を澄ませて、音のする方に向かった。

　だが、辿りついたのは。

（あれー、いきどまりだよ？）

（役に立たない耳だな）

「いや、この下だ」

　地面にエレノアを突き立てる。

　そこからは、芯がない、空洞の音がした。

　剣を引き抜き、手探りで辺りを触って回る。

　レバーのようなものが見つかったので、一気にそれを引いた。

（隠し階段か。この感じだと地下牢ろうでもありそうだな）

「行くぞ」

　現れた隠し階段を降りていく。

　降りきったところに部屋があった。

　魔法の照明が部屋を照らし出す中、一人の男の子の姿が見えた。

　男の子はメルクーリ紙幣らしきものに魔法を掛けている。

　ちょうど紋章を刻んでいる最中だった。

「なるほど、ここが偽造の現場か」

（間違いないだろうな。問題はなぜあの子が王族の魔法を使えるかだ）

「おいお前、なんでここ──」

「来ないで！」

　一歩踏み出し掛けた直後、男の子の声で足を止めた。

　必死な、切羽詰まった声だ。

「こわがらないで」

　ひかりが人型に戻って、優しく話し掛けた。

「おとーさん、悪い人じゃないよ」

「そうじゃない、そうじゃないの。これ！」

　男の子が自分の首を指差した。そこには首輪があった。

　首輪の中心では、妖あやしい光が明滅を繰り返している。

「これ、知らない人が近づいたら爆発する魔法が掛けられてるって！」

「そういうものがあるのか」

（ある）

　エレノアがきっぱり言う。

「だから近づかないで」

　ひかりは困った顔でおれを見上げた。

「ひかり、剣に戻ってくれ。あとはおれが何とかする」

「うん！」

　ひかりは魔剣の姿に戻った。

　さて、どうするか。

「考えても無駄だ」

　後ろから男の声がした。

　振り向くと、商人風の格好をしたやせぎすの中年男が階段を降りてきたところだった。

　笑顔を浮かべているが、左目を縦断する刀傷の痕あとが笑顔だけの人間ではないことを主張している。

「お前が黒幕か」

「いかにも。ガラシモス・サイチだ」

「この子はなんだ？」

「どっちの答えが欲しいのかな。我らの打ち出の小槌こづちであることか、それとも国王の隠し子であることか」

　ニヤニヤして言うガラシモス。

「国王の隠し子？　……なるほど、それで王家の魔法を」

（くくく。娘が把握はあくできんわけだ）

　エレノアは楽しそうに笑った。

「そういうことだ」

「今すぐに首輪の魔法を解除しろ」

　ガラシモスの後ろから声がして、同時に首筋に剣が突きつけられた。

　現れたのは、イリス。

　彼女は珍しく怒りの表情で男を後ろから睨にらんでいる。話を聞いていたんだな。

「解除？」

「命が惜しければ早くしろ」

「いいだろう」

　ガラシモスはニヤリと笑いながら、手をかざす。

「変な真似まねはするなよ？」

「解除すればいいのだろう？」

　そう言って、ガラシモスは魔法を使った。

　次の瞬間、男の子の首輪が光り出した。

　……明滅の間隔が早くなって、光もより禍々まがまがしくなった。

　解除という言葉のイメージからは程遠い現象だ。

「何をした!?」

　イリスも気づいたのか、男に強く問い質ただす。

「解除しろと言われたからな。あれは一度着けたら爆発するまで外せない代物しろものだ。だから外すには二つの方法しかない。設定されていない人間が近づくことで爆発させるか、前倒しに作動させて爆発させるか」

「か、解除したと言ったのは……」

「もちろん、爆発を止めていたストッパーの解除だ」

「今すぐ止めろ！」

「無駄だ。言ったはずだぞ。爆発することでしか外せない代物なのだと」

「貴様！　そんなものをあの子に着けたのか!?」

「無論。あれの存在が一番の証拠になるからな。いざとなったら消すのは当然だろう？」

「くっ」

　呻うめくイリス。

　ガラシモスはいやらしい笑顔を浮かべた。

「離れた方がいいぞ、魔剣使い。子供の首輪の光っている場所を中心に、周りを丸ごと消し飛ばす魔法だ。お前が立っている場所だと巻き添えを食らう」

「お前のいる場所くらいまで遠ざかれば安全圏ってことか」

　男は口の端をゆがめた。

「まあ、最後の触れあいをしたいというなら近づくのは止めないがね。カウントダウン中は誰が近づいたとしても、それが理由で爆発はしないからな」

「そうか」

　おれは言うなり男の子に近づいた。

　男の子はすっかり怯おびえて、地面にへたり込むと、お漏もらしをしていた。

　おれが近づいてもまともに反応すらしない。それほどまで怯えていた。

「言っておくが、首輪を物理的に破壊しようとしたら即爆発するからな」

「即爆発、か」

（やるのか？）

「やれると思うか？」

（貴様なら）

（おとーさん、がんばって）

　母娘が頭の中で声援を送ってきた。

　おれは首輪に手を掛けて、魔剣姿のひかりを突きつける。

「……せーの！」

　首輪を斬った──瞬間にワープの羽根で飛んだ。

　飛んだ先はオリクトの谷。

　谷の主オリクトが、突然現れたおれの姿を見てぎょっとした。

「あー、悪いな。まあお前なら死なないだろ」

　そう言った次の瞬間、持っていた首輪が爆発した。

　凝縮された、密度の高い爆発。

　半径二メートル内に猛烈な爆風と轟炎ごうえんが渦巻いたが、そこから外は何ごともなかった。

　爆発が収まる。

「げほ、げほ」

　巻き起こった砂が口の中に入って咳せき込んだ。

　だが、それだけだ。

（無傷か）

「おかげ様でな」

　爆発した瞬間、おれはオーラの黒衣を纏った。

　二人分のオーラを全部防御に回した。

　それに専念したため、無傷で済んだ。

　一方、オリクトは粉々に吹っ飛ばされていた。

　早くも少しずつ再生を始めているものの、すっかり粉々だ。

「巻き込んじまってすまなかったな」

　一言謝って、ワープの羽根で屋敷に戻る。

「な、な……」

　男はあぜんとしていた。

　何が起きたのか分からない様子だ。

「カケル！　大丈夫なのか？」

「かなりの威力だった。おれじゃなかったら即死だろうな」

　イリスは一瞬ホッとして、それからガラシモスを睨んだ。

「そんな危険なものを、何の罪もない子供にっ」

　激高して、裏拳を放った。

　ガラシモスはまともにそれを食らって吹っ飛ぶと、壁に叩たたきつけられた。

「ば、ばかな。こうなったら──」

　ガラシモスは更に男の子に手をかざした。

　何かをしようとした。証拠隠滅のために何かを。

　それを予想していたおれは、すっと間に割り込んだ。

　母娘のオーラを纏ったまま、無言で、もう何もさせない、と力の差を見せつける。

「……くっ、くそ」

　悪態をつくガラシモス。その横でイリスがガラシモスを冷ややかな目で見下ろした。

「覚悟しろ、必ずお前を死刑にするからな」

「裁判に掛けるのか」

「うむ」

　頷くイリス。

　必ず死刑にすると言っているのに、裁判はするのか。まだるっこしいことをするもんだな。

（彼女らしいではないか。国政に携わる者として、正しい手続きを踏まねばならんのだ）

　ふむ。

　なるほど。国政に携わる者として、か。

　イリスを見た。嚙かみしめた唇から血を流すほど怒っている。

「イリス」

「なんだ」

　おれはおもむろにひかりでガラシモスの首を刎はねた。

　首が飛んで、血が泉の様に噴き出す。

　男の子は悲鳴を上げて気絶した。イリスも眉まゆをひそめておれを見つめた。

「何をする！」

「おれは悪党を見つけたらその場で殺すことにしている。だから今回もそうした。イリスの意思は関係ない」

　そう言うと、イリスは一瞬複雑そうな表情をしながらも、結局納得してくれたのだった。





☆






　イリスとともに外に出た。

　まだ気絶している男の子を地面に寝かせる。

　イリスはおれの前に立ち、まっすぐ見つめてきた。

「ありがとうカケル。おかげで事件が解決した」

「偽札事件はこれで解決か」

「ああ」

　振り向くイリス。ようやく追いついてきた彼女の部下が、どんどん屋敷の中に入っていく。

　あとのことは任せてもいいだろうと思った。

「本当に、ありがとう」

「気にするな」

「それと……ありがとう」

「うん？」

　どこかトーンの違うありがとうを言われた。

　彼女の表情が変わっていく。

　イリス姫ではなく、ただのイリスがそこにいた。

　仄ほのかに赤く頰ほおを染めた、一人の少女。

　口調が、ものすごく柔らかくなった。

「もう一つ、お願いしてもいい？」

「ああ」

　何を言われるのか予想はついていた。

「わたしの縁談を……壊して」

　おれを頼るイリスは、ものすごく可愛かわいかった。

　彼女を抱き寄せて、唇を奪う。

「任せろ」

　おれは最初からそのつもりだ。
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「──で、どうすればいいんだ？　お前の輿こし入れをぶち壊すために、おれは何をすればいい」

「か、簡単な方法がある」

　イリスは顔をますます赤らめ、つかえながら言った。

「わ、わたしをカケルのものにすればいい」

　なるほど、抱けってことか。

「それだけでいいのか？　もう少し分かりやすく説明してくれ」

「……分かった」

　イリスは真顔になった。

「アイギナ王国の後宮は『深い』ことで有名なのだ」

「深い？　地下にある、とかってわけじゃないよな？」

　イリスは頷うなずき、更に言う。

「ああ。深いというのは、一度輿入れした女は誰であろうと、どんな事情があろうと、二度と後宮から外に出られないという意味だ。特に王と王太子に輿入れした者なんかは、歴史上ただ一人として外に出たものはいない」

「……」

「いや、多分カケルが今考えているものとは違う。単に外に出られないだけで、後宮で山ほどの女官をつけてもらえるし、不自由なく贅沢ぜいたくな暮らしができる。例えば一言つぶやいただけで季節外れの果物さえもすぐに用意してもらえる」

「へえ」

「ただ一点、外に出られないことだけを除けば」

「どうして外に出られないんだ？」

「理由は二つ。一つは王や王太子の妃きさきだから、他の男と接触させないためだ。王家の血に不純物を入れないためだな。跡継ぎを産む女なのだから、他の男と接触させないのがベストだ」

「なるほど。宦官かんがんと女官だけか、王以外で後宮に入れるのは」

「アイギナは宦官すら排除している。中には去勢きょせいしたと偽る男もいた。女ならば問題は絶対に起きない」

「なるほど」

「もう一つ。１００年くらい前にアイギナで、当時の王妃が王に取って代わって国政に手を出し、国を意のままに操ったことがあった。そのとき国が傾いて以来、王妃の行動範囲と権力を大幅に制限して、後宮の中だけに留めることにしたようだ」

「なるほど」

「つ、つまり」

　それまですらすらと説明していたイリスが、また赤面して言い淀む。

「既に誰かのものである女は、そもそも後宮に入れないのだ」

（純血を守るため処女のみを集める、当然だな）

「そういう意味か。うん、完全に理解した。分かりやすくていいな」

「では──」

「だが断る」

「え？」

　イリスはあぜんとした。

「な、なぜだ」

「それは要するに『輿入れに相応ふさわしくなくなった』から受け入れられない、ってことだろ」

「簡単に言えばそうなるが……」

「たとえ破談が目的でも、おれの女がそんな扱いをされるのは我慢ならん」

「カケル……」

　イリスが目をうるうるさせた。

（くくく、我がいい方法を教えてやろうか）

「なんだ」

（簡単な話よ。アイギナ王家を根絶やしにすればいいのだ）

　エレノアがいかにもこの状況を楽しむかのようにそう言った。

「なるほど。確かにそれが簡単だ」

「だ、ダメだ。何を考えているかは知らないが、その方法は多分ダメだ」

（察しがいい娘だ）

「ダメなのか？」

「わからないが……アイギナ王家を滅ぼしそうなくらいの気配がしていた」

（くくく、随分勘がいいな）

「ダメならやらんが、ならどうしたらいいんだ？」

「その……大賢者に助言を求められないものだろうか」

「オルティアにか？」

　イリスはこくりと頷いた。

「大賢者オルティアなら、何かいい方法を授けてくれるのではないかと思ったんだ」

「そうか。ならオルティアのところに行ってみよう。ひとっ飛びするから摑つかまれ」

　おれは手を伸ばした。

　イリスが嬉うれしそうにおれの手を取る。

　ワープの羽根を取り出して、いざ飛ぼうとしたそのとき。

（おとーさん。王様のお嫁さんって、王様としか会っちゃいけないの？）

「うん？　今の話か？　まあそうだな」

（じゃあひかりといっしょだね）

「……へ？」

（ひかりもおとーさんにしか使えないから、王様のお嫁さんといっしょってこと）

　ひかりの台詞せりふに呆気あっけにとられるおれ。

　エレノアが頭の中で、腹を抱えて爆笑した。
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　レイウースの屋敷にワープの羽根で戻ってきた。

「お帰りなさいです、ご主人様」

　ミウがしっぽをぱたぱた揺らして迎えに出てきた。

　軽く一もふして、ミウに聞く。

「オルティアは？」

「リビングでお休みになっています」

「そうか。あ、すぐにまた出かけるから、何も用意しなくていい」

「わかりました」

　頷うなずきつつも、ミウは寂さびしそうに耳を垂らす。

「……出る前にもふもふするから、準備しておいてくれ」

「──はい！」

　ミウはまたしっぽを揺らして、ぱたぱたと走って行った。

（甘いな）

　何とでも言え、もふもふメイドだぞ。

　イリスを連れてリビングに向かう。

「そういえば、この前シラクーザの女王達に会った」

　イリスはふと思い出したように言った。

「二人ともだいぶ立派になっていた。この町で料理屋をやっていたころとは比べ物にならないくらいだったぞ」

「二人のことを覚えていたのか？」

「ああ。姉の方は特に印象深かった。プロス亭の看板娘のフィオナといえば、兵士の間では有名だったからな」

「へえ」

「最近兵士の間で流行はやっているんだ。『おれは女王のことを知っているんだぞ。話したことがあるだけじゃなくて、手づくりの料理を出してもらったこともあるんだぞ』って」

「それは自慢になるのか？」

「なるようだ」

「なるほどな」

　なんだか面白かった。

　有名人のデビュー前を知っている同級生みたいな気持ちなのか？

　そんなことを話しているうちにリビングに着いた。

　ドアを開けて中に入る。

　そこでは、フードをすっぽりかぶったオルティアがくつろいでいた。

　窓から差し込まれる日だまりでは、チビドラゴンが床に寝そべっている。

「おーちゃん」

　ひかりが人間の姿に戻る。

　チビドラゴンもパッと起き上がると、ひかりに飛びついた。

　じゃれ合う娘とペット。

「みゅー、みゅー」

　チビドラゴンはひかりのスカートの裾すそを嚙かんで「こっちこっち」と引っ張った。

「どうしたのおーちゃん」

「みゅー」

「行っておいで、ひかり」

「うん！」

　満面の笑顔を浮かべて、ひかりがチビドラゴンと一緒にリビングから出ていく。

　チビドラゴンと娘。

　かつて暴威を振るったレッドドラゴン・オリビアからは想像もできない微笑ましさだ。

「どうかしたの？　突然戻ってくるなんて」

　オルティアが口を開く。

「聞きたいことがあるんだ」

「なあに」

　そう言って、手を伸ばしてきた。

　ローブの下から伸びてきたのはしわしわの老婆の手。

　おれはそれを握った。

　するとたちまち肌にみずみずしさとハリが戻っていき、若々しい手になった。

　頭まですっぽり覆ったフードを外すと、現れたのは絶世の美女だった。

　オルティアは自分の手をじっと見つめた。

「戦ってきたの？」

「ああ」

「力押しだけじゃなくて、いろいろ頭も使う戦いだったのね」

「そこまで分かるのか」

「あなたの精気は戦い方で質も量も変わるから」

「なるほど」

「ひかりはよほど強くて上質な精気を受けて生まれたのね」

（それを全部受け止めたこっちはたまったものではないがな）

　エレノアはそう言うが、まんざらでもなさそうだ。

「さて、何の話かしら？」

「イリスの話だ」

　ソファーにイリスとともに座って、オルティアに事情を説明した。

　アイギナ王国に輿こし入れする話と、それをぶち壊したい話をして。

「何かいい方法はないか？」

「アイギナの王太子を暗殺するのは？」

（我の案と大差ないではないか）

「やっぱりそれが一番穏便な手か」

「穏便……といえば穏便だが」

　イリスは苦笑して難色を示した。

「そもそも情報が足りなすぎるわ。どうしてメルクーリはあなたをアイギナに輿入れさせようとしているの？」

「そういえば、それを聞いてなかったな」

　おれもそのことを思い出した。

　最初はイリスに迫って聞こうとしていたが、結局はぐらかされていた。

　そのあとイリスの心の壁を取っ払ったら、全面的に協力してくれるようになったけど。

　言われてみると……確かにメルクーリが国としてイリスをアイギスに輿入れさせようとする理由は聞いていない。

　どうしてだ？　という目でイリスを見ると、

「……そういえば、忘れていた」

「おい」

「だって……だって──」

　おれの突っ込みに、突然イリスが慌あわてだした。

　なぜか赤面すると、チラチラとおれを見る。

　なんだ？

（察してやれ）

　察する？

「ふふ。初めて恋をした乙女おとめのようね」

　オルティアの指摘に、イリスはますます赤くなってしまった。

（仕事一筋に生きてしまった人間にありがちなことだ。自分が課した抑制から解放された途端、全てすっ飛んでしまったのだな）

　そういうことか。

「つまり、今が素の状態の彼女ね」

　オルティアが言った。

　イリスは耳まで真っ赤に染めると、俯いてもじもじとした。

「イリス」

「……な、何？」

　おれに名前を呼ばれて、必死に取り繕おうとするイリス。

「誰も何も言えないくらい、お前を完璧におれの女にしてやる」

「──うん！」

　赤みが引いて、代わりに笑顔になった。

　その笑顔は、今まで見たイリスの一番綺麗きれいで──一番可愛かわいいものだった。







[image: ]




「アイギナの後宮に、とある秘宝が納められているらしい」

　イリスはいつもの表情に戻ると、言った。

「秘宝？」

「元々メルクーリ王国の物だったのだが、建国間もないころに両国の結びつきを強めるために輿こし入れしたメルクーリ王女が、その象徴としてアイギナに持参したんだ。わたしを輿入れさせる代わりにそれを取り戻したいというのが、父う……王がわたしを輿入れさせる狙ねらいだ」

「……それが目的なら、普通に返せって向こうに言えばいいだけだろうが。外交ルート？　とかそういう方法もあるだろ？」

「アイギナの後宮は深いの」

　オルティアが横から口を挟んで、何回か聞いた言い回しで言ってきた。

「人も物も、一度あそこに入ったら出られない。出られるのは国王だけ」

「ふーん。でもゴミとかだって出すだろ。他にもいろいろさ。人間ならともかく、物だったらそういうのに混ぜて出せばなんとかならないのか？」

「アイギナの後宮を甘く見てはダメ。ゴミだって中に処理する設備があるわ。塵ちり一つ残らずに消滅させるような設備が」

（大仰だが、徹底してもいる。そこまで行けば好感が持てるな）

「というより随分詳しいな、オルティア」

「だってそのシステムを考えて、構築してあげたのはわたしだもの」

「何？」

「……え？」

　驚くおれと、きょとんとするイリス。

「えええええ!?」

「ちょっと待て、お前がやったのか？」

「ええ。当時のアイギナ王に乞こわれてね。大層嫉妬しっと深い男だったわね」

　オルティアはクスクスと笑った。

（そういえば一時期、こやつがアイギナに力を貸していたことがあったな。なるほどそんなことをしていたのか）

　エレノアも楽しげに言った。

　長命の者同士、過去にいろいろあったみたいだ。

「でもそれで話は分かった。メルクーリ王が欲しいのは『クシフォス』ね」

「クシフォス？」

「メルクーリの秘宝といったらそれしかないわね。今はアイギナの後宮に流れ着いてたってとこまでは知らなかったけど」

「そうか」

「興味なさそうね」

「ああ、ない」

「でも、どうでもいいってわけでもなさそうね？」

　無言で頷うなずいた。

　クシフォスってのは別にどうでもいいが、たかがそんな物のためにイリスを犠牲にしようとしたことに腹が立つ。

「話が大分ずれたから戻すわ。あなたはこの輿入れを止めたいと思っているのね」

「そうだ」

「ならば、方法は大きく分けて三つある」

　オルティアの口調が変わった。

　おれに何か知識を教えるとき、アイディアを授さずけるときの口調。

　上から目線の、先生口調だ。

　オルティアは指を三本立てて見せた。

　指折り数えて、一つずつ話していく。

「一つ、アイギナ王国を滅ぼす。さっきまでアイギナ王と王太子の暗殺も選択肢に入っていたけど、もうないわね？」

「ああ、それをやっても輿入れ先が次のトップに変わるだけだ」

「一つ、なりふり構わずこの子を自分の物にする。そうすれば輿入れの資格がなくなる」

「それはさっき事情を説明したときにやらないって言ったろ」

「一つ、──クシフォスを壊す」

「壊す？」

「そう、クシフォスは対となるもの。二つ揃そろっていないと、ただ強いだけの剣。話を聞くに、片方はメルクーリにあって、もう片方はアイギナの後宮にある。と言うことは……？」

　これもオルティアがおれに何か教えるときによくするヤツだ。

　結論、答えの一歩前で止めて、おれに考えさせて、おれの口から言わせようとする。

　たまに難しいのもあるけど、今回のは簡単だった。

「どっちか片方でも壊せば、イリスが輿入れする理由がなくなる」

「正解。そういうことね」

　なるほど話は分かった。

「それでいいか、イリス」

「うん。わたしはそれでいい」

　決まったな。

　メルクーリにあるクシフォスの片割れを見つけ出して、壊す。

　それが今回の目的だ。

「ところで、そのクシフォスってのはそんなに貴重なものなのか？」

「そうね。貴重といえば、貴重よ」

　オルティアは少し考えてから答えた。

「エレノアがＳ級の魔剣だとすると、クシフォスは二つ揃えばＡ級の武器。そう言えば分かるかしら？」

「それは……」

　結構、すごいものなんじゃないのか？
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　テレシアの双花。

　いつからだろう、人々はわたしと姉上をそう呼ぶようになった。

　内と外。

　動と静。

　表と裏。

　軍事専門のヘレネー姫と、内政担当のイリス姫として、姉上とわたしの名は国内外に広がった。

　そう呼ばれることは嬉うれしかった。

　子供の頃ころからずっと憧あこがれで、誰よりも大好きな姉上と肩を並べているように感じられるから、

「テレシアの双花」という名前を聞く度に、何よりも目の前で言われる度に心が躍ったものだ。

　姉上のためなら何でもする。軍事的手腕を思う存分発揮できるように、わたしは後方、国の発展に専念する道を選んだ。

　その姉上はしかし、ある男に捕まってしまった。

　悪い虫だ。最初はそう思った。

　カケル・ユウキ。

　素性すじょうすらも定かではない男。

　紙幣というアイディアを思いついたことはあるが、ただそれだけの一発屋だと思っていた男。

　そんな男に姉上が捕まった。

　称たたえて、心酔して、挙げ句の果てには純潔まで捧ささげてしまった。

　最初にその話を聞いたときは何かの間違いだと思った。

　あの姉上がまさか、と思った。

　姉上に釣り合う男などこの世界に存在するはずがない。どんな男だろうと、良くて姉上の足を引っ張らない程度の者でしかないだろう。

　そう、思っていた。

　その思いはしかし、徐々に変わっていった。

　決定的にそうではないと思い始めたのは、姉上とともにカケルの屋敷に向かう途中。

　彼に子爵ししゃく位を授さずけにいく、あの馬車の中。

　姉上は二つの顔をわたしに見せてくれた。どっちも今までに見せたことのない顔だ。

　一つは、女の顔。

　その機会を得た、人生に満足した女の顔。

　もう一つは、姫の顔。

　以前よりも遙はるかに凜々りりしく、気高く美しい顔。

　姉上は変わった。変えたのは、間違いなくカケルという男。

　私人としても、公人としても、カケルは姉上を更なる高みに押し上げた。

　悔しいが、それはわたしにはできなかったこと。

　わたしにできたのは、姉上の邪魔をしないようにする、ということだけだ。

　それに気づいたとき、カケルという男のことがものすごく気になった。

　姉上をあそこまで引き上げたのはどういう男なのだろうと。

　それからは彼のことを見つめていた。

　カランバ、コモトリア、シラクーザ。

　国を、ひいては世界の有り様を変える事件の渦中かちゅうには、常に彼の姿があった。

　いや、彼が中心にいて、導いてさえいた。

　この世界が何かの物語なら、彼は間違いなくその物語の主人公である。そう、思わせる程の活躍ぶり。

　気づけば、わたしも、彼のことを好きになっていた。

　そんなわたしは、今。

　どんな顔をしているのだろう。





☆






「とりあえずクシフォスのありかを突き止めてくれ」

「分かった。任せてくれ。おそらくすぐに分かるだろう」

「そう安請け合いして大丈夫か？」

「わたしはメルクーリの王女だ。わたしに調べられないことはほとんどないし、もしわたしでも調べられないものがあるなら、そこを逆に怪しむべきだ」

「なるほど。空白が逆に怪しい、か」

「ああ」

　わたしは頷うなずいた。

　夜の街中、屋敷を出たわたし達。

　カケルはわたしを送ってくれた。

　肩を並べて歩いていると、微妙に彼の気配が、温もりがマント越しに伝わってくる気がする。

「なら任せる。まあ、見つかったらそれでおしまいだ。あとはおれが乗り込んでクシフォスをぶっ壊せば話は終わりだからな」

「ならば、わたしはクシフォスを壊したときの言い訳を考えておこう」

「いらん」

「え？」

「エレノアを使おうと思っている。地獄の帝王とやらをクシフォスにけしかけてやりゃあ、壊す大義名分だって生まれるだろ」

「そんなことができるのか？」

　わたしは驚いた。

　地獄の帝王サンドロス。

　かつては世界を恐怖のどん底に陥おとしいれた、歴史に消えない爪痕つめあとを残していった破壊の権化ごんげ。

　それをさも子供におつかいさせるかのように言い放つカケル。

　底が知れない男だ、本当に……。

「ふっ」

「どうした」

「エレノアが『我を便利扱いするなと言ったろうに』ってさ」

「はあ……仲、いいのか？」

「悪くはない」

「伝説の魔剣なのに……」

「最近は親ばか剣にクラスチェンジしつつあるぞ」

　まったく、スケールの違う男だ。

　今となっては姉上が惚ほれ込んだのもよく分かる。

　桁けた外れに強くて、賢くて、器が大きい男。

　胸が熱くなった。

　喉のどがカラカラに干上がりそうになった。

　狂おしい程に何かしたい、カケルのために何かしてやりたい。

　彼に相応ふさわしい、釣り合うような女になりたい。

　強く、強くそう思った。

　姉上も……こんな気持ちなのだろうか。

　そんなことを考えているうちに屋敷に着いた。

　レイウースにあるわたしの公邸。

「ありがとう、送ってくれて」

「気にするな。それより明日いっぱい、おれはレイウースを離れる」

「どこかに行くのか？」

「オルティアを説得して、シラクーザに連れていく。新しい女王にはブレーンが必要だからな」

「なるほど。分かった。では明後日までにクシフォスの場所が判明するようにしておこう」

「ああ」

　カケルはそう言うと、身を翻ひるがえして立ち去った。

　途中でワープしていなくなるまで、その姿を見つめ続けた。

　胸が熱い。何度も声を出して呼び止めようと思ったが、ぐっと堪えた。

　ここで気持ちに流されて彼を呼び止める者は、彼に相応しい女じゃない。

　そう思って、わたしは頑張って──頑張って気持ちを抑えた。

　カケルがいなくなっても、胸の高鳴りは収まるどころか更に強くなったかのようだ。

　こんなに切ないものだったのだな、男を想うということは。

　姉上はどうだったんだろうか。今度聞いてみよう。

　そう思って深呼吸すると、わたしは屋敷の中に入ろうとした。


「──っ！」



　背筋が凍った。おぞましい何かが一気に背中を駆け上っていった。

　バッと振り向く。

　そこには五人の黒装束しょうぞくの男がいた。

　全身黒ずくめで、昏くらい光を湛たたえる目だけを出した出いで立ち。

　手に短刀を構えている、暗殺者のような格好の男達。

「何者だ！」

　誰何すいかしつつ、わたしは剣を抜いた。

　男達は答えなかった。むしろわたしの声を号令にしたかの如ごとく、ノータイムで散開して多方向から襲い掛かってきた。

　月夜に煌きらめく短刀を剣で弾く。コンビネーションの取れた攻撃を払いのけながら回避する。

　そこを更に暗殺者が詰めてきた。これも弾くと──親指と人差し指の間に激痛と痺しびれが走った。

　鋭いだけではない。かなりのパワーだ。

　何より、必殺──文字通り必殺の殺気を出している。

　五人の攻撃を受け止め続けながら、下がり続けた。

　わたしは気づいた。屋敷の中から誰も出てこないことに。

　静寂を打ち破る剣と短刀が撃ち合う金属音。

　その音を轟とどろかせているというのに、屋敷の中にいる衛兵は誰一人として出てこない。

　殺やられたか、捕らわれたか。

　いずれにせよ──絶体絶命だ。

　集中力がそんな思考に持っていかれたそのわずかな隙すき。

　一人の暗殺者がわたしの剣を弾き、別の暗殺者の短刀が喉を突いてきた。

　殺られる──。

『イリス・テレシア・メルクーリに剣術を貸し出します、残り２分59秒』


「──っ！」



　弾かれた剣を握り直し、かつてない程の勢いで薙ないだ。

　横一文字の斬撃ざんげきが、迫ってきた暗殺者二人を纏めて腰から両断した。

　わたしの力ではない。が、この力は知っている。

「カケル！」

　残った暗殺者三人の向こうに、カケルの姿があった。

　黒いオーラを纏まとって現れ、悠然と歩いてくるその姿は禍々しく、さながら魔王のようだった。

　あれが魔王なら、既にわたしは魔王に囚われているんだろう。

　だが、わたしはホッとした。

「なぜここに？」

「音が聞こえたんだ。まず屋敷の中の様子がおかしくて、何人か待ち伏せしてるのが分かった。それでわざと遠く離れると宣言していなくなってみた。そうしたら案の定敵が安心してお前を襲いにのこのこ出てきたってわけだ」

「そうだったのか。しかしそれならわたしに教えてくれたって」

「敵を欺あざむくにはまず味方から。それにお前なら持ちこたえられると信じていた」

「え……」

　胸が高鳴った。

　信じていた？　カケルが、わたしを？

　わたしのことを……信じてくれてた？　だから任せてくれた？


「──っ！」



　思わず口元を押さえた。自分でもはっきり自覚できる。にやけそうになったことが。

　彼に信頼されるのがこんなに嬉しいことだったとは知らなかった。

「しゃあああ！」

　そうこうしているうちに、残りの暗殺者が一斉にわたしの方に飛び掛かってきた。

　カケルとわたしなら、まだわたしの方が目があると思ったんだろう。

　だが、それは間違いだ。

　今のわたしに容赦ようしゃはない。カケルの信頼に応こたえるために頑張りたいのだから。

　剣を握り直すと、襲い掛かってくる二人を斬り捨て、一人を峰打ちで気絶させた。

「手加減したのか」

「首謀者を吐かせないといけないからな」

「そうか」

　カケルは頷き、黒いオーラを収めた。

　わたしはそんなカケルの前に立ち、彼を見上げる。

　この男のものになりたい！

　そして──。

「ありがとうカケル」

「気にするな、自分の女を助けるのは──」

「ううん」

　わたしは静かに首を振った。

「わたしを抱くのを待ってくれて、ありがとう」

　もっともっと自分を高めて、この男に相応しい女になって──それから彼のものになりたい。

　わたしは、強くそう思ったのだった。
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　朝、屋敷のベッドで目を覚ました。

　身体の上で誰かがもそもそしている。

　……はて、誰だ。昨日は誰ともしてないはずだが。

　こんな風にベッドの中に潜り込んでくるのは、オルティアかミウか。一番あり得ないのがナナだ。

　さて誰だろうか、おはようのキスでもしてやろうか、と思ってもそもそしているそいつを抱きしめると、

「おはよう、おとーさん」


「………………」



　一瞬固まってしまった。完全に目が覚めた。

　おれの上に乗っかっていたのはひかり。

　魔剣ひかり、結城ゆうきひかり、……おれの娘ひかり。

　ひかりは生まれた日とまったく同じように、おれの上に乗っかっていた。

「お、おはよう」

「もうおきた？」

「起きた」

「じゃあお顔をあらって、朝ごはんにしよう？」

「あ、ああ」

　ひかりに手を引かれてベッドから降りた。

　まだ心臓のバクバクが収まらない。

　早まって「おはようのキス」をやらかしたら大変なことになっていたところだ。

（く、くくく、くはははは）

　頭の中でエレノアが大爆笑していた。

　笑うなよ。シャレにならんだろうが。

（なあに、娘に嫌われるというのも男親の通過礼儀みたいなものだ）

　嫌われる？

　ひかりに嫌われる？


　…………………………。



　頭が一瞬真っ白になった。

『おとーさんなんか大っ嫌い!!!』

　想像しただけで膝ひざから崩れ落ちそうになった。

（くくく、意外な弱点だなあ、おい）

「う、うるさいな。ひかりがおれのことを嫌うわけないだろ」

「うん！　ひかり、おとーさんのこと大好きだよ」

「ほれみろ」

（くくく）

　エレノアは楽しそうに笑ったままだった。

　こいつ、どっかに捨ててきてやろうか。

　そんなやりとりのあと、おれはひかりと一緒に寝室を出た。

「そういえば、イリスおねーちゃんが来てるよ」

「そうか」

「今日のイリスおねーちゃん、すごく綺麗きれいだった」

「へえ？」

　ひかりと世間話しながら、連れられて、リビングにやってきた。

　そこにイリスがいた。

　驚いた。確かに綺麗だった。

　朝日の中、窓の外を見ていたイリス。振り向いた彼女は今まで見てきた中で一番綺麗だった。







[image: ]







　格好は変わっていない。

　美しい金色の長髪をポニーテールにして、鎧よろい姿にマント。いつもの格好だ。

　だが、綺麗だ。

　今までになかった空気を纏まとっているようで、ものすごく綺麗に見える。

「おはよう、カケル。よく眠れたか」

「ああ」

「それはよかった。昨日捕まえた暗殺者が吐いたぞ。例の偽造紙幣の一味で、腹いせにわたしを狙って捕らえようとしていたらしい」

「へえ」

「そっちの方は手を打っておいた。ありがとう。カケルのおかげで助かった」

「気にするな。そういえばあの男の子は？」

「まだ怯おびえていてまともに話せない──が王家の魔法が使える以上、誰かが撒いた種なのは間違いない。手厚く保護して、ゆっくり考えることにする」

「そうか」

　簡単なやりとりで、昨日のことの後処理が済んだ。

　まっすぐイリスの目を見つめた。彼女もおれを見つめ返した。

「それと──クシフォスの場所を突き止めてきた」

「早いな」

「任せてくれと言っただろう。場所はアンフィサの湖というところだ」

　アンフィサの湖。

　聞いたことのない──行ったことのない場所だった。





☆






　馬車に揺られて半日、おれとイリスはアンフィサの湖にやってきた。

　誰も連れてきていない。おれとイリスだけだ。

　国の秘宝たるクシフォスをぶっ壊すのが目的だから、二人だけで動いた。

　厳密に言えばエレノアとひかりが剣の姿で一緒にいるが、それはまあそれとして、だ。

「ここにあるのか」

「ああ」

「だが、湖しかないぞ」

「少し待っていてくれ」

　イリスは馬車から降りて、湖の畔ほとりに立った。

　目を閉じて、呪文じゅもんを唱える。

　足元から魔法陣が広がった。メルクーリ王家の紋章を模かたどった魔法陣だ。

　それが爆発的に広がっていって、湖全体を包み込んだ。

　やがて、湖が割れた。

　モーセの祈った海の如ごとく真っ二つに割れて、道ができあがった。

　道の先に……何かの入り口があった。

「待たせた」

「なるほど、王家の者じゃないと入れない、ってことか」

「そういうことだ」

「イリスに簡単に居場所が分かったのも頷うなずけるな」

　イリスと一緒に湖の底を歩き、入り口に向かう。

「それで、どうするのだ？」

「まずクシフォスがあるところに行く。そこでおれがいったんワープで飛んで、マリの森に行ってサンドロスを連れてくる。サンドロスを解放して暴れさせたあと、そいつごとクシフォスをぶっ潰せば一丁上がりだ」

「そうか」

　並んで歩き、やがて入り口から中に入った。

　瞬間、扉が閉まった。洪水のような音が扉の向こうから響いてくる。

「大丈夫だ、わたしが閉じた。これで邪魔が入らなくなる」

「そうか」

　イリスは用意していたたいまつを取り出して、魔法で火をつけた。

「さあ、進もう」

「ああ」

　中は洞窟どうくつのような場所だった。

　石畳のような地面で、道が曲がりくねっている。

　時々天井からポタ、ポタと水が滴したたってくる。

「カケル！」

「むっ？」

　切羽詰まったイリスの声。

　刹那、彼女が見つめる先に奇妙な人型のモンスターが現れた。

　サイズは普通の人間と同じくらいだが、首から上がない。

　デュラハンのように無くなった首を手に持っているかと思えばそうでもなく、両手にはそれぞれ槍やりと盾を持っていた。

　首から上がない代わりに、裸になった上半身の真ん中に顔がある。

　鋭い目に、凶暴そうな牙きばを持つでかい口。

　遠目には宴会で腹に顔を描いた中年のおっさんのようで、初めて見るタイプのモンスターだ。

「あれはなんだ？」

「すまん、わたしも初めて見る」

「そうか。なら速攻で叩たたっ斬るぞ」

「ああ」

　おれはエレノアを抜き放ち、モンスターに向かって突進していった。

　エレノアを無造作に振り下ろす。モンスターは盾を構えてガードしようとしたが、盾ごと真っ二つに叩っ斬った。

「たいしたことないな」

「いや、待て」

　イリスは倒れたモンスターに向かって自分の剣を思いっきり振り下ろした。

　火花が散って、金属音が鳴り響く。

　盾は無傷だが、イリスの剣の切っ先が欠けた。

「たいしたことがないのはカケルだからだ。わたしではどうしようもなかっただろう」

（こやつだからというよりは我だからだな）

（ひかりは？　ひかりにもできそう？）

　魔剣の母娘が頭の中で言ってきた。

（むっ。おい、あれを見ろ。モンスターの心臓の辺りだ）

　エレノアの指示通り、真っ二つにしたモンスターの心臓がある辺り──というより、目がある辺りを見た。

　そこには、いつの間にかくじ引き券が現れていた。

（運がいいな）

　ああ、拾っとこう。

　この世界では、いくつかの行動の結果、くじ引き券をゲットすることができる。

　モンスターを倒せば稀まれに出る。女を抱けば稀に出る。でかい買い物をすれば僅わずかに出る。

　そうやって、これまで地道にくじ引き券を集めてきた。

　モンスターは大体１００匹倒して一枚出ればいい方だから、今日は運がいい日だ。

（またくじ引きができるね）

　ひかりが無邪気に喜んだ。

「よし。進もう。クシフォスの場所は？」

「こっちだ……むっ」

　歩き出そうとした瞬間、おれ達の前に、さっきと同じ腹に顔を持つモンスターが現れた。

「カケル」

「任せろ」

　突っ込んでいって、今度はひかりで槍ごと横に真っ二つにした。

（わー、ひかりにもできた）

（当然だ、我の娘なのだからな）

（うん、わたし、おかーさんの娘）

　魔剣の母娘が頭の中でのんきに話をしている。

「あれ？」

　そのときおれは気づいた。

　真っ二つにしたモンスターの上に、また今回もくじ引き券が現れていたことに。

「二枚目、だと？」

「誰が二枚目なんだ？」

「いや、なんでもない」

　尋ねるイリスを誤魔化ごまかして、拾った券をポケットに突っ込む。

　これで二枚目、今日は運がいい日なのか？

　そう思っていると、同じモンスターの三体目が現れた。

　もしかして──と、おれは期待に胸を膨らませつつ、飛び込んで、母娘でモンスターを斬り刻んだ。

　一瞬で絶命したモンスターの上に──三枚目の券が現れる。

　それを拾う。間違いなくくじ引き券だ。

（……また出たぞ）

　エレノアの声のトーンが変わった。彼女も気づいたのだ。

「カケル！」

　イリスの声が聞こえて道の先を見る。首なしのモンスターがうじゃうじゃ出てきていた。

　イリスが到底敵わないと認めたモンスターだが、おれの目には既に宝の山にしか見えなかったのだった。
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　最初はちょっと邪魔なモンスター程度の認識だった。だから適当に力づくで排除していた。

　だが、くじ引き券がこれだけポロポロ出るとなったら話が違う。

　おれはイリスに聞く。

「こいつらはなんなんだ？」

「だから分からないと言っただろう。そもそもここに入るのも初めてなんだ」

「そうか」

（アケファロス）

「む？」

　エレノアがイリスの代わりに答えた。

（アケファロス、という名だ。元は人間。生前特に戦う意思が強かった狂戦士で、首を刎はねられた死後もなお戦い続ける意思を持ち、地獄の底から這はい出てきた連中だ）

「へえ」

（ずっと戦いつづけてるの？）

（うむ、生前と同じくな。よく見ろ、武器も盾も年季が入っている。おそらくこの湖底でずっと戦い合っていたんだろう）

　おれはアケファロスの武器と盾をよく見てみた。

　言われてみると確かに細かい傷が無数に入っていて、年季と戦いの歴史を感じさせる。

「ずっと戦い続けてるのか」

（ひかりもおとーさんとおかーさんとずっと一緒がいいな）

「死んだあともか？」

（お望みとあらばそうしてやろうか……貴様にできるかどうかはわからんが）

「お前にはそれができるのか？」

（無論だ）

　エレノアはこともなげに言い放つ。

（我と関わった人間のうち何人かはそうだったぞ。どいつもこいつも有名になっているはずだ、イリスに聞いてみろ）

　おれはエレノアの言葉をイリスに伝えた。

　彼女は少し考えて、答えた。

「もしかして……トロクロスがそうなのか？」

「誰だ、そいつは？」

「不死の戦士トロクロス。あらゆる戦いから生還し、生涯千の戦場を駆け抜けた人物だ。最後は確か四肢を引き裂かれて千里四方にばらばらに捨てられてようやく絶命したという」

「どうだ？」

（こいつらと同じでな、死んだあとでも戦い続けたいと言ったから願いを叶かなえてやった。十数年間いい暇つぶしになったよ）

「なるほど」

　いろいろやってるんだな、エレノアは。

　エピソードだけ聞くと、世間に魔剣エレノアが恐れられている理由がよく分かる。

　実体はただの親ばかなんだが。

（貴様に言われたくないわ）

「カケル、また来たぞ」

「よし」

　洞窟どうくつの奥から続々と現れるアケファロス。

　エレノアとひかりを抜き放った。

　くじ引き券が出ると分かって、俄然がぜんやる気になってきた。

　チャキ、っと音がして、剣を構えたイリスが横に並んだ。

「手伝う」

「やれるのか？」

「守られているだけの女は──カケルに相応ふさわしくない」

　そう言って、固い決意を覗のぞかせた。

「そうか。無理だけはするな」

「分かった」

　黒衣を纏まとって双剣を構え、イリスと一緒に一歩を踏み込む。

　無造作にアケファロスを斬り捨てる一方で、こっそり黒衣でイリスを守る。

　直接の手出しはしない。あくまでフォローするだけだ。

（まだるっこしいことをするな）

　エレノアがくくくと笑った。

　が、それは無視した。

　最初は致命傷を避けるためと、顔に傷がつかないように守っていたんだが、次第にやり方が変わっていった。

　イリスが槍やりと撃ち合って、盾を弾いて、アケファロスを斬り刻む。

　舞うように戦う彼女の姿がとても綺麗きれいに見えて、もっと見ていたくなった。

　だから、こっそりアケファロスの倒し方をコントロールした。

　一撃で倒すことなく、適当にあしらって引きつけて、イリスが一体倒したところを見計らってその敵を流す。

　ライブのときに楽しくて何度でも見たいからと無限にアンコールをする、そんな気分だ。

「はあ……はあ……次！」

　息を切らせて、あごから滴したたる汗を拭ぬぐい、それでもどんどん剣を振るうイリス。

　おれは倒しかけた敵をイリスに流しながら、ただそれを見続けた。

　彼女が倒したアケファロスから片っ端からくじ引き券が落ちたが、それを拾うことすら忘れるほど見入ってしまった。

　そして、ついに終わりが来る。

　剣を杖つえ替わりに突き立てて、苦しそうに呼吸をするイリス。

　全力の戦いが、イリスの身体にかなりの消耗を強いていた。

　そこに、更に次のアケファロスが襲い掛かる。

　剣を振りかぶる。盾を撃ち合い──弾かれる。

　今まで互角に撃ち合っていたのが、ここに来て弾かれた。

　剣ごと弾かれて、上半身を起こされ、のけぞってしまうイリス。

　アケファロスの槍が猛烈に突き出される。

　ここまでだな。

　エレノアを握って、割り込んで代わりに倒そうとする。

（待て）

　短い、しかし有無を言わせないエレノアの制止。

　珍しく真剣な口調に、おれは一瞬動きを止めた。

「──っ、はあああああ！」

　ギリッ！　と歯を食いしばる音が聞こえたような気がした。

　弾かれかけた剣を両手で握り直して、気合とともに大上段から振り下ろすイリス。

　アケファロスの槍が縦に真っ二つにされた。

「──でぃやああああ！」

　更に歯ぎしり、そして真横に振られる長剣。

　全身を使い、遠心力まで加えた、文字通り渾身こんしんの一撃。

　それが──アケファロスを盾ごと両断した！

「はあ、はあ……」

　今度こそ力尽きて、杖替わりの剣すら手放して、地面に倒れ込みそうになるイリス。

　とっさに抱き留める。

「カケルに……相応しい……女に……」

　おれの腕の中で目を瞑つぶって、うわごとのようにつぶやくイリス。

（いい女だな）
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　そんなイリスは、エレノアをして、珍しく手放しの褒ほめ言葉を言わせた程だった。
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　その場にイリスを寝かせた。

　疲れ果てて倒れたが、怪我けがはないし──というか怪我などさせるわけないし、呼吸もしっかりしている。

　少し休めば回復するだろうと思った。

「手を貸せエレノア」

（やれやれだな）

（ひかりも手伝う）

　仕方なさそうなエレノアと、ノリノリのひかり。

　母娘魔剣を鞘さやに収めた状態のまま、柄に手を掛ける。

　強くはっきりイメージして、オーラを出す。

　今までとはちょっと違うオーラ。

　漆黒よりも更に昏くらく、おぞましく。見た者があらゆる不吉と災厄を連想するようなオーラ。

　それを出して──寝かせているイリスだけを避けて、周りに拡散させた。

　無言のメッセージだ。

　近づいたら死よりも辛い目に遭あわせてやる。そんなメッセージを込めた威嚇いかく。

　別にモンスターが現れてから斬り捨てても問題はない。

　本気になれば音すら立てないで盾ごとアケファロスを真っ二つにすることもできる。

　できるのだが、万が一ってことはある。

　音を立てる可能性とか、衝撃波を出してしまう可能性とか。

　そんなリスクを避けつつイリスを休ませたいと考えると、予め威嚇しておくのが一番安全で無難だ。

　周りが静かになった。

　草木さえも寝静まった深夜のような静けさが訪れた。

　そうしてしばらく見守っていると、イリスがゆっくり目を覚ました。

「……カケル？」

「起きたか」

「……」

　イリスはおれが出しているオーラを見た。

「……ありがとう」

　賢い彼女はすぐに周りの状況からその意味を理解した。

「気にするな。休めたか」

「ああ。だいぶ回復した」

「ならいい」

　おれはオーラを収めた。

　周りに洞窟どうくつらしい、静かだが雑多な音が戻ってくる。

　ふと、イリスがじっとおれを見つめていることに気づいた。

　潤んだままの瞳でおれをまっすぐ見つめてくる。

「どうした」

「わたしは……ダメな女だ」

「いきなりどうした」

「アケファロスと戦った。気持ちよかった。カケルのために戦うことができて、全力で……カケルのためだけに戦った。それがものすごく充実して──気持ちがよかった」

「いいことじゃねえか」

　戦いの中で感じる高揚と快感はおれもよく知っている。

　そのあとに女を抱く快感も知っているが──それはまた別の話。

　だからそう言ったんだが──イリスはゆっくりと首を横に振った。

「甘い蜜みつ──麻薬のような味だった。それを覚えたら他のものじゃ満足できなくなると思った。もう何もかも捨てて、国も、地位も、何もかも。全部捨てて、あなたのためだけに戦いたいと思った。一人の女として、あなたのためだけに……そう思ってしまった」

　イリスは切なそうな、今にも泣き出しそうな顔をした。

「姉上はすごいな。カケルの女になっても、自分を保って、王女として、テレシアの双花として振る舞うことができるのだから。わたしでは到底敵わないすごい人だ」

　とうとう、大粒の涙を零こぼしてしまった。

「それに引き替え……わたしはダメな女だ」

（葛藤かっとうしているな。姫と女、公人と私人とで。生真面目きまじめだな）

　それがイリスの可愛かわいいところだ。

　おれはイリスを見つめて言った。

「変に難しく言ってるが、要はおれの女になりたい、ってことだろ？」

「それは……そうだが」

　イリスは困った顔をした。

　間違いじゃないが、素直に頷うなずけない、って顔をしている。

（要約しすぎだ）

　くくく、と楽しげな声が脳裏から聞こえる。

「どうした、間違ってるか？」

「間違ってはない。間違ってはないが……」

「なら、他のことはどうでもいいじゃねえか」

「しかし……それではカケルに相応ふさわしくない」

「は？」

「カケルの周りにはいい女が大勢いる。姉上に負けず劣らずいい女が。それに引き替えわたしだけこうでは──むぐっ」

　イリスの口を塞ふさいでやった──キスで。

　うだうだ言う口を無理矢理キスで塞いで、グチグチ言うのを止めさせた。

　最初はびっくりした、もがいた。

　だがおれは彼女をがっちり抱き留めて、逃げられないようにした。

　一分近く唇をねぶり──分からず屋に対するお仕置きの意味も込めて、たっぷりキスをした。

　離したあと、イリスに言う。

「イリス」

「な、なんだ」

「おれに相応しいとか相応しくないとかは、おれが決めることだ。おれの女にするかどうかも、おれが決めることだ。いいな」

「あ……うん」

「ついでにいうと、相応しくないと思うのなら、おれを頼れ」

「え？」

「どういう風になれたら相応しいのかおれに言え。それを叶かなえてやる」

「そんなこと、本人に頼め──」

「おれがなんとかしてやる」

　言い訳がましく言うのを途中で遮さえぎった。

　イリスの表情は面白いくらいめまぐるしく変わった。

　びっくりして、赤面して……最後に穏やかになった。

「カケルの言葉はすごいな。どんな悩みも解決してくれそうなくらい、心強くて、力強い」

「くれそうとかじゃない。解決するんだ、おれがな」

「そうだな。カケルなら何でもできるな」

　イリスはふっ、と笑った。

　あきらめとか、自嘲じちょうとかそういうネガティブな笑えみじゃない。

　ポジティブで彼女らしい、穏やかながらも力強い笑顔だ。

「どうかしていた、すまない」

「ふむ？」

「よくよく考えれば悩むことはなかったのだな。カケルのためだけに戦いたいのと、立場を忘れずにテレシアの双花として民を導くのと。両方やればいいだけの話だからな」

（バカが伝染うつったか、軽く矛盾している──いたっ）

　無粋なツッコミをデコピンで止めた。

　矛盾とかどうとか、バカがどうとか、そんなのどうでもいい。

　大事なのはただ一つ。

　今のイリスがさっきのイリスよりもいい女に見えること。

　ただそれだけだ。

「イリス」

「はい」

「お前を抱きたい」

「わたしもカケルに抱かれたい」

「すぐに」

「すぐに」

「クシフォスを砕くだくぞ」

「ああ！」

　力強く頷くイリス。

　とんでもなくいい女だ。
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　イリスと一緒に洞窟どうくつの奥に進んでいく。

　ほとんど倒してしまったからか、アケファロスが全然出てこなくなって暇になった。

　仕方なく、世間話をしながら進んでいく。

「そういえばお前達の父親ってどういう人間なんだ？　メルクーリの国王だっけ？」

「父上？　そうだな……」

　イリスは少し考えてから答えた。

「一言で言えば──野心家だ」

「野心家？」

「そうだ、メルクーリをもっと大きく、強くしようという野心がものすごく強い。そのための手段は選ばない人だ。だからこそカケルが提案してくれた紙幣の話が通ったというのもある。先代──わたしの祖父上ならば『王家の秘宝をそんなことのために使うなどけしからん！』と言って拒否していただろう」

「ああ……」

　その説明だけで、なんとなくイリスの祖父の人柄の想像がつく。

　そういうしきたりとかを重んじる人間ってどこにでもいるよな。

　おれもそれを知っているから、紙幣を提案したとき無理かもしれないと思ったわけだ。

　だが、イリスの父親、メルクーリ王はそれとは正反対の人間か。

　なるほど、野心家で──実利主義の国王だから、話がすんなり通ったんだな。

「だからお前のことも手段に使おうとした。嫁がせて、クシフォスを取り戻そうと」

　頷うなずくイリス。

　イリスの父親、メルクーリ王のことをいろいろ聞きながら、先に進む。

　いろんなエピソードを聞いた。手段を選ばないことがよく分かる、エピソードに事欠かない人物だった。

　途中で思い出したように現れるアケファロスもきっちり倒して、１００％ドロップのくじ引き券を回収するのも忘れない。

　そうこうしているうちに洞窟の最深部に到着した。

　開けた場所に着くと、奥に祭壇らしきものが見えた。

　祭壇の上に、一振りの剣が丁重に置かれている。

　剣は赤く脈打って「おれは並みじゃないぞ」と強く主張していた。

「あれがクシフォスか」

「おそらく」

「どうだ？」

　エレノアに聞く。

（あの悪趣味な自己主張、何百年も経たったのにやめていないのだな）

　エレノアが呆あきれまじりに言った。

　なんか色々いろいろあるみたいだが、とにかくクシフォスなのは間違いないな。

「よし、砕くだくぞ」

「頼む」

　祭壇に向かって進む──が。

　途中で何かにぶち当たって、バチッ、と火花が飛び散った。

「なんだ？」

（結界だ。当然だろう？）

「……確かに当然だ。封印されているんだから結界の一つもあるよな」

「結界？　……そんなものがあるとは聞いていない」

「気にするな。エレノア？」

（ああ。いつも通りにやればいい）

「そうか」

　お墨付きを得たから、エレノアを抜き放つ。

　構えて──無造作に振り下ろす。

　バチッ！　火花が散って、エレノアが弾かれた。

「硬いな」

（真面目まじめにやれ。あれに負けたとあっては我の沽券こけんに関わる）

「あれに負ける？　これはあいつが張ってる結界なのか？　封印されて捕まっているのに」

（自身の力を利用した結界だ。よくある）

「なるほど」

　大体の状況は分かった。

　深く息を吸って、今度は八割の力でエレノアを叩たたきつけた。

　バリン！　何かが砕けた音がした。

「おお！」

「こんなものか」

（まだだ。よく見ろ）

　エレノアに言われた通り、目を凝らして見てみた。

　何もない空間にうっすらと、砕いたはずの結界がみるみる修復されていく様子が見えた。

「自己修復するのか。どうすればいい」

（簡単だ）

　エレノアは鼻で笑った。

（ヤツの力は無限ではない。修復できなくなるまで砕き続ければいい）

「なるほど簡単だ。イリス、下がってろ。本気でやる」

「分かった」

　イリスは言われた通りおれから離れた。

　エレノアに続いてひかりも抜き放つ。母娘魔剣を握り締める。

　深呼吸して、力を溜ためる。

「いくぞ」

（うむ）

（うん！）

「うおおおおおお！」

　結界を叩いた。叩き続けた。

　叩き割ったそばから再生するが、再生したそばから叩き割ってやった。

　再生の度にクシフォスが赤く光る。

　刀身が脈打って、結界が再生される。

　構わず壊し続けているうちに、再生までの時間が少しずつ長くなっていった。

　五秒くらいだったのが十秒くらいになって、二十、三十秒とのびていく。

　やがて、待っていても再生しなくなった。

「よし、打ち止めみたいだな。イリス──」

　次のステップに進むためにイリスを呼ぼうとしたそのとき、おれの横を何者かが駆け抜けていった。

　速さはたいしたことないが、いきなり現れた第三者。

　戸惑ったおれは思わず通してしまった。

　イリスの言葉も判断を迷わせた。

「父上！」

　彼女が父と呼んだ男──メルクーリ王は祭壇にたどりつくと、クシフォスを摑つかんだ。

　一瞬、赤い光が爆発的に広がって洞窟の中を包んだ。

　剣を構えて、黒衣を広げてイリスを守る。

　警戒したが、何も来なかった。

「おお、おおおおお！　これがクシフォス！」

　赤い光が収まったあと、メルクーリ王は感動した様子でクシフォスを見つめていた。

　うっとりしていると言ってもいい。

「父上！　なぜ父上がここにいるのですか」

「お前がクシフォスのことを探っていたのはすぐに分かった。ここに来るであろうこともな」

　そりゃそうだろうな。このタイミングで動いたら誰でも簡単に推測できる。

「で、でしたらなぜ、先に止めなかったのです」

「お前が動けば、魔剣使いも動く」

「えっ？」

「魔剣使いが動けば、永らくどうすることもできなかった、片割れを連れて来ない限り解除できなかったこの結界もなんとかなる可能性があった。だから泳がせておいたのだ」

（くくく、まんまと利用されてしまったな）

　そうみたいだな。

「お前も、魔剣使いも、想像以上によくやってくれた」

「父上……」

　苦虫を嚙かみ潰したような表情のイリス。

　クシフォスが強く脈打った。一際赤い光を放つ。

「おお、おおおおお！　流石さすがはクシフォス。伝承に残っていた我が国の秘宝だ。この力……この力があれば、力ずくでもう片方のクシフォスを取り戻せる」

「……」

「はああああっ！」

　メルクーリ王はクシフォスを掲げた。

　赤光しゃっこうが煌きらめいたあと、天井が爆発して穴が空いた。

　ここは湖底にある洞窟。穴が空いた途端、一気に水が流れ込んできた。

　王はジャンプすると、なんとその穴から飛び出ていった。

　娘のことなど目もくれず、一人で脱出していった。

　……。

（おとーさん……）

「カケル！」

　イリスが駆け寄ってきた。必死な形相ぎょうそうだ。

「父上を止めてくれ。このまま行かせてはダメだ！　王である父上がアイギナに侵入、あるいは潜入したのが明るみになったら大変なことになる！」

「国際問題になるな」

「それだけではない。そのまま戦争が起きるかもしれない！」

「もっともな話だ」

　隣国の王が武器を持って侵入、後宮に納めてあるものを盗み出す。

　戦争になってもおかしくない事態だ。

　そして野心家のメルクーリ王は、ここぞとばかりに受けて立つだろうな。

　確かにここで止めなきゃダメだ。

「分かった。摑まれ」

　イリスの腰に手を回して、ワープの羽根を取り出した。

　一瞬で地上にワープする。

　直後、遅れてメルクーリ王がそこに飛び出してきた。

　ワープで先回りしたおれとイリスに気づいていない王は空高く舞い上がると、方角を確認して飛んで行こうとした。

「止めてくる」

「お願いっ」

　懇願するイリスに頷き、おれも空高く飛び上がった。

　メルクーリ王よりも速いスピードで、飛んで行こうとする方向に先回りして。

「──なっ」

「落ちろ！」

　驚愕きょうがくする王を、エレノアを使ってクシフォスごと地面に叩き落とした。

　王は地面に突っ込んだ。直後、小さい爆発音がすると、穴の中から飛び出してきた。

　服はぼろぼろだが──本人にダメージはないように見える。

「魔剣使いっ！」

「悪いが行かせん。そいつも砕かせてもらう」

「なぜ邪魔をする！　子爵ししゃくにしてやった恩を忘れたか」

　そういえば、おれメルクーリの子爵だったっけ。

　言われるまですっかり忘れていた。

　ま、そんな些細ささいなことはどうでもいい。

「なぜだ！」

　なぜ──理由か。

　王の邪魔をする理由。

　イリスを抱くため。イリスに頼まれたから。利用された仕返し。

　細かく挙げたらキリがないが……まあ、一言で纏まとめるとしたら。

「おれがそうしたいと思ったからだ」

　今までやってきたことは全部そうで、これからもずっとそうだ。
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「はああああ！」

　小細工はなしだ。

　まっすぐ突っ込んで、横一文字にエレノアを振り抜く。

　王はクシフォスでガードする。

　ガキーン[image: ]

　空気が爆発したかと思うほどの衝撃波が二人の間の地面を抉えぐる。

　王が吹っ飛ばされ、空に向かって飛んでいく。

（綺麗きれいなアーチを描くものだ）

「うまい表現だな」

　エレノアに感心する。野球なんて知らないだろうに、吹っ飛ばされた王の姿を見て、見たままにそんな感想を抱いたようだ。

　赤い光が空中で弧を描くと、エレノアの感想通り綺麗なアーチが空に掛かった。

　それがピタッ、と静止する。

　飛ばされた王は空中で無理矢理止まって、血走った目でＵターンしてきた。

「貴様ああああ！」

「遅い」

「くぅっ！　まだだ！　まだ……クシフォスの力はこんなものではない！」

「ふっ！」

「ぐわぁ！」

　エレノアとひかり、母娘の魔剣で王とクシフォスを圧倒する。

　圧倒はしているが、意外と最後の一撃が決まらない。

　何回か「決まった」と思った攻撃は、ことごとくクシフォスでガードされた。

　意外と反応速度が速い。

　ならばガードごと斬ろうかと思ったが、これもうまくいかない。クシフォスは意外と硬い。真っ二つにしようとしても、剣ごと王を吹っ飛ばすことくらいしかできなかった。

　何回目か分からない、突っ込んでくる王を大上段から斬りつける。ガードした王を地中に叩たたき込む。

　余波でクレーターができた。そこから叩き込まれた王が這はい出てくる。

　マントや服はぼろぼろ、全身も血まみれだ。

「諦あきらめてクシフォスを手放せ。何をどうやっても状況は変わらん」

「ほ、ざ……くなあ！」

　力を振り絞って、というような感じで、王が更に突っ込んでくる。

　突進してくる速度は落ちている──がクシフォスを振る勢いは弱まっていない。それどころか赤い光はますます勢いを増している。

　王の肉体は弱っているが、剣の力は衰えていない。

　受け止め、蹴けり飛ばす。

「剣が身体を支配しだしたのか」

（そういう芸風なのだ）

「お前も似たようなものだろうに」

（くくく、魔剣のたしなみというヤツだな）

（まけんのたしなみ？　ひかりもたしなむの？）

　たしなみの意味が分かってないような口ぶりのひかり。可愛かわいい。

「悪い手本だから見習っちゃだめだぞ」

（うむ。魔剣のことは我を手本にするといい）

（うん、おかーさんのことをみならうね）

「お前を見習うのが一番教育上よくないんだがな」

　突っ込んでくる王とクシフォス。踏み込んで迎え撃つ。

　ギアを上げた。エレノアとひかりを何度もクシフォスに叩きつける。

　もはや斬るという感じじゃなく叩きつけている。それを何度もやっているうちに、クシフォスの刀身に小さいヒビが入った。

　魔剣の名に相応しい硬さだったが、ようやく綻ほころびが見えてきた。

（我らの方が一枚上手だったようだな）

　満足げなエレノアの声。

「このまま一気に砕くだく！」

（うむ）

（がんばる！）

　向かっていく。王はふらついている。

　もう意識があるのかも怪しい状況。

　それでものそりと起き上がると剣を振る。時々変なうめき声を漏もらすようになっていた。

　まるでゾンビのようにクシフォスを振っているだけの状態だ。

「がはっ……う、うお、おおぉ……」

　突然、王の動きが変わった。

　それまでおれに向かってきていたのが、その場に立ち止まって苦しみだした。

　クシフォスを持つ右腕を摑つかんで、苦悶くもんにうめく。

　赤い脈動が、爆発的に強まっていく。

（あれは……）

「知ってるのか、エレノア？」

（見ていれば分かる）

　エレノアは呆あきれ混じりに言い捨てた。

　その言い方が気になって、おれは攻撃の手を止めると、様子を見た。

　苦悶の王が、顔を上げて空に向かって絶叫する。

　かと思えば、今度はガハッと地面に向かって血反吐へどをまき散らし、まるでハンマーでするかのようにクシフォスで周りの地面を叩きだした。

　そんな風に暴れ出した直後、異変が起きた。

　それまでクシフォスを中心に脈打っていた赤い光が王の身体に乗り移った。

　赤みが濃さを増す。光だったものが、次第に濃度を増して実体化していく。

　光が皮になって王を覆う。その上を更に皮が覆っていく。

　着ぐるみを一枚、また一枚と重ね着していくような光景。人間だったはずが徐々に大きくなると……どんどんバケモノみたいになっていった。

（変身しちゃった……）

「取り込まれた、と言ったほうが正しいなこりゃ」

（よほど強く力をよこせと願ったのだろうな）

「おれはもうどうなってもいい、力をよこせ──ってヤツか」

　ありがちだな。

（付け加えるのなら『目の前の男を倒せるほどの力を』であろうな。よかったな、モテモテではないか）

（おとーさんモテモテ！）

「男にもてたところでなぁ」

　別に嬉うれしくもなんともない。むしろげんなりする。

　その間も徐々に大きくなっていく王。やがて三メートルを超す、二足歩行のモンスターのような外見になった。

　全身が赤く脈動する、まるで「鬼」のような見た目。

　角と牙きばをつければまんま赤鬼、もはや完全にモンスターだ。

「ＧＹＡＳＨＡＡＡＡ！」

　バケモノはいきなり突進してきた。数倍に膨れ上がった腕──おれの身体よりも太い腕を振ってくる。

　それをエレノアを構えて受け止める──。

　ガキーン！

　剣と腕がぶつかり合う。なのに金属同士がぶつかるような音がした。

　それだけじゃない。受けた勢いで軽く吹っ飛ばされた。

　ガードしたからダメージはない。空中で体勢を整えて着地する。

　一撃で十数メートル吹っ飛ばされた。

　ダメージはないが、手が痺しびれた。肘ひじ、肩にまで衝撃がきた。

（おとーさん!?）

「大丈夫だ。……相当パワーアップしたみたいだな」

（どうやらそれだけでもないようだぞ）

「むっ？」

　その場に立ち止まり、天を仰いで雄叫おたけびを上げるバケモノ。

　地響きがする程の咆哮ほうこう。直後、バケモノの中から更に小さなバケモノが現れた。

　身体から何かが溶け落ちるような形で一部が分離すると、それが地面に落ちて、ぐにゃぐにゃっとしたものに形を変えた。

　そこから徐々に形が作られていき、色もついた。

　生まれたのはバケモノのミニチュアのようなもの。

　オリジナルは三メートルを超えているが、分身体は一メートルちょっと。

　オリジナルに比べて小さい分少し愛嬌あいきょうがあることを除けば、ほとんど同じと言ってもいい見た目だ。

　それが合計で五体。

　クシフォスに取り込まれたバケモノが、五体の分身を作ったのだ。

　分身体のうちの一体が突っ込んでくる。オリジナルよろしく腕を振ってくる。

　エレノアで受け止めた。

「むっ」

　ちょっと驚く。

　分身体のパワーは一体でも変身前の王とほぼ互角だったのだ。

　感心しつつ、腕を払い、蹴り飛ばす。

　すっ飛んでいった小鬼がすぐさま飛び上がって、怒りの表情でこちらを睨にらむ。

「すごいな、あんなのも作れるのか」

（そういう芸風なのだ）

「そういうことは先に言え」

（うっかりしていた）

　けろっと言い放つエレノア。全然悪いとは思ってない口調だ。

「今度くじ引き所に行くとき、お前だけ留守番な」

（な！　貴様それは）

　一転、動揺したような声になる。

　あのくじ引き所はエレノアが唯一人間の姿に戻れて、娘のひかりとふれあえる場所。

　それを禁止することは親ばかな彼女にとって結構なお仕置きになる。

　まぁそれはともかく。

　小賢こざかしい芸風を今更知ったところで、結局やることは変わらない。

　クシフォスを砕く。

　それだけだ。

　さて、本腰入れて──

「な、なんだこれは……」

「イリス──？」

　背後から声が聞こえて、振り向いた──直後。

　おれの真横をまた何かがものすごい勢いですり抜けていった。

　風を切って猛進する五体の小鬼が、おれの意識の一瞬の隙すきを突いて、離れたところにいたイリスに向かって突っ込んでいった。

「──！」

　イリスが反応した。

　剣を構えて、応戦する意志を見せる。

　──だが。

「カケル！」

　ワープして、小鬼とイリスの間に割り込んだ。

　突進してくる一体をエレノアで真っ二つにして、残った四体をひかりを使ったラッシュで弾き飛ばす。

　ちょっとイラッとした。いや、結構イラっとした。

　おれの目の前でおれの女に手を出されると、かなりイラっとくる。

（自分から女を戦場に連れ出しておいてか？）

　自分でやるのとやられるのとでは話が別だ。

　エレノアから呆れた感情が伝わってくる。

　それを軽く無視した。

　残った四体の小鬼、そして指揮しているであろうオリジナルの鬼メルクーリ王を睨む。

　こいつらを……ぶっ潰す。

「あの赤い光……あれが父上なのだな」

　背後からイリスが真剣なトーンで話し掛けてきた。

「ああ。下がってろイリス」

「……」

「イリス？」

「わたしも一緒に戦う。いや、戦わせてくれ」

「……」

　思わず振り向いた──今度は意識を鬼どもに残したまま振り向いた。

　目と目が合った。イリスの目には強い光があった。

　強い意思を持った瞳ひとみ。

　実に──彼女らしい。

「頼む、カケル──んぐ！」

　懇願する彼女を抱き寄せて、キスをした。

　いい女は好きだ。

「な、何をするんだカケル!?」

　赤面するイリス。それに構わず聞く。

「洞窟どうくつの中で剣をぶん回して一撃の重さを上げていたな。そういう形じゃなく、手数を上げる戦い方はできるか？」

「え？　あ、ああ。頑張れば」

「よし、なら小鬼は任せる。手数で攻めろ」

「分かった」

　イリスが剣を構え直す。

　おれもエレノア、そしてひかりを構える。

　構えて、鬼に向かっていく。

　それに反応して小鬼が突っ込んできた。そいつらに一撃ずつ入れて横をすり抜けると、オリジナルの鬼に向かっていく。

　ちらっと背後を確認。イリスは言いつけ通り手数で小鬼どもを迎撃していた。

　イリスが斬りつける度に、小鬼の身体にくっついた黒いオーラが爆はぜた。

　魔剣のオーラ。ちょっと前に開発して、奴隷兵達がナナを圧倒した技だ。

　その発動を確認して、おれは鬼に向かっていった。

　黒衣を纏まとい直し、二振りの魔剣を構える。

　──ここからは、いつも通りだ。
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　鬼と撃ち合う。真っ向からぶつかり合うと、大岩が吹っ飛ぶほどの衝撃波が出る。

　ガキーン！

　相変わらずの金属音。ものすごく硬い鬼の右腕。

「エレノア！」

（うむっ）

　力を込める。

　７７７倍の腕力、魔剣エレノアの力。

　融合した一撃を鬼の腕に押しつける。

　ズプリ！　刃が腕にめり込んだ。

「はあ！」

　更に勢いをつけてエレノアを振り抜く。瞬間、鬼の片腕が宙を舞った。

　放物線を描いてすっ飛んでいく腕。

　鬼は絶叫すると、残ったもう一本の腕で殴りつけてきた。

「ひかり！」

（がんばる！）

　それをひかりで迎え撃つ。拳こぶしと撃ち合って、縦に斬り裂く。

「ＧＹＡＡＡＡＡＡ！」

　悲鳴のような叫び声を上げて、よろめき、あとずさる鬼。

　更に追撃する。二振りの母娘でめった斬りにする。

　赤い魔力と鮮血が飛び散る。肉を削っていく。

　やがて、鬼は人の姿に戻った。

「ぐふ……がはっ！」

　裸のままで、王が血まみれになって地べたに這はいつくばっている。

　右腕は肘ひじから先がない。

　おれが落とした右腕は離れたところに転がっていて、これも人型に戻っていた。クシフォスを強く握り締めたまま。

「まだ……まだ終わらぬ……がはっ！」

「……」

　王を無視して、王の腕ごと落ちているクシフォスに向かっていく。

　こいつさえ砕くだけば話はすべて終わる。

　クシフォスの前に立って、エレノアを振り上げる。

「やめろ……やめろおおおお！」

　すかさず王が飛んできた。

　どこにそんな力が残っていたのかというくらいの勢いで駆けつけると、左の拳を打ちつけてくる。

　ロウソクの火が消える前のなんとやらか。

　ひかりを持ったまま、裏拳で殴り飛ばす。

「いい加減あきらめろ」

「やめろ、頼むからやめてくれ」

「──はあっ！」

　王の制止を無視して、エレノアを振り下ろす。

　地面に転がっていたクシフォスが、綺麗きれいな金属音を立てて真っ二つに折れた。

「あ、あああ……」

　絶望のうめきを漏もらすメルクーリ王。

「これで終わりだな」

（そうだね）

（ヤツはどうする）

「クシフォスがなくなれば何もできないだろ。腕をくっつけて国に送り返してやる」

　そう言いながら、異次元倉庫を開いて、魔法の玉（白）を取り出した。

（治療までしてやるのか。お優しいことだ）

「イリスも父親を殺すことまでは望んでないだろ。クシフォスは砕いた。それで十分だ。……何か文句でも？」

（ないさ）

　エレノアは割と上機嫌だった。

　クシフォスを砕いた直後から機嫌がいいことが伝わってきた。

　魔剣として自分の方が格上ということが証明できたからだろう。

　とりあえず放っておいた。

　思うところがあって、真っ二つにしたクシフォスをひかりで更に念入りに砕いたあと、横に落ちていた腕を拾って王のところに行き、魔法の玉で元に戻してやった。

　腕がくっつき、怪我けがも完治する。

　が、王はうなだれたまま動かない。

　ぶつぶつ何かつぶやいたままだ。

　分かりやすく、クシフォスを砕かれたショックにうちひしがれている。

　それは無視。男のメンタルまでケアする義務はない。

「カケル！」

　イリスの声が聞こえて、振り向いた。

　剣を収めた彼女が駆け寄ってくる。

　離れたところには小鬼の死体が四つ転がっていた。

「大丈夫だったか？」

「わたしは大丈夫だ。父上は──」

「身体は治した。あとは任せる」

「分かった」

　イリスは懐ふところから筒状のものを取り出すと、空に向けて放り投げた。

　それは途中から溶けるように光になると、更に上に向かって飛んで行って、空中で花火のように弾けた。

　信号弾か。

　しばらくすると、大勢の足音が聞こえてくる。

　やってきたのはメルクーリ兵。ざっと数えて百人はいる。

　今の信号弾でイリスが呼びつけたんだな。

　兵士はイリスの前にやってくるなり、びしっと敬礼した。

　イリスが兵士達に何かを言いつける。兵士達は王のところに行って、丁重に起こすと、そのまま運んでいった。

　これで一件落着、だな。

　あとは──イリスだ。

　イリスを見る。目が合うと、顔を真まっ赤かにして逸らされた。

　さっきまでの勇ましい感じはどこへやら。可愛かわいさだけが目立つ女に変貌へんぼうした。

　可愛い。ギャップがとても可愛かった。

　近づく。手が届く距離からまっすぐ見つめる。

「終わったぞ」

「……ああ」

　恥じらいを残したまま、イリスも決意した顔でおれをまっすぐ見つめた。

「わたしを、カケルのものにしてくれ」

「何か希望はあるか？　なんでも叶かなえてやるぞ」

「好きにしてほしい」

「うん？」

　更にまっすぐ、力強くおれを見つめて。

　はっきり頷うなずきながら繰り返すイリス。

「カケルの……好きにしてほしい」

　そう言う意味か。

　進んで……望んで「何をされてもいい」ということか。

　イリスらしくて、ますます可愛く見えてきた。

「おう。好きにする」

「うん……」

　そして、頰ほおを染めてうつむく。

　肩に手を掛けて、顔を近づけた。

　イリスが目を閉じた。

　近づく唇と唇。

　そして。

『ぐおおおおおおおお！』

　大地が震撼しんかんして、目の前のイリスがバランスを崩す。

　肌をピリリと突き刺すほどの衝撃波。

　思わず閉じた目を開けるイリス。バッと振り向くおれ。

　そこに──鬼がいた。

　さっきとまったく同じ鬼。全身が赤く脈打つ鬼。

　鬼の周りを兵士達が取り囲んでいる──いや侍はべらされている。

　精気がなく、目もどことなくうつろで、そのくせやたら殺気ばかりこっちに向けてくる。

　更に、赤い光を身体に纏まとっていた。鬼と同じ赤い光だ。

　地面を見る。粉々に砕いたクシフォスが転がっていた。

「クシフォスの力は無力化したはず……でもどうして」

「おいエレノア！」

（隠し球のようだな。おそらく本体は王の中に身を移して潜んでいたのだろう）

　推測口調。どうやらエレノアも知らなかったみたいだ。

（もともと二つに分離していたのだ。分けたり乗り移ったりすることもできるようだ。新しい芸風を身につけたのだな）

「そうか」

（おとーさん、どうするの？）

「……」

　イリスを見る。困っているときと懇願するときの、ちょうど間くらいの表情をしていた。

　そんな彼女にキスをする。

　きょとんと驚かれる。

「任せろ」

「……うん！　お願い」

　イリスを置いて、鬼と兵士に近づいていく。

（どうするのだ？　ただ倒しただけでは、また依より代しろを元に復活されかねん）

　分かっている。そういうタイプだろうな。

　そういうタイプの相手なら、こっちもやり方を変えるまでだ。

「ついでにお前の株も上げてやるよ」

（我の？　なんの話だ）

「ひかりも手伝ってくれ」

（うん！　ひかり、何をすればいい？）

　答えず、代わりに行動で示す。

　エレノアとひかり、二人を鞘さやに収めたまま目を閉じた。

　二人の存在を強く感じ取る。

　力を──母娘の力をたぐり寄せる。

「オーラが……」

　イリスのつぶやきが聞こえて、目を開ける。

　おれは未いまだかつてないほどのオーラを纏っていた。

　一部が黒衣になって身体を覆い、残った大半も身体の周りに纏まとわりついている。

　まるでバトル漫画の主人公だな。

　その状態で無造作に鬼と兵士に近づく。

　近づいて、オーラの一部を伸ばした。

　赤い光を放つ兵士と鬼に漆黒のオーラを被かぶせる。

　赤い光が抵抗するのを感じる。無視して押し込む。

　押し込んで、王と兵士からクシフォスを引きはがす。

　綱引き。

　赤い光と漆黒のオーラが、兵士を巡って綱引きしていた。

　次の瞬間、周りの景色が一変する。

　洞窟どうくつから出て森の中にいたのが、まったく違った場所に飛ばされたかのように。

　光に満ちた空間。

「ここは……」

「おとーさん、すっぽんぽんだ」

　母娘の声が聞こえた。

　振り向くと、真後ろに二人の姿があった。

　人の姿になっている母娘は真っ裸だった──ついでにおれも真っ裸だった。

「精神空間か？」

「そのようだな……狙ねらったのか？」

「分かるか」

「今ならな」

　にやりと笑うエレノア。

　不敵な笑みは彼女によく似合う。

「なら、ここでやることも分かっているな」

「うむ。任せるがいい」

「ひかりもがんばる！」

　母娘に頷き返し、正面に向き直る。

　そこには、赤い光の玉があった。

　二人を引き連れて、光の玉に向かって行く。

　それを──完全に捻ひねり潰すために。
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　手を伸ばして、光の玉を摑つかむ。

　光の玉は抵抗してきた。

　手の中で暴れ回って、もがいて、抜けだそうとする。

　手のひらを灼やく感触がして、放った光が指から漏もれて、ビーム状になって、無規則に暴れ回って空間を刺す。

　それを纏まとめて無視して、光の玉を更に強い力でガッチリ摑む。

　ぎゅっと力を込めた。

　ここは現実世界じゃない。魔剣同士が繫つながっている精神空間。

　勝敗を決めるのは、腕力だけじゃない。

　精神力、そして魔剣の力が何よりものを言う。

「おとーさんの力だよ」

「今だけそういうことにしておいてやる」

　母娘がそう言った。

　直後、力が湧わいてきた。

　クシフォスのとはまったく質の違う力だ。

　それを込めて、光の玉をもっと握り締める。

　赤い光が明滅する。さっき以上の勢いで激しく明滅した。

　まるでアラームランプを連想させるような光り方。

　焦燥、抵抗、そして懇願。

　そんな感情が伝わってきた。

　もちろん無視する。そんなものは完全に無視する。

　ぐぐっ、と腕に力を込める。

　光の玉がひしゃげて、ゴムボールのように形を変えていく。

　それは限界まで歪んで──やがて弾けた。

　水滴みたいになって、バラバラに弾け飛んだ。

　四散して、霧消していく赤い光。

　ついには溶けて消えゆく中。

　──この屈辱、忘れぬぞ！

　声が聞こえた。

　しわがれた、じいさんのような男の声。

　悪態を吐いて、ありったけの憎悪をぶつけてくる声。

　まるっきり負け犬の遠吠ぼえだった。

「今のは国王の声じゃないな」

「クシフォスのものだ」

「顔なじみだっけ。しかし忘れないと言われても──あっ」

「思い出したか。その通り。ヤツは半身をアイギナに残している」

「そっか、そうだったっけ」

　すっかりそのことを忘れていた。

　それを取り戻そうとしたのがメルクーリ王で。

　それが残っていることと、忘れないという捨て台詞ぜりふ。

　近いうちにもう一戦ありそうだな。

　ま、それはいい。

　そのときにまた砕くだいてやれば済むことだ。

　そう思った直後、空間に黒い光が満ちてきた。

　誰に説明されるともなく、エレノアとひかりの光だと分かる。

　おれは目を閉じて、存在を感じた。

　エレノアとひかり、二人の存在を。

　おれの中にあるようで、外から全身を包み込んでくるようで。

　そんな、不思議な感覚。

　未いまだかつてない感覚。今までで一番、母娘の存在を近くに感じた。





☆






　感覚が戻る。

　ゆっくりと目を開く。

　現実感があふれる世界。

　戦闘の跡、バタバタ倒れている国王と兵士。

　血の臭いと魔力の残滓ざんしがそこかしこに漂っていた。

　魔剣を抜き放った。

　二振りの魔剣、エレノアとひかり。

　母娘は今まで以上におれの手になじむ感じがした。

　柄を通して握っているのに、まるで身体の一部になったかのような一体感。

　新しいステージ。更なる先の領域に足を踏み入れた感覚。

　そんな感覚を覚えた。

「カケル」

　イリスが話し掛けてきた。

　魔剣を鞘さやに収めて、彼女の方に振り向く。

「終わったぞ。今度こそ完全にな」

「ああ、見ていて分かった」

「そうか」

　そりゃあ国王や兵士がこんなにバタバタ倒れていたんじゃ、嫌でも分かるか。

　さて、全部終わったことだし。

　おれは改めてイリスを抱き寄せた。

　いよいよそのときだ。

　今度こそ邪魔は入らない。

「いくぞ」

「う、うん……」

　しおらしく応こたえて、恥じらいながら頷うなずくイリス。

　彼女を抱き寄せて、ワープの羽根で屋敷の寝室に飛ぶ。

　ひかりが人型に戻って、寝室から出て行った。

　それを見送ってから、ベッドの上にイリスを押し倒した。

「カケル」

「なんだ」

「わたしにできることはないか。どうすればカケルはもっと悦よろこんでくれる？」

　まっすぐ見つめて訊きいてくるイリス。

　それはこれから初めて抱かれる女のセリフじゃない。

　イリスは優しくしてくれとかそういうことをまったく言わなかった。

　表情にも緊張感はまるでなく、逆に挑みかかるような瞳ひとみをしていた。

　イリスらしい。

「おれの好きにしていいんじゃなかったのか？」

「そうだけど、でもやっぱりカケルのために何かをしたい──んぐ！」

　キスをした。唇でイリスの口を塞ふさいだ。

　舌を差し込んで、思う存分口の中をねぶって味わい尽くす。

「……ぷはぁ」

「声を上げろ」

「え？」

「一切我慢するな。思う存分声を上げて、おれを楽しませろ」

「声を……」

「いいな」

「あ、ああ……」

　顔を赤くして頷くイリス。

　おれは宣言通り、そして懇願された通り。

　一晩中彼女を好きにして、身体と声の両方で楽しませてもらった。







[image: ]




　窓の外から小鳥のさえずりが聞こえた。

　朝、ベッドから起き上がるおれ。

　隣ではイリスが静かに寝息を立てている。

　一晩中掛けて可愛かわいがった結果、明け方になってへろへろになると、意識が途切れるように眠りに落ちた。

　だというのに。

「カケル……」

　寝言をつぶやく口元は笑みの形を作っている。

（健気けなげな娘だ）

「お前はもう少し空気を読むことを覚えてくれ」

（一晩中黙っていてやったではないか）

「恩着せがましいな。というか、別に黙っていなくても構わないぞ。無視するだけだからな」

（言ったな？　そこまで言うのなら今度誰かを抱くときはしゃしゃり出てやるぞ）

「やってみろ」

　おれは鼻で笑った。

　エレノアが何をしようとも、どうせうるさいだけだ。

　昔のこいつは魔剣として人を操り、その身体を意のままにできた。

　いや、今もなのか？　多分できるんだろう。

　だが、おれにだけは効かない。

　おれはこの世界の人間にはない魔剣支配への耐性があって、それが７７７倍になっている。

　だから、エレノアはおれの身体を支配できない。

　むしろおれがこの世界で唯一魔剣エレノアを押さえ込める人間だった。

　だからこいつはおれの心の中でぎゃーぎゃー喚わめくことしかできない。

　そうしたところで、可愛い女を本気で可愛がろうとしたら、雑音なんてまったく無視できる。

　だから問題ないのだ。

　イリスに布団を掛けてやって、ベッドから降りると、部屋を出た。

「おはようございます、カケル様」

　そこにはなぜかヘレネーがいた。

「ヘレネー？　どうしてここに？」

「カケル様をお待ちしておりました」

「おれを待ってた？」

「はい。カケル様がイリスにお情けを掛けると聞いて。ここでお待ちしておりました」

「聞いたって──誰から？」

「……」

　穏やかに微笑ほほえんで、答えないヘレネー。

　まあ、そんなことはどうでもいいか。

「で、待ってたって、一体何のために？」

「初めてであるイリス……いいえ、たとえ初めてでなくとも、女一人でカケル様を満足させられることはないかと思います。もはや不死の聖女であってもそれは不可能なのですから」

「つまり？」

「イリスの代わりに、お相手をいたします」

　なるほど。

　ざっくり言うと、妹の不始末の責任を取りに来た、ってことか。

　そうなることまで予想するのは流石さすがだな。

　肩を抱き寄せて、キスをする。

　イリスにしたのと同じ、濃厚なキス。

　違うのは、妹よりも遙はるかにキスに慣れていること。ヘレネーはただ受け身なだけじゃなくて、積極的に舌を絡からめてきた。

　物静かでお淑しとやかなヘレネー。勇ましいイリス。

　キスの積極さは性格とは正反対だった。

　キスが終わる頃ころには、ヘレネーの顔はすっかり上気して、できあがっていた。

　それが──たまらなくそそる。

「カケル様……」

　その顔もそそるし、吐息混じりに懇願してくるのもそそる。

　妹と──正反対なところも、ものすごくそそった。

「お願いします、イリスの代わりに、わたくしを……」

「いや、気が変わった」

「えっ、そ、そんな……」

　思わず泣きそうな顔をするヘレネー。

　そんなヘレネーの肩を抱いて、部屋の中に引きずり込む。

　イリスが寝息を立てている、濃厚な情事の匂においが充満する寝室の中へ。

「か、カケル様？」

「代わりとか言うのはなしだ。姉妹纏まとめて可愛がってやる」

「あっ……」

　ハッとして、赤面した。

　そしておずおず頷うなずくヘレネー。

「お願い、します」

「ああ」

　頷き返すおれ。

　もう一度ヘレネーにキスをした。

　物音を聞いたイリスが気づいて起きるまで、ヘレネーの唇をねぶり続けた。

　そのあと、姉妹纏めてへろへろのとろとろになるまで可愛がってやった。
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　まどろみの中、誰かがそばで話している声が聞こえる。

「うふふ……」

「姉上、すごく嬉うれしそうだ」

「嬉しいわよ。だって、イリスもカケル様に可愛かわいがってもらえたかと思うと。ふふ……」

　なんだか頭がくすぐったい。

　薄目を開けると、ヘレネーとイリスの姿が見えた。

　ヘレネーはおれの頭をそっと撫なでて、髪の毛先を指でいじっている。

　イリスはそれを隣で見つめていた。

　二人とも全裸のまま、汗と女の匂においが立ちこめる全裸のままだ。

　話の内容が気になったから、おれはタヌキ寝入りすることに決め込んだ。

「わたしが可愛がってもらえたのが嬉しいのか、姉上」

「もちろんよ。カケル様に可愛がってもらえる。女にとってこれ以上の幸せは存在しないのだから」

「そんなに、か」

「イリスも既に体感しているはずよ？」

「体感……？」

「カケル様の腕の中。そうしていただいているときの幸せ。それを既に味わっているはずよ」

「それは……」

　言いよどむイリス。

　もう一度薄目を開ける。イリスが顔を赤らめてもじもじしているのが見えた。

　可愛くて──起き上がってすぐにまた押し倒したくなるくらい可愛かった。

「姉上、一つ、聞いてもいいだろうか」

「何かしら？」

「この気持ち、この感覚。これは、カケルのとき……だけ？」

「できるだけ客観的に伝えるわ。今イリスが感じているもの、それ自体はおそらく他の男も与えることができると思う」

「……え？」

　驚くイリス。泣きそうな声をしている。

　それに対して、ヘレネーはふふ、と、悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべて続ける。

「でも、カケル様から与えられるのは並みの男の数十──いえ数百倍はあると思うわ。数百年掛けて醸造した美酒と、囚人が作った密造酒くらいの差があると思うの」

　なんだ囚人が作った醸造酒って。

「ああ、兵どもが作っているのと同じヤツだな。支給された兵糧ひょうろうを唾液だえきを使って発酵させたもの」

「イリスにはそっちの方がなじみがあるのね。ええ、そう。どっちもアルコール、酔うことはできる。だけど、いいお酒はただ酔うだけではない」

「……うん」

「カケル様の寵愛ちょうあいもただ幸せというだけではない。心も、身体も。女としても、人間としても。全てを満たしてくれる寵愛なの」

「……分かる、気がする」

「カケル様が与えて下さるものをただ与えることだけなら、他の男でも多分可能。でもそれは圧倒的に質が低くて、劣悪なもの。わたしはそう思う。だから」

「姉上……」

　おれの頭から手の感触が消えた。

　三度みたび薄目を開けると、ヘレネーの手がイリスの頰ほおに触れているのが見えた。

　慈いつくしむヘレネーと、それをまっすぐ見つめるイリスの瞳ひとみ。

「イリスがアイギナの王太子ではなく、カケル様から寵愛を頂けるのは嬉しい。姉として、こんなに嬉しいことはない」

「……ありがとう、姉上」

「おかしな子。わたしはただ喜んでいるだけよ？」

　くすくすと、鈴を転がすような声で笑うヘレネー。

「うん。それでも、ありがとう」

「姉上」

「なあに？」

「どうすれば、もっとカケルに相応しい女になれるのだろうか」

　イリスらしい質問だ。

　そんなことを考える必要はない。ただイリスらしくしていればいい。

　いい女は自分らしくしているのが一番いい女たり得る。

　おれはそう思う。周りの女達がそうだからだ。

　だから身体を起こしてそう言ってやろうと思ったが。

「それが一番の問題だわ」

　急にヘレネーの声のトーンが変わった。

　それまで妹を慈しむ優しい姉の声だったのが、一瞬で悩める子羊のようなものになってしまった。

「それはわたし達もずっと考えていること。わたし達の間で幾度となく顔を合わせて討論をしたことでもあるの」

　わたし達？

「わたし達？」

　イリスも同じ疑問を持ったようだ。

「わたしと、リカ女王陛下、アウラ王女殿下、フィオナ女王陛下、マリ女王陛下。そのことについては皆で顔を突きあわせて、討論に討論を重ねてきたわ」

　なんだそのとんでもないメンツは。

　ちょっとした……いや本物のサミットじゃないか。

「世界中の、そして歴史上のどの英雄よりも遙はるかに器の大きいカケル様。そんなカケル様に相応しい女に、わたし達はどうすればなれるのか」

「……」

「一方的に寵愛を受けるのは幸せだけれど、それは女としてもどかしくもあるの」

「分かる……気がする」

　同意するイリス。

　おれからすりゃ考えすぎだろって思う。

　隣にいる王女姉妹も、今名前が挙がった女達も。

　元から全員いい女で、そんなことを考える必要がないくらいいい女だ。

「それで、何回かの討論を経て、手本になる女性が二人いる、そう結論づけたの」

　二人？　誰と誰だ。

「一人目は？」

「デルフィナ・ホメーロス・ラマンリ。彼女は今、おそらく一番カケル様と対等な関係にある」

　デルフィナか。

　まあ分からんでもない。いい女だし、今はまだ完全におれの女ってわけでもないし。

　彼女を完全におれのものにするには、彼女の財産を丸ごと買い上げる必要がある。

　そういう意味だと、ヘレネー達がデルフィナを手本にするのは分かる。

　となると、もう一人って誰だ？

　一人がデルフィナなら、もう一人は……うーん。

　心当たりがない。全員いい女だけど、こいつらが手本だというほど抜きん出ている奴なんかいたっけ。

　もしかしてひかりか？

　そうかもしれない。

　ひかりも今後絶対いい女になるはずだからな。

「……もう一人は？　姉上」

　急せいた様子で問い詰めるイリス。おれも気になって耳を澄ませた。

「ミウ・ミ・ミュー。カケル様に仕えるメイドよ」

　出てきたのは、かなり予想外の名前だった。
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　昼間のリビング。おれはミウをもふもふしていた。

　イリスのごたごたですっかりご無沙汰ぶさたになったミウのもふもふ。

　ふわふわの毛並みは、もふっていると思わず「ふわぁ……」と声が出るくらいいいものだ。

「……」

　それを、イリスが向かいのソファーから見つめてくる。

「どうした」

「いや……その……」

「言っとくが、もふもふはさせてやらんぞ。ミウのもふもふはおれだけのものだ」

「それは大丈夫だ。そうじゃなくて、その子のことが少し気になっただけだ」

「そうか」

　それなら別にいい。

　イリスがミウを気にするのは、ヘレネーの言ったことが原因だろう。

　手本になる女が二人いる。一人がデルフィナで、もう一人がこのミウ。

　それを聞いたイリスがミウのことを気にするのも無理はない。

　だが、正直それさえ今はどうでもいい。

　ヘレネーがミウをお手本だと見ようが見まいが、そんなことはどうでもいい。

　今はとにかくもふもふだ！

　もふもふ、もふもふ。

　全身がほっこりしていくもふもふ。

　ミウのもふもふがいいのは毛並みがふわふわだからだけじゃない。

　こっちの手つきに合わせて身体をよじったり、動かしてきたりして、一番いいもふり体勢を維持してくれるからだ。

　正直な話、いくらミウでももふっているうちに毛並みのもふり度合いが落ちていく。

　それを彼女は一番もふり頃ごろなところをこっちに回して、おれがもふり終えたところをさりげなく毛繕づくろいする。

　しばらくするとそこがまた最適なもふり具合になって、こっちの手のひらに戻ってくるわけだ。

　もふられの達人だ、ミウは。

「えっと、話、いいだろうか」

「いいぞ」

　イリスに頷うなずいてやる。

　別に話くらいいつでも聞く。こっちはこっちでもふもふしているだけだ。

「大体の後処理が終わったから、カケルにも知らせておこうと思って。まず、クシフォスが完全に消滅した」

「へえ」

「間違いがあってもいけないと思って、物理的にも魔術的にも念入りに調べたが、あの場所にはもうクシフォスはまったく残っていないらしい」

「物理的にも？　クシフォスだったものの残滓ざんしは残ってないのか？　鉄くずみたいなゴミがあっただろ」

「それもあの日のうちに崩壊、いや風化してしまったらしい」

「へえ、そうなのか」

（それが魔剣というものだ）

　エレノアが口を挟んできた。

　なるほど魔剣の最期さいごはそういう感じになるのか。

「さすがにアイギナにあるクシフォスの片割れがどうなっているのかは確認できなかった」

「そっちは気にするな。どうせ残ってる」

「……同感だ」

「いずれおれが何かのついでに壊してやる。そっちは気にするな」

「ああ」

　頷くイリス。嬉うれしそうな笑顔は信頼してくれている証あかしに見える。

「父上は……良くも悪くも元通りだ。クシフォスがダメなら他の力を手に入れるまでだ、と息巻いていた」

「懲こりねぇな」

「父上の野心はおそらく消えることはないだろうから、今後なるべく周りを巻き込まないように横からフォローするつもりだ。事が事なだけに、そううまくもいかないかもしれないが」

「それより二度とお前が巻き込まれないようにしろ。ああ、戦場に狩り出されるとかそういう意味じゃなく──」

「分かっている」

　イリスはおれの言葉を途中で遮さえぎった。

「わたしはもうカケルの女だ。輿こし入れとかそういった話にならないよう、手を打っておこうと思っている」

「ならいい。もしそう考えていなかったら、何かお前に印でもつけておこうと思ったんだが、大丈夫そうだな」

「印？」

「ああ、おれのものだっていう印をな」

「カケルのもの……印……」

　つぶやくイリス。直後に顔を真まっ赤かにして、手で首筋を押さえた。

　イリスをさんざん抱いたときにキスマークをつけたところだ。

「それぐらいならいいんだが、身体に何か刻むのはな。おれの女達の綺麗きれいな身体に何かを刻むのは好きじゃない」

　何か別の方法を考えなきゃな。

「あの、ご主人様」

　それまで黙っていたミウがおずおずと話し掛けてきた。

「なんだ」

「それなら……いいものがあります」

「いいもの？」

「はい。持ってきてもいいですか？」

「いやダメだ」

「え？」

「え？」

　ミウとイリスが声を揃そろえて驚いた。

　やべ。ついダメって言っちまった。

　このままずっとミウをもふもふしていたかったからなんだが、当のミウが速攻で却下を喰くらって悲しそうな顔をしていた。

　気のせいか耳もしっぽもシュンとしている。もふり度激減だ。

（気のせいなわけがあるか馬鹿ばか者）

　エレノアにも叱しかられた。

「すまん、冗談だ。それよりもいいものってなんだ？　すぐに持ってこられるものなのか？」

「はい！　屋敷の財宝庫にあります！」

「そんなところに一体何があるんだ？　まあいい、持ってきてくれるか」

「はい！」

　ミウは立ち上がると、しっぽを揺らしてリビングを出て行った。

　そしてすぐにまたぱたぱたと戻ってくる。

　手に黄金色の輪っかを持っていた。

「これです、ご主人様」

「これは……なんだ？」

「腕輪です」

「腕輪？」

　受け取って、じろじろ見つめる。

　ずっしり来る重さ。色合いから見ても、黄金でできているのは間違いない。

　装飾の付いた黄金の腕輪。

　こんなのがうちにあったのか。

「これは？」

「ご主人様が買ったものです」

「おれが？」

（貴様がくじ引き券を金で買えると知ったときに大量に買ったものの一つだ）

「……ああ」

　手をポンと叩たたく。

　思い出した。

　銀貨三百枚の買い物をしたときのものか。

　正直、今の今まで買い物したことすら忘れていた。

「これをイリス様が着けられるのはどうですか？」

「……ああ、いいかもしれないな」

「着けてみる」

　イリスはそう言って、ミウから腕輪を受け取った。

　そのまま腕に通す。

　黄金の腕輪はイリスの二の腕にぴたりと収まった。

「……ミウ、ドレスはあるか？　こんな風に露出が多くて、薄いヤツ」

「あります」

「それをイリスに着せてみてくれ、腕輪は着けたままだ」

「はい！」

　ミウはまたぱたぱた走ると、すぐにドレスを持ってきて、イリスを着替えさせた。

　戦姫から踊り子風の格好になったイリス。

　そんな彼女が腕に着けている黄金の腕輪。

「ど、どうだろうか」

　ビクビクした様子でイリスが尋ねる。

　見慣れない自分の姿に不安がっている様子だ。

　おれは無言でイリスを押し倒した。

　その格好が似合いすぎていて、エロ可愛かわいくてムラムラしてきた。

「か、カケル？」

　驚くイリスにキスをして、まっすぐ見つめてささやく。

「その腕輪を着けていろ。おれのところに来るときは常にだ」
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「……ああ！　分かった！」

　驚きから笑顔になったイリスは、おれに組み敷かれたまま大きく頷いた。

　ますますムラムラした。もう一回キスして──濃厚なキスをしてから、膝ひざの裏に手を回して抱き上げる。

　リビングを出て、寝室に向かった。

　するといつの間にか先回りしていたミウが寝室の中から出てきて、ぺこりと頭を下げた。

　開いたドアから中をちらっと見る。イリスを抱くための用意が整っていた。

「ご苦労」

「ごゆっくりです、ご主人様」

　ミウはそう言って、手が塞ふさがっているおれの代わりにドアを閉めた。

　ベッドの上にイリスを降ろし、もう一度組み敷く。

　彼女はなぜか閉じられたドアの方を見つめていた。

「そうか……あれが」

「どうした？」

「ううん、なんでもない」

　イリスは首を振って、改めて、という感じの顔つきでおれを見つめてきた。

　潤んだ目をした発情顔でおれを見る。

「わたし、もっともっとカケル好みの女になる。なれるように頑張る」

　やはりすごくエロくて、可愛い。

「だから──むぐっ」

　言い終える前にキスで口を塞ぐ。

　舌をねじ込んで、絡からめて、ねぶりあげる。

「ぷはっ……」

「もっといい女になったら、もっともっと可愛がってやる」

「うん。それとわたし、一つだけ後悔していることがある」

「なんだ」

「もっと早く、カケルのことを好きになればよかった。姉上のように」

　そう話すイリスの顔は、今までで一番可愛く見えて。

　おれは、前回よりもイリスを可愛がって、とろとろになるまで徹底的に可愛がってやったのだった。
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　たいまつだけが頼りなく照らし出す、石畳の地下空間。

　淀んだ空気以上に空間そのものを満たす邪悪な気配。

　魔の者が好みそうな空間に、一人の男が立っていた。

　アイギナ王国第一王子・総理王大臣、キモン・モ・アイギナ。

　次期アイギナ王であるその男はでっぷり太っていて、腹もだらしなくたるんでいた。

　唯一ぎらついている目つきだけが、生まれ持った力を弱き者に向けて振るうことをためらわない苛烈かれつな性格をよく表していた。

　彼は今、本来いるべきではない場所に立って、唱えるはずのない呪文じゅもんを唱えていた。

　目の前の地面には魔法陣が展開されている。魔法陣は不規則に明滅を繰り返していた。

　その間隔は徐々に短くなり、漂う魔力も濃さを増していく。

　いよいよそのときか！　といやが上にも期待を持たせる光景。

　──が、そうはならなかった。

　明滅は途中で勢いを失い、高まった魔力もパン、と割れた風船のように弾け飛ぶ。

「くそっ！　またか。なぜだ、なぜ召喚しょうかんできない！」

　キモンは悪態をついた。

「前はこれで連中を召喚できたではないか！　なぜできないのだ！　生いけ贄にえも用意したぞ」

　キモンの目の前。魔法陣の中央に裸の女が倒れていた。

　拘束されていないにもかかわらず、女はぐったりしたまま動かない。

「条件が変わったのか？　仕方ない、上位の連中はあきらめて下位の奴らを呼び出そう。そいつらなら力ずくで呼べるはずだ」

　そうつぶやくと、再び呪文を唱える。

　歌にも聞こえるリズミカルな呪文。

　魔法陣が再び明滅の勢いを取り戻し、空気に緊張感が戻ってきた。

「うぅ……」

　女が呻うめいた。それを見たキモンの口の端がつり上がる。

　──そして。

「うっせえなあ、誰だよ！」

　魔法陣の中から一人の男が現れた。

　それは確かに男だが、人間ではなかった。

　身体のサイズや見た目などは人間とまったく同じだが、青と黒の中間にあるような肌の色に、鋭い牙きばと側頭部から生えている角が人間ではないことを強く主張していた。

「てめえか、おれ様を呼び出したのは」

「そうだ。わたしはアイギナ王国第一王子、キモン・モ・アイギナ」

「へえ、王子様ってことか。いい歳したおっさんの王子もいるものなんだな」

　キモンの眉まゆがぴくっと跳はねた。

　明らかに不愉快そうな表情をする。年かさの王子、というのは彼にとっての禁句だ。

　四十年目の王太子。そう揶揄やゆする者もいて、うっかり本人の耳に入ったら、私刑で殺される程のタブーである。

　だが、ギモンも今日ばかりはその屈辱を我慢した。

　目の前の魔の者に頼みごとがあったからだ。

「単刀直入に聞く。召喚の条件が変わったのか？」

「ああん？　王子サマはあれか？　上の連中を呼び出そうとしてたのか？」

「ああ」

「やめとけやめとけ。今の上の連中は人間界に関わらないようにって方針を変えたんだ。いくら呼び出しても応じやしねえよ」

「人間界と関わらない？　なぜだ」

「そりゃあおめえ、例の魔剣使い──おっと」

　言い掛けると、魔の者は慌あわてて両手で口を塞ふさいだ。

「なんだ、言い掛けて止めるのはよせ」

「なんでもねえよ。とにかく、おれ様達はしばらく人間界に関わらねえ。上の連中が決めたことだからな」

「しばらくとはどのぐらいだ」

「そうだな……野郎が今二十代くらいだから寿命で死ぬ……まあ五、六十年ってところだな」

「ふざけるな！　そんなに待てるか！」

　激怒するキモン。

「おれ様達にとっちゃ五、六十年くらいあっという間だぜ、ケケケ」

　魔の者は笑った。

　当たり前だが、彼らは人間より遙はるかに長生きだ。

　数十年などあっという間に過ぎていく僅わずかな時、という程度にしか思っていない。

「ってことだから、おれ様は帰るぜ。言っとくが、無理矢理呼び出したとしても、絶対協力はしねえからな。それじゃあな」

「待て！」

「ああん？　協力はしねえって今」

「それでいいのか？」

「何？」

「数十年間人間と関わらずに、腹が持つのかと聞いている」

「……」

　魔の者は押し黙った。代わりにキモンがにやりとした。

　彼らは本来人間に関わる代償として、生命力や精力、場合によっては魂をもらっている。

　それをどうするのかというと、空腹を満たすために使っている。

　つまりは食事だ。

「上の連中は数十年間人と関わらずとも食事する当てはあるのだろうが、お前達はそうも行かないのだろう？　数十年間食べないでいるのは辛くないか？」

「……ああ。まあな」

「わたしに協力してくれ。なあに、こっそりやればいい。こっそりやって、多少食うための代償をもらうだけだ。うまくやればバレはしないさ。それとも上が腹一杯食ってるのを見ているだけでいいのか？」

「……本当にバレないんだろうな？」

「それについてはそっちの方が詳しかろう？　上にバレないようにこっそり色々いろいろとやるのは、どこの世界でも同じことではないのか？」

「……おっさんも苦労してるんだな」

　魔の者はにやりと口の端を上げた。キモンも笑った。

「度が過ぎなければ見逃してやるのも上に立つ者の務めだ」

「よっしゃ、そこまで言うんなら手を貸してやる。その代わり、代償はきっちりもらうぜ」

「相場の倍を用意してやる」

「ケケ」

「ふふふ」

　こうして、ある契約が交わされた。

　魔剣使いを避けたいという思惑を台なしにする契約が、人知れず交わされたのだった。
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　ベッドの上に二人の女が寝そべっていた。

　片方はイリス、そしてもう片方はデルフィナ。

　一晩中可愛かわいいがってやった二人は疲れ果てて寝入ったかと思っていたが、デルフィナがのそりと身体を起こしてきた。

　汗で頰ほおに張り付いた綺麗きれいな髪を指で梳すいて、身だしなみを整える。

　おれはベッドから離れたソファーに座ったまま、ベッドの上のデルフィナに話し掛けた。

「もういいのか」

「ええ、これしきのことでは」

「エロいことをしたあとのセリフじゃないな」

「あなたとの情事は戦に近いものがありますもの」

「斬新ざんしんな例えだ。面白い」

「あなたの周りには負けるために戦う子が山ほどいるということも、また面白いですわ」

「お前は違うのか？」

「もちろん、負けるためだけにはしていませんわ」

　……だけには、か。

　デルフィナらしいな。

「この子もまた、負けるためだけにしているわけではありませんでしたわね」

　そう言って、静かに寝息を立てているイリスを見た。

「へえ？」

「気づいていませんでしたの？　最中──あなたに乱されるまでわたくしのことをずっと観察していましたわ」

「そういえば、もう一人一緒にとお前を指名したのもイリスだったな」

　ハーレムを作ってから珍しいことじゃなくなった夜の３Ｐだが、女の方から相手というか、パートナーというか。

　そういう対象を指名してくるのはすごく珍しいことだ。

　まあ、それもヘレネーに言われたからなんだろうな。

　手本にするべき対象として、ヘレネーはミウとデルフィナの名前を挙げた。だからこそイリスはこうした。

「彼女、何か企たくらんでいますわね」

　あっさりデルフィナにばれている詰めの甘さもちょっと可愛い。

「そうかもな」

「あなたはあなたで、そんなのどうでもいいって顔をしていますわね」

「そうか？　楽しいと思っているぞ？」

「……言葉が足りませんでしたわね。何を企んでいるのか、その内容にまでは興味ないという顔をしていますわ」

「ああ」

　それなら当たりだ。

　おれの女が何かするのは見ていて楽しい。だがその内容はどうでもいい。

　おれの女達は全員、自分で考えて何かをするときが一番可愛くて、綺麗で、輝いて見える。

　だから何かを企んでいるのを見るのは好きだが、その内容はどうでもいいとおれは思っている。

「彼女には礼を言うべきなのかもしれませんわね」

「うん？」

「これからしばらく忙しくなりますので。呼んで下さったことに対する礼を」

「そうか」

　そこで会話が途切れる。

　十数秒の間が空く。

　デルフィナはベッドから降りて、おれの隣にやってきた。

　膝ひざの上に乗って、裸のままの身体を寄せてくる。

「やはり、なぜ忙しくなるのかは聞きませんのね」

「思う存分儲もうけてくれ。しっかり肥えたあとに食う。そういう約束だろ」

　にやりとデルフィナに笑い掛ける。

　デルフィナは今でも実質おれの女のようなものだが、互いにそうじゃないということになっている。

　一国に匹敵する財力を持つ豪商デルフィナは、自分の結婚相手を「財産ごと買い取れる男」に限定した。

　いずれおれが彼女を財産ごと買い取ると約束して、今は名目上「試用期間」ということになっているのだ。

　もちろん、口だけじゃない。

　いずれそうするつもりだ──本気で。

　一国に匹敵する財力のデルフィナが世界で一番の金持ちになったあたりが「食い頃ごろ」だろうと思っている。

　その話がなかったら、すぐにでも普通におれの女にしただろうが、そういう話になった以上、世界一になってもらわないとな、と思う。

「あーら怖い、わたくしもいずれあの腕輪で繫がれてしまうのね」

　イリスが着け始めた黄金の腕輪。もちろんデルフィナは着けていない。

　イリスに気づかされてこれからおれの女達に渡していくつもりの腕輪を、デルフィナには渡していない。

　それもいずれ、ってことになっている──暗黙の了解でだ。

「いつか繫いでやる。覚悟しておけ」

「ふふふ」

「ふっ」

　デルフィナと見つめ合って、微笑ほほえみあった。

　キスしてと目で言われたような気がしたから、唇を重ねてやった。

　情熱的なキスをする。

　舌を絡からませあう、濡ぬれた水音が部屋に響くキス。

　舌の神経が口の中を通って股間こかんに直結したかのように、またムラムラしてきそうだった。

　それを感じたデルフィナが婉然えんぜんと微笑んだ。

「がっつきますのね」

「しばらく忙しくなるんだろ？」

「ですが、お会いする機会も増えるかもしれませんわ」

「どういうことだ？」

　おれは首を傾かしげた。

「忙しくなる理由はアイギナ王国の面白い動きを摑つかんだからですの。まだ詳細は話せませんが、大儲けの匂においがする、面白い動きがありますのよ？」

「へえ」

「そして、カケル様も次はアイギナを狙ねらっているのでしょう？」

「なんでそうなる」

　デルフィナはフッ、と笑った。

　指折り数え上げていく。

「メルクーリの王女姉妹、カランバの女王、コモトリアの王女、シラクーザの女王姉妹」

　悪戯いたずらっぽく笑うデルフィナ。

「ここまで来れば、次にどこを狙うのか三歳児でも推測できますわ」

　五大国という言い回しがある──おれも五爵ごしゃくということになっている。

　確かに、三歳児でも分かるな。

「なるほど道理だが、アイギナにいい女はいないかもしれないぞ」

「それこそシラクーザのいい女はあなたが作ったのではありませんか」

　フィオナとマリのことか。

　デルフィナが言う通り、二人を女王にしたのはおれだ。

　いなければ作ればいい、ってことか。なるほどな。

「確かに会う機会は増えそうだ」

　どのみちクシフォスの片割れは砕くだいておくつもりだから、いずれアイギナとは関わることになるだろう。

　デルフィナが動くのなら、それに合わせて一緒に動いた方が楽しいかもしれない。

「ですので──」

「だが、それは今やらない理由にはならない」

「え？」

　驚くデルフィナ。おれは身体を入れ替えて、彼女をソファーの上に押し倒した。

　組み敷いて、上から見下ろして、キスをする。

　女としての彼女の弱点は知り尽くしている。

　一瞬舌が強こわばったが、すぐにほぐしてやった。

　たちまち、目がトロンとした。

「……イリス」

「──ひゃ、ひゃい！」

　いきなり名前を呼ばれて、素すっ頓狂とんきょうな声を上げるイリス。

「こっちに来い」

「……いつから気づいていたんだ？」

「タヌキ寝入りのことか？　最初からだ。お前がデルフィナより先にへばるわけないからな」

　抱き方に差はつけなかった。経験の差をさっ引いても、体力のあるイリスがデルフィナより先にへばるはずがない。

　それでもタヌキ寝入りして聞き耳を立てていたのは、デルフィナを観察するつもりだったからだろう。

　まあ、それは指摘しないでやった。

　今はそれよりも──

「んぐ！」

　イリスにもキスをした。

　腰に手を回して、抱き寄せてからのキス。

　こっちも目がトロンとなる。

　次にデルフィナにもキス。それが終わると今度はまたイリスにキス。

　もちろん手も休めていない。キスしながら二人をなで回した。

　これから会う機会が増えるデルフィナも、そのデルフィナを観察したいイリスも。

　そんな事情はまったく関係なく。

　いい女が目の前に二人いる。おれからすればそれだけが一番重要な事実。

　夜中に再開した二回戦。

　二人が何も考えられなくなるほど、とろとろになるまで可愛がってやったのだった。
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「暇だな」

　おれは屋敷のリビングで大あくびした。

　この日は朝からのんびりしていた。

　ミウを呼びつけてもふもふしたり、ひかりと遊んだり、ギルドの仕事に出掛ける前のイオを押し倒して一発やったり。

　いろいろやってゆったり過ごしてきたけど、昼飯を食べたあとくらいにだいぶ飽きてきた。

（いい暇つぶしを教えてやろうか）

「なんだ、いい暇つぶしって」

（我に身体の主導権を明け渡すのだ。人の寿命ではできないような人生を送らせてやるぞ）

「明け渡すかバカ」

（そうか？　せっかくだから魔剣流の女の抱き方も実演してやろうと思ったのだがな）

「そんなこともできるのか？」

（過去の連中を操っていたときにな）

「へえ」

　そういえば覇王とか英雄とかと行動を共にしていたことがあるんだっけ。

　そういう連中は女をバンバン抱いているイメージがあるし、なるほどそのときに取った杵柄きねづかってヤツか。

「どうやるんだ？　魔剣だし、触手でも出すのか？」

（もちろん出せるが、趣味ではない）

　出せるのか。

（宿主のモノを使って、女体の内部からじわじわと精神を侵食していくのだ。この世のモノとは思えない悦楽に浸ることができるぞ）

「こんな風にか？」

　意識してオーラの腕を出してみる。

　クシフォスと兵士どもを精神的に攻めたときに使った技だ。

（原理は一緒だな。貴様もそれを女どもに使うといい）

「つまらんからやらん」

　こんなので女を抱いてもつまらん。

（くく。実際に身体を動かすのが好みなら、ナナ・カノーとでも遊んできたらどうだ？）

「ふむ、ナナか」

　奴隷兵の兵舎がある方角を見る。

　最近のナナはあっちに泊まり込んでいるから、そういえばしばらくまともに会ってない。

　久しぶりに会ってくるか。
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「閣下！」

　兵舎に入ると、奴隷兵第一小隊隊長のニキ・セフェリスと遭遇そうぐうした。

　おれを見たニキはビシッと踵かかとを揃そろえて、今にも敬礼しそうな雰囲気だった。

「ご用件を承るであります！」

「ナナはいるか？」

「ナナ様はネオラの部屋であります」

「ネオラ？」

　聞き慣れない名前だな。

「第二小隊長のネオラ・コメネナであります。部屋までご案内するであります」

「いや自分で行く。ネオラとやらの部屋はどこだ？」

　ベッドの上とは別人のニキからネオラの部屋を教えてもらって、そこに向かう。

　教えられた部屋の前にやってきて、ドアをノックした。

「誰？」

「おれだ」

「おれ……ってカケル様？」

　落ち着いた声から一変、中からドタバタする音が聞こえてきた。

　すぐにドアが開いて、一人の女が姿を見せる。

　第二小隊長ネオラ・コメネナ。名前はほとんど今知ったばかりだけど（多分前に聞いているはず）、顔は知っている。

　小隊長を任せられているだけあって、剣の腕がそれなりに立つ女だ。

　おれやナナとは戦い方が違って、力はないが、狙ねらい澄ました鋭い一撃を敵に叩たたき込むタイプの女。

　同時に、奴隷兵の中でかなり上位の巨乳の持ち主でもある。

（名前は覚えてないのにそういうことばかり……）

　エレノアの呆あきれ混じりの声が聞こえてきたが、いつも通り無視する。

「どうしたんですか、カケル様」

「ナナがここにいると聞いて」

「はい。いらっしゃいます。中へどうぞ」

「ああ」

　ネオラの部屋の中に入る。

　奴隷兵の部屋。二百人の奴隷部隊を作ったあとに作らせた建物にあるこの部屋は、一言で言えばワンルームのアパートのようなものだ。

　大した部屋じゃないけど、奴隷達には大好評だった。

　奴隷なのに個室をもらえるなんて信じられない、とか言われた気がする。

　そのワンルームの中でナナが寝ていた。

　普段見ないような格好で、あられもない姿をさらして。

「寝てるな」

（寝てるな）

　そういえば、どうしてナナがここで寝てるんだ？

　疑問に思って、ネオラを見た──が。

「ん……ネオラ」

「おはようございますナナ様。あの、カケル様がお見えになってます」

「はぁ──カケルさま……？」

　身体を起こしたものの、ぼんやりしたままの目でおれを見るナナ。

　掛けていたシーツがぱらりと床に落ちた。


　裸で寝る習慣なのか、シーツの下は全裸だ。「──ッ！　ぬ、主。なぜ!?」



　あ、普段に戻った。

「ね、ネネネオラ、なぜ主がここに！」

「ナナ様を訪ねてきたみたいです。それよりナナ様、まずは下着を」

「下着──うわあああ！」

　ネオラが差し出したパンツをひったくるナナ。それを穿こうとしたが。

「ナナ様それ逆。あっ、上下じゃなくて前後逆です」

「こ、こうか！　あとは鎧よろいを頼む!!」

「いえナナ様、まずは肌着を着られてからです」

「えっ？　ああああ！」

　さっきからずっとあたふたしているナナ。

　ネオラはそんなナナを見て、おれに言った。

「すみませんカケル様、時間が掛かりそうですので、一旦外で待っていて頂けませんか」

「……ああ」

　頷うなずき、部屋の外に出る。

　ドアを閉じても、中からバタバタする音が聞こえてきた。

「意外だな。これだけ見るとナナがダメな女みたいに見えるぞ」

（そういえばやつのプライベートを見たのは初めてかもしれんな。今までは剣を握っているヤツと、貴様に抱かれているヤツしか見たことがなかったしな）

　エレノアがつぶやく。

　言われてみたらそうかもしれない。

　ナナのプライベート……ちょっと面白そうだ。
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　奴隷兵の訓練場。

　青空の下、ナナと向き合っていた。

「参る！」

　凜然りんぜんとしたたたずまいから一転、両手で剣を構えて突進してくる。

　切っ先が地面をえぐり、反動をつけた鋭い一撃。

　エレノアで真っ向から受けた。片手で振り下ろして、真っ正面から撃ち合う。

　火花が舞い散り、立て続けに鳴る金属音が繫つながって一回の長い音のように聞こえる。

　追加攻撃を持つおれとナナが撃ち合うときにだけ生じる現象だ。

「もっと撃ち込んでこい」

「はっ！」

　そう答えるなり、嵐のような斬撃が飛んできた。

　残像すら残る剣の軌跡が、まるで網のようにおれを包む。

　それを一つずつ受けていく。

　速くて、重い。

　並みの武器なら一撃でへし折るほどの攻撃を、ナナは一秒の間に十回以上繰り出してきた。

「また腕を上げたな」

「恐悦きょうえつ」

　言うと更にナナの動きが変わった。

　嵐のような斬撃から一変、初太刀のようなまっすぐな一撃。

　同じようにエレノアで受けた──が。


　キキキキキキキーーーーン！



　一つの音が数珠じゅずつなぎに鳴り響く。

　受けた瞬間、二十以上の衝撃を感じた。

　一撃に見えたものが、実は数十発からなる連続攻撃だった。

（くく、どこぞのヘボ魔剣なら今ので折れていただろうな）

　エレノアが楽しげにつぶやく。

　おれにはそんなどこかのクシフォスのことより、ナナの方が気になった。

（まったく楽しそうにしおってからに）

　楽しそう？　そうだな、楽しいのかもしれない。

　ナナはまた一段と腕を上げた。

　前に比べてスピードもパワーも格段に上がっていたが、それだけじゃなく技まで開発した。

　そんなナナと撃ち合うのは楽しい。

　ものすごく楽しい。

　エレノアを握って戦っている中で、一番楽しい時間だ。

　どれくらい撃ち合っただろうか。

　ナナが息せき切って、自分の剣に視線を落とす。

　エレノアと斬り結んだせいで、至るところに刃こぼれができていた。

　もはや「斬る」というより「叩きつける」ことくらいしかできない。

　おれはエレノアを収めた。

「これまでだな」

「はっ。……無念だ」

「うん？」

「結局今日も最後まで主を動かせず終じまいだった」

「ああ」

　そのことか。

　ナナと戦うときだけ、おれはあることを心がけている。

　絶対に下がらないことだ。

　テクニックとして、真っ向から撃ち合うときには後ろに飛んで威力を分散させることがある。

　あるいは撃ち合って、後ろに押されることもある。

　だが、ナナと戦うときはそのどちらも避け、同じ場所に立ったまま受けきることを心がけている。

　どうしてそうなのか。別に大した意味はない。

（見栄っ張りなだけだろうに。ヤツにいいところを見せたいのだろう？）

　うるさいな。

（しかし本当に強くなった。人間の女では最強なのではないか？　ヤツは）

　そんなにか。

　エレノアが言うのなら本当にそうなんだろう。

　こと戦いに関して、この魔剣の意見は大抵正しい。

（慌あわててパンツを後ろ前に穿き掛けた女とはとても思えんな）

「……プッ」

　その光景を思い出して、思わず吹き出した。

　ナナのそのギャップがちょっとおかしかった。
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「ご指導感謝する、主」

　ナナが剣を収めて、おれにぺこりと一礼。

　まっすぐで綺麗きれいな長髪。ピンとした背筋に白亜のプレートアーマー。

　まったく、ゾクゾクするくらいいい女だ。

「また強くなったな」

「恐縮。主にそう言ってもらえるのが何よりの励みになる」

「出会った頃ころにこの強さだったら負けていたかもしれんな」

「いや。未いまだあの頃の主にも達していないように思う。もっともっと精進しょうじんせねば」

「そうか。頑張れ」

「はっ」

　軽く、会釈する程度に頭を下げる。

　ナナとの会話が終わって、おれは横に視線を向けた。

　そこにネオラがいた。

　さっきからずっと、たった一人でおれとナナの戦いを見守っている。

　ナナを起こしに行った流れで一緒についてきたからここにいる、それはいいんだが。

（落ち着き払っているな）

　ああ。

　奴隷兵第二小隊長ネオラ・コメネナ。

　彼女は終始、おれとナナの戦いを〝普通に〟見守っていた。

「ナナ」

「なんだろうか」

「小隊長はお前が任命していたんだったな」

「はっ」

「ネオラのこともか？」

「そうだ」

　なるほど。

　ナナのメガネに適かなった人間か。

　興味が湧わいてきた。

「主」

「うん？」

「お手すきなら、彼女にも稽古けいこをつけてもらえないだろうか」

「ああ、いいぞ」

　おれは即答した。

　おれとナナの戦いを見て平然としている女。ナナが第二小隊長として任命した女。

　ネオラ・コメネナ。

　おれは彼女に興味を持った。
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　訓練場の中央で、ナナと代わっておれと向かい合うネオラ。

　彼女は細身で長い剣を使っている。

　びっくりするくらい長い。二メートルは余裕で超えている。

（ほう）

　長い分最初はしなっていたが、彼女が構えた途端、ぴた、と水平の状態で静止した。

　まるで一本芯しんが通ったかのような、まっすぐな状態で。

　空気も変わった。エレノアも興味を持つくらいには雰囲気を出してきた。

「いくぞ」

「はい！」

　まずは小手調べ。

　無造作に踏み込んで、エレノアを大上段から振り下ろす。

　インパクトの瞬間──手応てごたえはない。

　ネオラに受け流された。

「おお！」

　思わず声が出た。

　受け流されてバランスを崩されたかと思えば、それだけじゃなく、流された先にまるで引っ張られていくような感覚を覚えた。

　踏みとどまって、今度は横一文字になぎ払う。

　また受け流されて──次は反対側に身体が引っ張られる。

「面白いな！　何だその技は！　ただ受け流しているだけじゃないな？」

「……」

　ネオラは苦笑いして答えない。

　もう一回斬りつける。ネオラは斜め下から払い上げる。

　三回目の受け流し。身体が引っ張られて飛び上がりそうになった。

　確定だ。それを知るために、最後に下から斬り上げた。

　流された瞬間、ジャンプしそうになる。ただ受け流されるだけなら絶対こんな感じにはならない。

　面白いから、回転を上げてネオラに斬り掛かった。

　斬って斬って斬りまくった。上下左右、四方八方からめった斬りにする。

　斬る度に流され、バランスを崩されて、あっちこっちに身体が引っ張られる感覚がする。

　面白い、実に面白い。

（傍はたから見ると貴様に縄をつないで振り回しているようにも見えるな）

　あれだな、水ヨーヨーがあっちこっちに跳はねているような感じだな。

（この手の技は貴様のような馬鹿ばか力にはなおさらよく効くな）

　余計なお世話だ。

　さて、確かに面白いけど、このままじゃ訓練にならん。

「撃ってこいネオラ」

「はいっ!!」

　勢いよく答えた割には撃ってこないネオラ。

（返し技だからではないのか？）

　なるほど──ならっ！

　もう一度エレノアで斬りつけた。

　ネオラは待っていたかのようにそれを受ける。

　受けた瞬間、また身体が引っ張られて──目の前から身が凍えるような風が吹きつけてきた。

　目をやると、剣の切っ先がきらりと光っていた。

　なるほど、そういうことか。

　相手の力を利用して受け流しながら引っ張って、引っ張った先で正面から斬りつける。

　体勢を崩してからのクロスカウンター、ってところか。

　理屈は分かった。うまくできている。

　安全に、痛烈なカウンターを叩たたき込めるいい技だ。

　だが！

「弾かれた!?」

「狙ねらいはいいが、速さとエグさが足りない」

「え？」

「お前自身の攻撃におれの勢いを加えても、まだナナの斬撃には遠く及ばないぞ」


「うぅ……！」



　ネオラは剣を構え直した。

　そこにエレノアを打ち込んだ。

　また引っ張られて、真っ正面から切っ先が飛んでくる。

　一連の動きに、ネオラの技に付き合ってやった。

「まだだ、まだ足りない」

「はい！」

「速すぎる。引っ張る前に色気を出してたら気づかれて躱かわされるぞ」

「はいっ！」

「次！」

（おーおー、嬉うれしそうに。オモチャを手に入れた子供か）

　エレノアが何か言ってるみたいだが、耳に入ってこなかった。

　今はネオラだ。

　面白い技を持つこの女の相手をするのが楽しかった。

　だから付き合ってやった。稽古をつけてやった。

　技の改良に手を貸してやった。

　精度が徐々に上がっていく。

　相手の攻撃を引っ張ってからカウンターに入るタイミングが、少しずつよくなっていった。

　──やがて。

「カケル様！」

　悲鳴のような声でおれを呼ぶネオラ。

　ベストタイミングな一撃が、おれの喉のど元を直撃したからだ。

　もちろん、傷一つついてない。

　予想以上にいいタイミングで一撃が入ったから、一瞬ひやっとはしたがな。

「よかっ──ひゃ！」

　ネオラの膝ひざ裏に腕を回して抱き上げ、兵舎に連れ込む。

「か、カケル様」

「ムラムラした。やるぞ」

「え、えええええ!?」

　兵舎の中に入って、大股またでずんずん進む。

　何人かの奴隷とすれ違う。全員最初は驚いたが、おれがネオラをお姫様だっこしているのを見て全て理解したのか、誰もが何も言わずに道を空けた。

　彼女の部屋に連れ込む。ベッドの上に押し倒す。

「カケル様、こういうことはナナ様とした方が──」

「今はお前を抱きたい」

「えええ？　でもわたしなんか──」

　うだうだ言うネオラを静かに見つめる。

　まっすぐ見つめる。無言のまま見つめる。

　あわあわしていたのが、次第に落ち着いてきた。

「やるぞ」

「……はい」

　こくりと頷うなずいて、受け入れることを決めたネオラ。

　キスをして、身体を乱暴にまさぐって、服を脱がす。

　一度受け入れることを決めたネオラは、それを黙って全部受け入れた。

（気に入ったのは分かったが、壊すなよ）

　外野が何か言っているけど、無視無視。

　今はネオラを。

　意外と近くにいたいい女を、ただ自分の物にしたかった。
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　ベッドの上。

　ヘトヘトなくせに、ネオラは必死にシートの赤い染みを隠そうとした。

　しばらくあぐらを組んだままそれを見ていたが、飽きたからベッドに寝転がる。

「あっ」

　ネオラが小さな声を漏もらした。

　直後、肩にちょっと触れられて、身体全体が逆方向に引っ張られた。

「おっ？」

　覚えのある感覚。訓練のときにネオラが使った、人の動きの流れを誘導する技だ。

　面白いなと思っていると、後頭部に柔らかい感触がした。

　誘導されたおれの頭はネオラの太ももの上、膝枕ひざまくらの位置にあった。

「そんな使い方もできるのか」

「はい。あの……」

「うん？」

「ニキちゃんから、カケル様はこういうことが好きだって聞きました。それで……」

　ネオラは恥ずかしそうに、それでいて不安そうに言う。

　実際にやってみたら恥ずかしかったのと、本当におれが膝枕好きなのかわからないのが不安ってことか。

「ああ、好きだぞ。いい女がおれのためにやってくれることは大抵好きだ」

「ホッ……あの、すみません」

「うん？」

「初めてで……うまくできなくて」

「気にするな。誰だって最初は初めてだ」

「はい。でもよかったんですか？」

「何がだ」

「わたしのような初めての女が相手で。その……カケル様はわたし達のようなしょ、処女は相手にしないって」

「誰だ？　そんな噂うわさ流してるのは」

　ネオラの太ももから起き上がる。

「あっ……」

　ネオラが残念そうな顔をした。

「戻せ」

「……はい！」

　ネオラは大喜びでまたあの技を使うと、おれを引っ張って太ももの上に戻した。

　膝枕の柔らかい感触を堪能たんのうしつつ、質問を続ける。

「それで誰なんだ？　そんな根も葉もない噂を流してるのは」

「はい……誰というか、わたし達の間では普通にそういう認識なので」

「わたし達？　奴隷達の間でか？」

　ネオラはうなずいた。

「カケル様の周りには女王様とお姫様がいっぱいいて、みんなすごく可愛かわいいし綺麗きれいな方ですから、わたし達のようなしょ、処女を相手にしてるヒマはないって……」

「別にそんなことはないぞ」

「でも……」

「いい女は抱く。処女かどうかなんて気にしない。大体そんなことを言ったら」

　壁際に立て掛けたエレノアを指す。

「あいつなんかどうするんだ」

（我を引き合いに出すな！）

　大声で抗議するエレノア。珍しく頭にキーンと響く大声。

　まあ、無視する。

「そ、そうなんですね……」

「にしてもそんな根も葉もない噂が立っていたとはな。……ネオラ」

「はい、なんですか？」

「お前、第二小隊の小隊長だったな」

「そうですけど……？」

「よし」

　身体を起こして、ベッドから降りる。

「第二小隊の全員を集めろ。今から纏めて相手してやる」

「は、はい！」

　ネオラが慌あわててベッドから飛び降りた。

　おれに服を着せてから、自分もてきぱきと服を着て、すぐに部屋の外へと飛び出していく。

　おれは敢えてゆっくり出た。ネオラに準備をさせるために。

「濡ぬれ衣ぎぬもいいところだ」

（クク、そういえば貴様はこれまで生娘きむすめしか相手にしたことがなかったな。だから生娘は相手にしない、というのは、確かに濡れ衣であるな）

「お前、自分のこと忘れてないか？」

　エレノアにデコピンをした。

（子を成すようなことをされたのは、後にも先にもあれが初めてだ）

「……へえ」

　立ち止まって、エレノアを見た。

　ってことはこいつも処女だったのか。

　魔剣だし、だからなんだって話だが。

　歩き出し、ネオラのあとをゆっくり追う。

（それよりも本気か？）

「うん？」

（生娘なのかどうか気にしないというのは）

「まったく気にしてない。いい女はそんなこと関係なくいい女だろうが」

（そうか）

　ちょっとだけ声が和らいだエレノア。本人が気づいているかどうかすらわからないレベルに、ちょっとだけ、だ。

　廊下を歩いて兵舎の玄関にやってきた。

　そこで、なぜかネオラが立ちつくしているのが見えた。

「ネオ──」

（様子がおかしいな）

　エレノアの声のトーンが変わった。

　立ち止まって様子を見てみる。

　玄関を開けたポーズのまま固まっているネオラ。その向こうに人の気配がした。

「こっちもよ、何も変なことを言っているわけじゃあねえ。それは分かるよなあ？」

「……はい」

　目を伏せて、苦しそうに頷うなずくネオラ。

　聞こえてくる声は男のものだ。喋しゃべり方からして大した人間じゃない。

　ネオラの方がいい女で、数百倍いい人間だ。

　そんなネオラがなぜか言われっぱなしでいた。

　なんでだ？　と思っていると、すぐに理由が分かった。

「親の借金を子が返す、当たり前のことだよな？」

　なるほど借金取りか。

（どうする）

「決まってる」

　大股で歩き出し、ネオラと男の間に割って入った。

　玄関の外にいた男の顔が見える。

　長身だが、猫背のせいでひょろく感じる男だ。

「なんだお前は」

「借金はいくらだ？」

「カケル様!?」

　突然現れたおれにネオラが驚くが、とりあえず無視。

「いくらだ」

「おめえが代わりに払ってくれるのか？　あァ？」

「奴隷の借金は主が返す。当たり前だよな？」

　男のセリフを一部もじってそのまま返した。

「へっ、かっこいいなあおい。言っとくが気軽に払える額じゃねえぜ？」

　にやける男。口臭がキツくてイライラしてくる。

　おれは無言で異次元倉庫を開いた。

　そこから流通を始めたばかりのメルクーリ紙幣を札束さつたばで取り出す。

「これで足りるか？」

「なんだ!?　手品か!?」

「そんなことはどうでもいい。足りるかどうかと聞いている」

「へ、へへ。おめえ、いいご主人様を見つけたな」

　男は札束を指で弾いて、満足げに嫌みを言う。

　どうやら足りたみたいだ。

「とっとと失せろ」

「へいへい。それじゃ、また来るぜ」

「待て」

　男を呼び止めた。

「また来るってどういうことだ。借金はそれで全部じゃないのか？」

「へっ」

　男が鼻で笑った。ネオラは背後で鼻を啜すすっている。

「借金はもうないが、次々借りる借金癖の親はまだいるんだよなあ」





☆






　ネオラ・コメネナ。

　それなりに裕福な、剣士の家の四代目として生まれた。

　じいさん二代目が生きていた頃ころは全部うまく回って、それなりの資産を積み上げていたが、父親三代目になると急速に没落した。

　能力がないくせに見栄を張りたがる父親は、いろんな商売に手を出しては失敗した。

　失敗しても見栄を張るのをやめないどころか、失敗する度にそれが更にひどくなり、やがて家は没落した。

　それでも父親は借金することをやめない。たとえ娘のネオラが奴隷になっても。

　そのため、借金取りはこれまでも度々ネオラのところに来ていたという。





☆






　翌朝。ワープで兵舎にやってきた。

　つまらないことをやってきたせいで、大分疲れた。

「おはようございます！　閣下！」

　そこでまたニキと出くわした。

「お疲れ。ナナは？」

「ナナ様はネオラの部屋であります！」

　昨日とまったく同じやりとりをしたあと、歩き出す。

　ネオラの部屋にやってきて、扉をノックした。

「はい」

「おれだ」

「カケル様！　すみませんちょっとだけ待ってください」

　慌てるネオラ。それを無視して中に入る。

　ネオラがいた。ナナもいた。

　ネオラが必死にナナを起こしている。

「今日の朝めひ……かひゃい」

　寝ぼけて全裸のナナは、ネオラから渡されたパンツを口に入れて嚙かみだした。

　昨日と同じ光景。プライベートじゃ大分残念なナナと、その世話を一生懸命焼くネオラ。

　ナナがシャキッとしたあとで、三人一緒に訓練場に向かった。

　先導するナナ、真ん中におれで、一歩後ろにネオラが続く。

「──ありがとうございます」

　ふと、か細い声でネオラが言った。

　ほとんど吐息のような声。おれ７７７倍の耳じゃなかったら聞き逃していたに違いない。

　察したか。おれが父親をどうにかしてきたのを。

（貴様の為すことは単純だからな。特に抱いた女のためには）

　つぶやくエレノアに軽くデコピンをした。

「ネオラ」

「はい！」

　ビクッとして、背筋をピンと伸ばすネオラ。

　借金を肩代わりして、原因も取り除いてきたおれに、一体何を言われるのかとビクビクしている様子だ。

「今日も全力で来い。うまくできたらまた抱いてやる」

　一瞬だけキョトンとするネオラ。それだけでいいの？　って顔だ。

　しかし、それも一瞬で。

「頑張ります！」

　と、晴れやかな表情をした。

　その顔が綺麗で、このあと振るった剣は更に鋭くて。

　訓練のあと、昨日よりもメチャクチャセックスした。
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　デルフィナ商会、デルフィナの部屋。

　そこに上質な机──社長や大統領といった偉い人が使っているような机があって、たった今その上にデルフィナがうつぶせになっていた。

　着衣が乱れに乱れ、顔が上気して、横髪が汗でべったり頰ほおにくっついている。

　デルフィナに用事があってワープの羽根で飛んできたんだが。

「いきなり……後ろから……襲い掛かるなんて……ふう、あまりにひどいですわ」

　仕事をしているデルフィナの後ろ姿があまりにも色っぽかったから、ついムラムラして押し倒してしまった。

　事が終わったあと、デルフィナは息を整えながら、恨めしい目で抗議してきた。

「後ろから襲われたのに、最初から抵抗しなかったじゃないか」

「こんな風に現れるのはカケル様ただ一人だからですわ。こう見えてもこの建物、かなり厳重な警備体制を敷いていますのよ？」

「へえ」

「それに、カケル様であれば抵抗しても意味がありませんもの。二重の意味で」

「そうか」

　デルフィナは身体を起こして、後始末をすると、改めて身だしなみを整える。

　まだほんのり上気した横顔でそうする姿にはひと味違った色っぽさがあって、またムラムラしてきそうだった。

（最近獣づいてきたな）

　相手がいい女なんだから仕方ない。

　エレノアの呆あきれたようなため息が脳内に聞こえてきたが、無視。

　身繕づくろいを終わらせたデルフィナは立ち上がって、部屋の反対側にあるソファーに移った。

　おれもそれを追うように移動すると、彼女の向かいに座る。

「それで、今日はどのようなご用で？」

「昨日頼んだことはどうなった」

「ネオラ・コメネナのことでございますね」

「そうだ」

　頷うなずく。

　ネオラの父親のことはデルフィナに頼んだ。

　事の発端はネオラのクソ親父の借金の件──つまり金だ。

　金に関することはデルフィナに聞くのが一番早いってことで、おれはデルフィナのところに話を持ってきた。

　そもそもネオラは奴隷兵の一人。奴隷兵は全員デルフィナに調達してもらった。

　それもあって、彼女に話を持っていくのは当然の流れと言えた。

　おれから話を聞いたデルフィナは、条件付きで任せろと言った。

　詳細は聞いてないが、デルフィナも実質おれの女だ。信頼してそのまま任せた。

　それでその結果がどうなったのか、一応聞きに来た。

「ゼノ・コメネナの身柄は拘束いたしましたわ」

「早いな」

「ちょうどわたくしの街にいましたので」

「お前の街？　……ああ、アイギナから一つ丸ごと買い上げたって街か」

　前に何かの件でデルフィナに会いに来たときに、そんな話を聞いたことがあった。

　アイギナ王国からマロネイという街を丸ごと買い上げたと。

　そのときは流石さすがだな、と思った記憶がある。

　……ん？　そのとき誰かと会ってないか？　おれ。

　うーん、うーん。

　思い出せん。会ったような気がするんだが。

（男だ、しかも中年の）

　ああ、じゃあ覚えてないわ。

　一度しか会ってない中年男のことなんか覚えているはずがない。

（あれはあれで重要人物なのだがな）

　そうなのか？

　まあ、どうでもいい。所詮しょせん男だ。

　おれは改めてデルフィナを見た。

「そのマロネイにいたのか」

「ええ。もともとネオラはアイギナの出身。父親はずっと元アイギナのマロネイにいましたわ。捕捉ほそくするのに四半日も掛かりませんでした」

「流石だな。で？」

「しかるべく」

「詳細を聞かせろ」

「今後一切金を無心できないよう全国に通達いたしました。マロネイ、そしてアイギナ領内で。ゼノ・コメネナはアイギナ出身ですので、そこを重点に。もちろん、他国に流れた場合もそれなりの手は打ってありますので、ご心配なく」

「確実なのか？」

「カケル様にはもう少しわたくしを信用して頂ければと」

「……そうだな、金の話だしな」

「ええ」

　婉然えんぜんと微笑ほほえむデルフィナ。

　確かに最後の念押しは余計だった。

　金の話だ。デルフィナなら絶対に問題ないだろう。

「礼を言う」

「奴隷達のアフターサービスですわ。今後ともごひいきに」

「ああ」

　頷いて、ワープの羽根でそこから離れた。





☆






　レイウースに戻って、奴隷兵の訓練場にやってきた。

　そこには奴隷達が集まっていた。

　何十人もの奴隷が集まって、ぐるっと円陣みたいなのを組んでいる。中心にニキとネオラとナナがいた。

　ニキとネオラが互いに武器を構えて向き合って、ナナが審判のような位置に立っている。

（第一小隊長様と第二小隊長様の組み手だな）

　つぶやくエレノア。面白いな。

　面白いからそれ以上近づくのをやめて、遠くから見守った。

　ナナの手が振り下ろされた　のを合図に、ニキとネオラが斬り結ぶ。

　火花が散って、空気が震える。初太刀だけで分かる、強者つわもの同士の戦いだ。

　内容はと言えば、ニキが一方的に攻め続けて、ネオラが受ける、という形になった。

（七：三ってところか）

「そこまでニキの分が悪いか」

（よく鍛えている。が一対一ではな。前に見たときよりも集団戦闘に動きを合わせたのだろう。周りを守る動きだな、あれは）

「へえ」

（健気けなげだな。貴様の言いつけを守るために、一生懸命戦闘スタイルを変えてきたと見た）

「その分あとで可愛かわいがってやらないとな……第一小隊全員」

　ちょっと前に、第一小隊だけ他の小隊と比べて突出して損耗そんもうが激しい時期があった。

　おれが第一小隊を全員抱いて自分の物にしたあと、そいつらが「おれの為ために戦う」という気持ちで我が身を顧みず、攻撃に寄りすぎた時期のことだ。

　それを知って、稽古けいこをつけてその考え方と戦い方を叩たたき直してやった。

　ニキの変化はそこから来ているんだろう。

　エレノアが言う通り健気だ。可愛いと思う。

　攻め続けたニキが隙すきを見せた一瞬に、ネオラの技が発動。バランスを崩されると、ニキはトドメの一撃を喉のど元に突きつけられた。

　ネオラの勝利。ほぼエレノアの予想通りだ。

　組み手が終わったから、おれは改めて歩き出すと、奴隷達に近づいていった。

　しかし、おれがたどりつくよりも先に横から一人の男が出てきて、奴隷達に向かっていった。

　長身で猫背の男。どこかで見たことがある顔だ。

　……誰だ？

（借金取りだバカ者）

　エレノアに怒られた。

　ああそうか、前にネオラのところに借金の取り立てに来ていた男か。

　どうも男のことは覚えにくい。

　って、……いや待て。なんでそいつがここにいる。

　そうこうしているうちに男はネオラの前に立ち止まると、にやけた顔で何かを言った。

　ネオラの顔色が変わった。何ごとかと近づいていく。

「噓うそは言ってねえぜぇ？　ほれ、これを見ろ。ちゃあんとおめえの父親のサインが入ってるだろうが？　しかも日付は──」

「昨日……」

　借金取りが一枚の紙をネオラに突きつけた。ネオラの顔がどんどん青くなっていく。

「おい」

　おれは強引に話に割り込んだ。

「何してんだ」

「おお、これはこれはゴシュジンサマ。いやあ、借りたモンを返してもらいに来ただけですわ。ほれこの通り、次の日に返すってここにちゃあんと」

　男は紙を、借用書をおれの目の前でひらひらさせた。

　びっしり文字が書いてあって、最後にサインがある。

　ネオラを見た。

「本物か？」

　ネオラは真っ青になった顔のまま頷く。そして絞り出す様に。

「サインは、本物、です」

「……」

　デルフィナめ、何をしてやがる。

「どうする？　今回もゴシュジンサマに肩代わりしてもらうかい？」

「それは……」

「払えばいいんだろ。待ってろ」

　とにかくこの男を追い払って、それからデルフィナに話を聞きにいく。

　そう思って、おれは金を出すため異次元倉庫を開こうとした──が。

（待て）

　エレノアに止められた。

「なんだ」

（ヤツを見ろ。様子がおかしい）

「様子？」

（我を使え）

　何のことかと思っていると、頭の中にイメージが流れ込んできた。

「あれを使うのか」

　イメージ通りに動く。

　オーラを出して、腕の形にする。

　取り憑つかれたメルクーリ王からクシフォスを駆除するときに編み出した技だ。

　黒いオーラの腕で男の顔を摑つかんで、そのまま持ち上げた。

「てめえ、何を──ぐはっ！」

　男はいきなり苦しみだした。

　自分で自分の首を摑んで、苦しみ、もがいている。

　やがて、呼吸のできなくなった男は地面に落ちた。

　エレノアの黒い腕は摑んだまま──黒い魂のようなものを摑んだままだ。

（これだな）

「……こいつがあの男を乗っ取っていたのか」

（うむ。この感じ……覚えがあるな。思い出したぞ、アウラの一件の時のことを）

「あのトカゲ女か」

　変身する前は美女だったから覚えている。

　言われてみると、摑んでいる黒いものはあのトカゲ女と雰囲気が似ていた。

（何かが起きているようだな……）

　珍しく真面目まじめなトーンでつぶやくエレノア。

　摑んだままの黒いものを見て、おれも彼女と同じ感想を持ったのだった。
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　デルフィナに会いに来た。

　気絶した借金取りが持っていた借用書を彼女に突きつけると、一瞬で表情が変わった。

「なぜ……」

「本物らしいぞ」

「分かりますわ」

「分かるのか」

「ええ……」

　苦虫を嚙かみ潰したような顔のデルフィナ。執務机の引き出しから一枚の紙を取り出すと、おれが渡した借用書と一緒に机の上に並べる。

　何かの書類のようだ。

　持ってきたものと文面は違うが、最後のサインだけ一緒だ。

　おれでも分かる。同じ人間がしたサインだ。

「どういうことだ？」

「今は分かりません」

　デルフィナは静かに答えた。

　苦い表情は変わらないが、ほとんど即答だ。

「分からないことを随分はっきりと認めるんだな」

「わたくしは今、カケル様と〝試用期間〟の契約を結んでおります」

「うん？　ああ、そうだな」

　一瞬何のことかと思ったが、デルフィナを初めて抱いたときのことを思い出した。

　彼女は「自分を丸ごと買い上げられる男」を望み、おれはまだ買えるほどの財力はなかった。

　代替案として、買えるまでは試用期間にするという形に落ち着いた。

「恥の上塗りはわたくし自身の商品価値を下げてしまいます。最悪返品を招く事態になりかねません。ですので、はっきりと申し上げておきます」

　息を吸っておれをまっすぐ見つめると、挑むような目つきできっぱりと宣言する。

「今は、まだ分かりません」

「……そうか」

　デルフィナの言葉を嚙みしめる。

（くく、貴様の周りは面白い女が多いな。しかも皆違った面白さときている）

　まったくだ。

　デルフィナといい、他の女といい。

　おれの周りには面白くて、気が強い女が多い。

「どのくらいで分かる」

「このあとすぐに」

　明言を避けつつも、しかし決意だけは強く露あらわにするデルフィナ。

　本気みたいだな。ならあとは任せていいか。

　デルフィナは立ち上がるなり手を叩たたいた。

　すぐにドアが開くと、一人の男が入ってきた。

　何回か見たことがある、彼女の部下だ。

　デルフィナが男に耳打ちした。静かな口調に怒りが籠こもっている。

　ますます任せていいかと思って、おれはひとまず戻ろうとワープの羽根を取り出した。

「何をするの！」

　デルフィナが叫ぶ。

　驚きと怒りがない交ぜになった声。

　彼女の方を見る。今の今まで従順だった男が豹変ひょうへんして、彼女の腕を摑つかんでいた。

　唇をすぼめてデルフィナにキスを迫り、押し倒そうとしている。

　……はあ？

　ずんずんと近づき、無言でエレノアを振り抜いた。

　男の首がすっ飛んで、一秒遅れて血が間欠泉のように吹き出した。

　ゴトンと転がる首、崩れ落ちる身体。

　いきなりのことで息を呑むデルフィナ。

「大丈夫か？」

「……ええ」

「どういうことだ」

「分かりません。途中まで普通に命令を聞いていたのですが、急に豹変を」

「前兆は？」

「わたくしに懸想けそうしていたようではあるのですが、迷っているうちにあらゆるチャンスを逃してきた臆病な男ですわ。間違ってもわたくしを──ましてやカケル様もいるこの空間でわたくしを襲えるような男ではありません」

「酒でも飲んだか、クスリでもキメたか」

（そのどれでもないようだな）

「むっ……まさか」

　エレノアが会話に割り込んできて、第三の可能性に思い当たる。

　直後、男の死体から黒い何かがにじみ出た。

　それまで取り憑ついていたものが、宿主が死んだことで漏もれ出したようだ。

　おれは黒いオーラを纏まとって、腕の形にしてそれを摑む。

　摑んだものは借金取りのときと同じものだった。

「またこれか。どうなってるんだ一体」

「アイギナ……」

「アイギナ？」

「この男も、あの借金取りも、アイギナの出身ですわ。そして……」

「……ネオラの父親も、か」

　こくりと頷うなずくデルフィナ。

「今までこういうことはあったのか？」

「いえ、まったく」

　デルフィナは即答した。

　コモトリアで見たものと似ているこの黒い何か。

　それが、時を近くしていきなり複数見つかるようになった。

「アイギナで何か起きているようだな」

　おれのつぶやきに、デルフィナは重々しく頷いたのだった。







[image: ]




　床に倒れた男を軽く蹴けった。

　うつぶせになっているのを、仰向あおむけになるように蹴ってひっくり返す。パッと見ただの死体だ。特に変わったところはない。

（変えた元凶がこれだからな）

　エレノアが言う。おれは今でもオーラの腕で黒い何かを摑つかんだままだ。

　男をおかしくした元凶がこれなのはほぼ間違いない。

「デルフィナ、ここにいる部下を全員集めろ」

「どうなさるのですか？」

「掃除してやる。この先何をするにしても、またこういうのがいたら安心できないだろ」

「……分かりました」

　すごく不本意そうな顔をして、デルフィナは部屋の外に出て行った。

　しばらくすると、おれは建物の中庭に呼び出された。

　商談にも使うという、綺麗きれいな作りの庭だ。

　設計や細かいところとかは違うけど、なんとなく料亭にある日本庭園を思わせる作り。

　そこに多数の男女がいて、ざわつきながらもきっちりと整列していた。

「お待たせしました」

「これで全員か」

「はい。よろしくお願いします」

「おう。やるぞエレノア」

（おい待て、貴様まさか）

「ああ」

　にやりと口の端を持ち上げる。

「一人ずつはまだるっこしい。纏まとめてやる」

（やはりか。まったく簡単に言ってくれる）

「お前だから言ってるんだ」

（見え透いた世辞などいらんわ！）

　そう言いつつもまんざらでもなさそうなエレノア。

（では行くぞ）

「おう」

　エレノアに軽く手を掛けて、深呼吸して意識を集中させた。

　身体の底から魔剣の力を汲み上げて、身体の外に放出する。

　ざわめきが大きくなった。

　魔剣のオーラが一気に吹き出すと、場に充満させてそこにいる全員を包み込んだからだ。

　イメージする。クシフォスのときに編み出した力。物理的な攻撃力はほとんどなくて、身体の中にある魔とか邪悪なものとかだけを摘つまみ出す力。

　それを彼女の部下に纏めて被かぶせて、摘まみ上げた。

　集まったのは百人近く。そのうち三人から黒いものを摘まみ出した。

　摘まみ出された奴らはふらふらして倒れたあと、ぐったりしたまま動かない。

　一方、何ごともなかった連中はますますざわついた。

　デルフィナがおれのそばにやってきた。

「ありがとうございます、カケル様」

　そう言うと、おれが摘まみ出したものを見て眉まゆをひそめる。

「まさかここまで浸透されていたとは……カケル様がいなかったら大変なことになっていましたわ」

「そうか？　お前ならどうにでもしそうだが」

「もちろん、どうにかはいたします」

　デルフィナは真顔で言った。

「ですが、事前に見つけるのは無理だったでしょう。異変が起きても原因を理解できず、あの三人を監禁するか処分するかのどちらかになったと思われますわ」

「なるほど」

　ま、そういう処置になるだろうな。

「それをこのような形で解決なさるとは……さすがカケル様と言わざるを得ませんわ」

（というより我の力だがな）

　エレノアがおれの中で得意げにそう主張した。

「それにしても……この三人」

　倒れている三人を眺めていたデルフィナの眉がぴくりと動いた。

「何か心当たりでもあるのか？」

「一つだけ……先ほどの男も含めてのことなのですが」

　さっきデルフィナを襲ったヤツのことか。

「全員、昨日までマロネイにいた者ばかりですわ」

「マロネイ……お前の街か」

「ええ。この二人はデルフィナ派の役人で、普段はマロネイに常駐させています。この子は別件で行っただけですが」

「おい、なんだそのデルフィナ派ってのは」

「マロネイはわたくしが買い上げましたが、名目上はまだアイギナ王国領。ですので王国側が派遣した形だけの役人と、わたしが任命した実権を持つ役人がいるのです。前者が王国派と呼ばれていて、後者がデルフィナ派と呼ばれているのですわ」

「何だかややこしいことになっているな」

「そうですわね……」

「まあいい。とにかく……全員マロネイと何か関係があるってことだな？」

「はい。そしてネオラの父親も今はマロネイに」

「そうだったな。さっきお前を襲った男は？」

「一昨日、別件で」

「そうか」

　ここまで揃そろってればもう間違いないな。

「マロネイが元凶だ」

「はい。おそらくアイギナ発で何かが」

「……」

　おれは握ったままの黒い何かを見た。

　こいつはアイギナ発じゃないな。アイギナの前にコモトリアでも既に現れていたから。

　アイギナのとコモトリアのが同じだっていう証拠はないが。

（同じものだろう）

　エレノアが言い切った。おれもそう思う。

　理屈じゃない。魔剣を通しての感覚が同じだと主張している。

　二つは、同じものなのだと。

「マロネイまではここからどのくらい離れてるんだ？」

「カケル様、もしかして……？」

　頷うなずくおれ。

「マロネイに行く」

　マロネイ……アイギナで何かが起きている。

　アウラ、イリス、ネオラ、そしてデルフィナ。

　おれの女達の為ために、現地入りして纏めて解決する必要がありそうだ。
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　マロネイに向かう馬車の中。

　おれとデルフィナは向かいあって座っていた。

　隣にネオラを乗せている。ネオラは姿勢を正して行儀よく座っていた。

「マロネイまでどれくらいだ？」

「アリ」

　デルフィナが呼び掛けると、馬車の外から返事がした。

「このペースだと昼過ぎに着きます」

「だ、そうですわ」

「そうか」

「もう少しだけの辛抱ですわ。申し訳ありません、行くと知らせておりませんので、大した歓待は」

「気にするな。元々遊びに行くわけじゃない」

「そう言って頂けると助かりますわ」

　馬車の中でデルフィナと適当に雑談した。

　商人だからだろうか、こいつはどうでもいいネタでおしゃべりすることに慣れている感じがする。話していていくらでも時間が潰せそうな気がした。

「そういえば、お前が持っている街はマロネイ一つか？」

「ええ、今のところは」

「他のを持つ予定は？」

「ございませんわ。街を持つのは予想以上に大変で、増やすなんて考えられません」

「……」

（奇妙な話だ）

　腰に下げたエレノアがつぶやく。同感だ。

　デルフィナ・ホメーロス・ラマンリ。

　広く商売の手を伸ばして、その財力は一国にも匹敵すると言われている。

　そこまでやれる人間が、買ったものの維持費を見誤るってことがあるのか？

　……まあ、商品とか店とかと違って、街一個丸ごとだから勝手が違うのかもしれないが。
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　予定通り、昼過ぎにはマロネイに着いた。

　問題を解決するために、早速おれ達はただの旅人として街に入ることにした。

　五爵ごしゃくのカケルでもなく、影のドン・デルフィナでもなく。

　ただの旅人として馬車を降りて、検問所のようなところに向かう。

「名前は」

「ん？　ああ、結城ゆうきカケルだ」

「珍妙な名前だな。どこから来た」

「レイウース」

「そうか。持ち物は？　その腰にあるのはなんだ」

「剣だ」

「なんだ流行はやりの魔剣レプリカか。第何世代のヤツだ？」

「一番古いヤツだ」

「そうか」

　男はふっ、と鼻で笑った。

　そのあともいくつかどうでもいい、本当にどうでもいい質問をしてきたあと、何の疑いもなく街の中に入れてくれた。

　入るなり、立ち止まって街を見た。

　街はすごく賑にぎわっている。

「らっしゃいらっしゃい、トリデカ産のあまーい果物が入ってるよー」

「魚ー、魚はいらんかー。会計のあとに魔法を抜いて、生きたままお渡しするよー」

「奥さん！　可愛かわいいお子さん連れてるね。どうだい、この新しい魔剣レプリカ『双天の黒翼』は、最新作だよー」

　いろんな人間がいて、いろんな商売が行われている。

　間違いなく発展していて、これからも更に発展しそうな勢いのある街。

「すごいな」

「恐縮ですわ」

　デルフィナが後ろから返事をしてきた。ちょっと遅れてネオラも検問所を通る。

　デルフィナはおれの前に立ち、ネオラは少し離れたところで護衛を務めた。

「それで──いかがしますか」

「例のあれに取り憑つかれたヤツは、絶対騒ぎを起こすよな？」

「きっとそう思いますわ。でしたら騒ぎの多そうな……酒場を張ってみますか」

「まどろっこしい、ちょっと待ってろ」

　ゆっくりと目を閉じる。

　腕を組んで、耳を澄ませる。

　７７７倍に引き上げられた、超人的な聴力。

「あまーい、こんなあまい果物初めて食べた」

　これじゃない、次。

「うわ！　さっきまで死んでた魚が急に生き返った」

　これでもない、次。

「ママー、魔剣買ってー」

　頑張れ坊主……次。

　聞こえてくる音を選別する。

　例えるなら、音楽の中から他を無視して特定の楽器の音だけを抜き出す作業。

　マロネイにいるほぼ全すべての人の声を集めて、そこからその作業をひたすら行っていく。

　そして。

「やめて！　そのお金は、そのお金は生活費なのよ！」

「うるせえ！」

　これだな。

　目を開き、地を蹴けって駆け出した。

「カケル様!?」

「ネオラ、デルフィナを護衛しながら連れてこい！」

「はい！」

　二人の女を置いて、先行する。

　捕捉した音を三次元的な座標に変換して、発生源に向かって突き進んでいく。

　壁を蹴って跳び上がり、屋根を駆ける。住民がざわめくが──無視。

　最短距離を突き進んで到着したそこは一軒の民家で、ドアを蹴り開けて中に入ると、ちょうど夫婦が争っている現場だった。

　家具が至るところに散乱し、飛び散ったり割れたりしている。

　そんな中、中年の男がタンスから金を持ち出そうとしていて、それを中年の女が必死に縋すがって止めようとしていた。

　女の方は突然現れたおれを見て一瞬ぎょっとしたが、すぐに助けを求めてきた。

「お願いします、助けてください！　夫が、夫が変なんです」

（家の金を持ち出そうとしているところか）

「ろくでもねえな」

「なんだと！」

　聞こえたのか、男は怒って向かってくる。途中で落ちている包丁を拾って突きつけてきた。

「てめえ、よその家のことに口──」

　とりあえずはっ倒した。武器を抜くでもなく、適当にはっ倒した。

　男は地面に転がると、そのまま目を回した。
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　家の外に男を引きずり出して、放置した。

　騒ぎを聞きつけてやってきた野次馬やじうまが遠巻きに見て男を指差したり、語り合ったりしている。

（とっととあいつから黒いのを摘つまみ出すか？）

「それじゃ今までと同じだろ。どうせなら元を絶ちたい」

（どうするのだ？）

「そうだなあ……」

「カケル様」

　野次馬の人混みを割って、デルフィナがようやく追いついてきた。その後ろにちゃんとネオラの姿もある。

　デルフィナは素早く周りを見回して、一瞬で状況を把握した。

「それが捕まえた相手ですか」

「ああ」

「流石さすがと言うべきか、呆あきれたと言うべきか……到着間もないといいますのに」

「ちんたらやっててもしょうがないだろ」

「この男をどうなさるのですか？」

「それを今考えている。黒いアレを追い出すだけなら造作もないが、どうせなら元を絶ちたい。お前に何かいいアイディアはないか」

「そうですわね……」

　訊たずねられたデルフィナが考えていると、男は徐々に目を覚ました。

　こめかみを押さえて頭を振ると、ゆっくりと身体を起こす。

「うーん」

（起きたか。ふむ、やはり入っているな）

「ああ」

　エレノアと頷うなずき合う。

　どうやらあの黒いのは、意識が落ちているときよりも起きているときの方が「入っている」ことがよく分かる。

「ううーん」

　ふらふら起き上がる男。もう一発喰くらわせて寝てもらうか、と思ったそのとき。

「おお」

　男の視線がデルフィナを捉とらえた。

「１クレ奴隷の小娘じゃねえか」

「１クレ──こいつ何言ってんだ？」

（おい……デルフィナの様子が変だぞ）

「え？」

　デルフィナの方を向く。

　いつもの澄ました顔の彼女の様子が豹変ひょうへんしていた。

　目を見開き、とてつもない恐怖の対象を見るかのような目で男を見ている。

　それだけではなく、両手で頭を押さえて、ガタガタ震えだした。

「悪いなあ、あのときは予算が三十人までだったんだよ。もう１クレあったらてめえも買えたんだがなあ」

　男はニヤニヤしながら続ける。

「ほんと悪いなあ、１クレでも売れない奴隷にしちまってよお。あのあとどうなった？　売れない奴隷として処分されでもしたか？　はは」

　男が語る間も、デルフィナの様子はどんどん変わっていく。

「ざまあああねええええええなあああああああああ！　パン一個分の価値もねえ奴隷はよおおお──」

　男の首を刎はねた。黙って聞いていたが、無性にムカついた。

　一方のデルフィナは、顔が青ざめ、髪を振り乱し、

「うわあああああ！」

　しまいには叫びだした。

　ほんの数秒の間の出来事。

　叫んだあとのデルフィナは、髪を乱したままがっくりとした。

（……入った、か）

「……ああ」

　デルフィナにも入った、が。

　入る過程、そして人の素質。

　それについて、もっとよく調べる必要がありそうだった。
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　そこそこの調度品が揃そろえられ、壁際にぽつんと一つだけ上質なソファーが置かれた部屋。

　部屋の設計によって、そこは昼間でもソファーに座る人間の顔が見えないようになっている。

　そこに一人の男が座り、今まさに目の前にいる五人の少女を品定めしていた。

　少女達はいずれも十歳。そういうオーダーで集められてきた商品達だ。

　五人のうち四人まで品定めが終わって、ついに最後の少女の番になった。

「キミ、名前は？」

「デルフィナ・ラマンリ」

　短髪の少女ははきはきと答えた。

　身体は瘦やせて、頰ほおもこけているが、瞳ひとみに力があり、明らかに他の子とは一線を画す何かがある。

　実際、彼女は男の質問に実によく答えた。男の方もいろいろ質問をして、掛けた時間は明らかに他の子の倍近くはあった。

　やがてそれも終わり、五人の少女はいったん部屋の外に出た。
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　代わりに入ってきた中年の女が、男に恭うやうやしく一礼する。

「お気に召す子はいらっしゃいましたでしょうか」

「うむ」

　男は直接答えず、ゆっくりと煙草たばこを吹かした。

　焦らされることに耐えかねて、商人である女がプッシュに入る。

「今回の五人はどれも知能検査を上位でくぐり抜けた子達ばかり。閣下が望む賢い子ばかりですわ。もちろん、お望みの通り、教育そのものはまだ施しておりません」

「うむ」

　男は同じ返事だけを繰り返して、ソファーにゆったりもたれると、天井を仰ぎ見た。

　そして、目を閉じる。まるでまぶたの裏に何かを映し出すかのように。

　その所作には得も言われぬ迫力があった。修羅場しゅらばをくぐり抜けてきた者にだけ纏まとうことを許される、静かな威厳というものがあった。

　普通の人間ならここは黙っているところだが。

「もしお気に召さないようでしたら、更に時間を頂ければ、別の子達をかき集めて参りますわ。このご時世ですから、未教育で地頭じあたまのいい十歳の娘はいくらでも見つかります。三日頂ければ、ここに新しい子を一ダース以上並べてご覧に入れますわ」

　と、ペラペラセールストークを始めた。

　男はあえてそれを遮さえぎりはしなかった。彼の美学として、地位や個人の資質をもって、威圧して他人を黙らせるということを下品な振る舞いと考える傾向があったためだ。

　女はうるさかったが、好きなようにさせた。

　彼はただ、黙って少女達のことを考えた。

「──閣下はなぜ、わざわざ手の掛かる未教育の子を望まれるのですか？」

　話しかけても反応がなかったせいか、女は話題を変えると、男に尋ねる。

　男はゆっくり目を開けると、女の質問に答えた。

「あらゆる物を手に入れられるようになると、物に興味を感じなくなってくるものらしいね」

「はあ」

「そうなると、今度は人間に金を使いたくなる。世の資産家が売れない画家やうらぶれた吟遊詩人のパトロンになるのと一緒でね。わたしはその対象が奴隷に向かった、というだけのことさ」

「なるほど、手垢てあかのついていない奴隷を一から育てようというわけですね」

　男は口の端を少し上向きにした。

「決めたよ。２番のペトリナと５番のデルフィナをもらおう」

「お買い上げありがとうございます！　……ちなみに、どうしてあの二人なのか伺っても？」

「インテリジェンスと、ウィズダムさ」

「はあ……」

　男がそう答えても、その女にはまったく意味は通じなかった。





☆






　屋敷の一室。並べられた二つの机に座る、そこそこいい服を着せられた二人の少女。

　首に着けられた首輪が二人が奴隷身分であることを示しているが、かといって手や指が重労働のために荒れていたりする様子はない。

　二人の仕事はそういう類たぐいのものではないからだ。

　では何が仕事なのかというと──。

　ガチャッと音を立ててドアが開くと、メガネを掛けた若い男が入ってきた。

　男は少女達の前に──教壇のポジションに立って、少女達に話し掛けた。

「昨日のテストを返すよ。ペトリナくん」

「はい」

「よくできました、今回は満点です」

「はい！」

「デルフィナくん」

「はい」

「85点です。次も頑張りましょう」

「はい」

「今日はこれだけ。予定通り今日はこのあと勉強はお休みです。少しなら街に遊びにいっていいと閣下も仰ってくれましたが、あまり羽目を外さないように」

　教師の男はそう言って部屋を出ていった。

　二人の仕事はこれ勉強だ。世にも珍しい、勉強奴隷という名目でこの屋敷の主に飼われている。

　ペトリナは自分の解答用紙を上機嫌に見つめて、デルフィナに話し掛けた。

「今回もわたしの勝ちだったね」

「そうね」

「デルフィナももっと頑張りなさいよ？　ぼやっとしてるとおいてっちゃうんだからね」

「おいてっちゃう？」

「そうよ、おいてっちゃうんだから」

　ペトリナはそう言うと、上機嫌で部屋をあとにした。

「……おいていくって、おいて、どこに行くの？」

　ぽつりとつぶやくデルフィナ。

　ペトリナが出て行ったドアを見て、テスト用紙を見て、窓の外を見た。

「なぜ、こんなことをするの？　なぜ、奴隷を買ってわざわざ教育をするの？」

　誰ともなく問い掛けるデルフィナ。

　テスト用紙をじっと見つめた。

「なぜ、ロドトスの治世は続かなかったの？　なぜ、オルガは竜の姿を捨てて竜人という中途半端な存在になったの？」

　テストの問題。答えではなく問題文の内容に疑問を持った。

　なぜ、なぜ、なぜ。

　デルフィナはもともとそういう少女だったが、ここ最近特にそういう傾向が強くなってきた。

　教育を受けさせられてから、何かにつけ「なぜ」と考えるようになった。

　ただ、それは通常の勉強やテストの成績にあまりいいとは言えない影響を与えていた。





☆






「なぜと考えるのは悪いことじゃないね」

　寝室の中。

　寝間着姿でベッドから身体を起こしていた屋敷の主、アダマンディオス・マネロイ廃爵しゃくは、デルフィナに優しく言った。

「だが、どうせ『なぜ』と考えるなら、五回以上はそれを繰り返しなさい」

「五回以上？」

「そうだ。『なぜ』と考えて、答えが出た。そうしたら、今度はその答えにも『なぜ』と問い掛けるんだ。それを五回以上繰り返す」

「なぜそんなことをするの？　なぜ五回以上なの？」

　質問を更にぶつけてくるデルフィナに、アダマンディオスは目を細めて、優しい手つきで頭をなでた。

「そうすることで、より真実が見えてくるからだよ」

「真実……」

　デルフィナはその言葉を嚙かみしめるようにつぶやく。

「なぜ五回以上なの？　三回とかじゃ真実にたどりつかないの？」

「ふふ」

　頭を撫でる手に、更に優しさが込められる。

「デルフィナは本当に賢い子だね」

　その問いに対する答えは与えられなかった。

　これがこの男なりの、ウィズダムと見込んだ子に対する最大限の優しさだった。





☆






　１００クレで買われた幼いデルフィナは屋敷で様々な勉強をした。

　綿のように素直に知識を吸収する頭の良いペトリナに比べて、正答を追わず質問を連発するデルフィナは、教師達にとって必ずしも覚えのめでたい生徒ではなかった。

　それでも、廃爵の威光で、彼女は不自由なく勉強できる環境を与えられた。

　人生を四季に例えると、春。

　幼きデルフィナは自覚できないまま、人生の春を謳歌おうかしていた。

　その期間、およそ三年。

　廃爵の病死に伴い、彼女が中古奴隷として10クレで売りに出されるまで続いたのだった。
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　デルフィナ、十三歳の秋。

　あれから彼女に訪れた変化がいくつかあった。

　一つ、少し背が伸びて、胸が膨らんだ。身体つきが徐々に丸みを帯びて女らしくなっていった。

　一つ、首輪が変わった。

　アイギナ王国では、一度主を持ち、それから何らかの理由で下取りに出された奴隷は中古となり、その表記を強く義務づけられる。

　首輪の変更がその証あかしだ。

　そしてそういう奴隷は、往々にして安く買い叩たたかれる。

　デルフィナについた値段は10クレ。初めて買われたときの10分の１だった。

　彼女だけではない。同じ時期に買われて、同じ時期にまた売り物になったペトリナも同じだ。





☆






　奴隷部屋。

　横になっても足も伸ばせない、出入り口と申し訳程度の小窓一つの劣悪な環境の中に、デルフィナとペトリナは押し込まれていた。

　大人でなければ手が届かない高さにあって、子供でないと抜けられない小さな窓。

　それを眺めて、ペトリナは毎日溜息を吐いていた。

「はあ……もっと勉強したかったなあ。アダマンディオス様のお屋敷の蔵書、今頃いまごろどうなってるんだろう。十五歳までに全部読んで頭に入れるって約束したのに、結局果たせなかったなあ……」

「……」

「ねえデルフィナ、あなたもそう思わない？」

「え？」

　顔を上げるデルフィナ。話し掛けられるまで、彼女はじっと床を見つめていた。

「アダマンディオス様のところでもっと勉強したかったよね、って聞いてるの」

「ううん。そうでもない」

　デルフィナはその問い掛けにほぼ即答した。

「なっ!?　あなた、そんなだからわたしにいつもテストで負けてたのよ。あなたもアダマンディオス様の眼鏡に適かなった人間なんだから、もっと真面目まじめに……って、まあいいわ」

　ペトリナはまた一つ息を吐いて、やれやれと首を振った。

「それより、何をしていたの？」

「考えてた」

「何を？」

「なぜ、わたし達が売られたのか」

「なぜって、アダマンディオス様が亡くなったからでしょう」

「なぜ」

「へ？」

「なぜアダマンディオス様が亡くなると、わたし達が売られるの？」

「それは、だって……」

　理由が分からず一回目の「なぜ」で詰まってしまうペトリナ。答えられなくなった彼女をしばし見つめていたが、デルフィナはやがて興味を失い、また床に視線を落とした。

　ちなみに同じなぜをデルフィナ自身もかなり前にやった。

　一度目のなぜで「アダマンディオスが財産を残さなかったから」、なぜ財産を残さなかったかという疑問に「わたし達が奴隷だから」、なぜ特別扱いしている勉強奴隷に何も処置しなかったのという疑問に……。

　そんな「なぜ」は彼女自身とっくにやっていた。やったあとだった。

　だから、彼女の興味は次のところに向けられていた。

「なぜ……摂取が？　廃爵はいしゃくだから。なぜほとんど聞かない廃爵というのに？　ミスをしたから？　誰かに恨まれたから？」

　デルフィナは、主の言いつけを守ったまま、なぜ、を繰り返し続けていた。





☆






　程なくして彼女は売れた。

　10クレの格安奴隷は前の持ち主の痕あとが濃く残っていたり、色がついていたりして嫌がる人間も多いが、その安さのため割り切って買っていく小金持ちも少なくない。

　この辺りは他の中古商品と同じで、デルフィナは売りに出されてからわずか三日で売れた。

　彼女を買ったのは、初陣で戦功を立てた若い騎士だった。





☆






　マロネイの住宅街にある、周りよりも少し目立つ新しい建物。

　そこがパウロス・プトレモスの新居だった。

　成人男性にしては小柄な彼は、新しく買った奴隷を連れて、意気揚々とそこに戻ってきた。

　玄関に入り、買ってきたばかりのデルフィナと新居を見て、鼻息を荒くする。

「家、奴隷、そして身分！　これでおれも晴れて一人前の男だ」

　と、何やら感動している様子だった。

「おい、お前」

「はい」

「今日からおれがお前のご主人様だ」

「その通りです」

「おれがご主人様だからな。そしてお前は奴隷だ。おれの命令には絶対服従だぞ、いいな」

「……。なぜ、絶対服従なの？」

「おれがご主人様だからだ」

「なぜ、ご主人様だと絶対服従なの？」

「ご主人様とはそういうものだからだ」

「……。なぜ、ご主人様はそういうものなの？」

「それはご主人様だからだ」

「……、な」

　言い掛けて、途中でやめたデルフィナ。

　なぜ、を五回繰り返すことができなかった。

　何度聞いても答えが変わらなかったからだ。

　パウロスは自分に絶対的な自信を持っているようだった。

　ご主人様と奴隷とはこうあるべしという自信が。

　その根拠も「ご主人様と奴隷とはそういうものだから」の一点に尽きた。

　だから、何を聞いても、何を言われてもそうとしか答えない。

　そのため、デルフィナは聞くのをやめた。

　なるほどここまで答えがはっきりしている場合には、「なぜ」を繰り返さなくてもいいんだと思った。

「ご主人様、ご命令を」

　この日を境に、彼女は強烈なパウロスに影響され、徐々に普通の奴隷になっていった。





☆






　若い騎士、パウロス・プトレモスの下にいた間、デルフィナは普通の奴隷だった。

　召使いとして、家のことも、たまに下される主の命令も忠実にこなした。

　特別扱いされることはないが、かといって別段悪い待遇を受けるわけでもない。

　パウロスは「奴隷とはこうあるべし」という確固たる信念を持っていた男だったから、そんな彼の下で、彼女は奴隷として極めて平均な生活を送った。

　人生を四季に例えると、秋。

　デルフィナは考えることをせず、流れに身を任せたまま、ここの奴隷となって二年が過ぎた。

　やがて「騎士とはこうあるべし」という確固たる信念を持ったパウロスは、戦場で主君を庇かばい、華々しく戦死した。

　ご主人様の戦死によって、まだ後継者も、妻さえもいないプトレモス家は自然消滅し、彼女は、一山いくらの１クレ奴隷として再び売りに出されたのだった。
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　アイギナでは慣習的に「三度目の奴隷」は１クレで売られることがほとんどである。

　奴隷というのは高級資産であり、よほどのことがなければ主人が手放すことはない。それを二度繰り返した三度目の奴隷は無能の烙印らくいんを押され、１クレという安値になっても中々買い手がつかない場合がほとんどだからだ。

　デルフィナは無能だとは思われなかったが、そう思われた方がマシな状況に陥っていた。

　仕えていた主人を二人とも死なせ、お家断絶に追い込んだ疫病神やくびょうがみとして見られたのだ。

　そのために、彼女は１クレ奴隷の中でも売れ残った。

　周りが次々と売られていく中、彼女だけは売れ残った。

　売れ残り続けた。





☆






「ねえ聞いた？　明日この部屋『掃除』されるんだって」

　その日の午後、奴隷の一人がそんなことを言い出した。

　部屋の隅で小さくなり、次の主を待っていたデルフィナは、顔を上げて声がした方を見た。

　そこでは三人の中年女奴隷が集まって、井戸端会議をするように喋しゃべっていた。

「掃除？　いいことじゃないの」

「確かにひどいものね、この部屋。どうせだからついでにあたし達に水浴びでもさせてくれないかしら」

「何のんきなこと言ってるの。そういう意味の掃除じゃないわよ」

　噂うわさ話を持ち出した奴隷が他の二人に耳打ちする。

「えー、うそぉ!?」

「それって『掃除』じゃなくて『処分』じゃないの!?」

「『掃除』で合ってるって話よ。売れない１クレ奴隷なんて、食わせてるだけで赤字になるゴミ以下の存在だから、定期的に『掃除』するんだって」

「じゃ、じゃあ今日売れなかったら」

「わたし達……処分？」

「ここにいる……ひいふうみい、三十一人全部ね」

　元から狭いすし詰めのような部屋。会話は完全に筒抜けで、他の奴隷もなになに？　何の話？　と会話に参加した。

　デルフィナはそれには交ざらなかった、部屋の隅っこで膝ひざを抱え、ただ会話を聞いていた。

　それだけで全すべてを理解した。元々シンプルな話だ。

　捨て値で売られる一山いくらの奴隷。それを死なせないように食わせるだけでも金が掛かる。

　ただ同然で仕入れても、一週間食わせれば赤字だ。

　だから、そうなる前に処分する。それだけの話だ。

「で、でも、それもいいんじゃない？　解放されるんなら。確かに解放されても今から新しい仕事を見つけるのは簡単じゃないけど……」

　二十代の気の弱そうな奴隷が言った。噂を持ち出した中年奴隷が鼻で笑う。

「あなたバカね。解放なんてされるわけないじゃない。そんなことしたら解放奴隷目当てで、今後ますます１クレ奴隷が売れなくなるわ」

「じゃ、じゃあ処分って？」

「殺されるのよ」

「えええええ!?」

　気の弱い奴隷だけではなく、他にも何人かから悲鳴が上がった。

　掃除イコール解放だと思っていた者がそれだけいたということだ。

　それからは悲鳴とお祈りの大合唱になった。

　デルフィナだけは相変わらず膝を抱えて、何も考えたりしなかった。
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　その日の午後、すし詰め部屋のドアが開いた。

　そしてドアの向こうから二人の男が顔を出した。

　一人はここを管理している、奴隷を売る側の男。

　もう一人は見るからにチンピラで、誰かの使いっ走りを生業なりわいにしていそうな男だ。

「ひいふうみい……全部で三十一人だ。ほら選べ」

「おう。とりあえず30クレだ。選んでる間に数えてろ」

　男は袋を渡すと、部屋の中に入ってきた。

「30クレだって」

「三十人買われるの？」

「それならきっとわたしも買ってもらえる」

　さっきまで処分されると騒いで打ちひしがれていた奴隷達の間に、希望の混じったざわめきが広がった。

　三十一人に対して三十人買われるということは、よほどのことがない限り自分も買ってもらえる、処分されなくて済むということだ。

　買い手側の男は奴隷達を一人ずつじっくり見て回った。

　やがて、デルフィナの前に立ち、屈かがんで顔をまじまじと眺めた。

「決まったか？」

　部屋の外で金勘定を済ませた男が聞いた。

「おう。この小娘以外だ」

「そいつはいいのか？」

「ああ、こいつはなんか辛気しんきくさいし、縁起が悪そうだ」

「当たりだな。そいつは今まで仕えた二人の主人を死なせてる疫病神だ」

「へっ、やっぱそうかよ」

「おいお前ら──そこの小娘以外全員外に出ろ」

　奴隷達は我先にと争って部屋から飛び出した。

『掃除』の話が出て以来、この部屋は奴隷達にとって『死』の匂においを放つ場所になった。

　一刻でも早く、ここから抜け出したかったのだろう。

　何とか三十人全員が外に出て、最後に男が出た。

　売り手の男は部屋の中を見回すと、デルフィナを一瞥して、買い手の男に聞いた。

「なあ、あれもただでいいからついでに連れてかないか？　三十人も纏めて買ってくれたんだ、一人くらいサービスするぜ」

「ばーか。何のために安い１クレ奴隷を買ったと思ってるんだ。低コストで使い潰す為だろうが。余分な人数増やして無駄な金を掛けられるか」

「一人くらい増えたって大して変わらんだろう」

「そっちの魂胆は読めてるんだよ。『お掃除』に手間を掛けたくねぇんだろ？」

「バレちまったらしょうがねぇ。とっとと三十人連れてけよ」

「へっ。また来るわ」

　ドアが閉まる。デルフィナはついに一人になった。

　さっきまでぎゅうぎゅう詰めだった部屋が、一気にガラガラになった。

　デルフィナはきょろきょろと、そんな部屋の中をぼんやりと見回した。
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　深夜に近づく頃ころ、またドアが開いた。

　今度は一人だけだった。売り手の男ただ一人だけ。

「立て。表に出ろ」

　奴隷に染みついた命令服従の根性がデルフィナを立たせた。

　命令通り立って歩いて、部屋の外に出た。

「まったく面倒くさいことさせやがって。ほらとっとと歩け」

　ドアが閉まる音がして、デルフィナは後ろから尻を蹴けられた。

　よろめいて、命令された通り歩き出す。

「……どこに行くの？」

「ああ？　いいとこだよいいとこ。痛さも辛さもない夢のようなところだ」

「天国？」

「ああそうだ。まったく、なんでおれがこんな」

　男はぶつぶつ文句を垂れ流した。

「わたし殺されるの？」

「ああそうだ」

　どこか投げやりな口調で答える。もはや殺すのを隠すことすらやめてしまっていた。

「一人だけ売れ残りやがって。大量に残るか全員売れてくれた方が面倒がなくていいのによ」

　歩きながらデルフィナは考えた。

　騎士の主に仕えている間はほとんど使っていなかった、さび付いた頭が久しぶりに動き出した。

　なぜ。

　なぜ殺されるの？　売れなかったから。１クレ奴隷だから。

　なぜ売れなかったの？　なぜ１クレになったの？　なぜ奴隷になったの？

　腰の辺りまで伸びた雑草が生い茂る人気ひとけのないところまで連れてこられると、男は懐ふところからナイフを取り出した。

　よく見れば、周りに白骨化したガイコツがいくつも転がっていた。

　そういうところだ。

　ガイコツとナイフ。

　死の匂いがデルフィナに近づく。

「抵抗するなよ。一撃で楽にしてやるからな」


「──っ！」



　当然の如ごとく、デルフィナは逃げ出した。

　死に瀕ひんして、彼女はついに命令に背くと、必死になって逃げ出した。

「逃げられねえよ。ここはそういうところだからな」

　男は面倒くさがりながらも、慌あわてずにあとを追ってきた。

　デルフィナは必死に逃げた。逃げて逃げて逃げ続けた。

　ふと、何かに躓つまずいて転んだ。

　盛大に顔から地面に突っ込む。痛いのを堪えて、たった今躓いたものを見た。

　ガイコツだった。


「──っ！」



　ガイコツの身体に、何かが刺さっていた。

　男が持っているのと同じ、しかし大分さび付いたナイフ。

　その間に男が追いついてきた。男は片手でナイフを持って、もう一方の手でデルフィナを捕まえると、髪を摑つかんで立たせようとした。

「ほら立てよ──うぐっ！」

　デルフィナはとっさにガイコツに刺さっていたナイフを摑つかむと、男を刺した。

　さび付いたナイフは特に抵抗を受けることなく男の身体に突き刺さった。

「て、め……」

　自分の身体に突き刺さったナイフを、信じられないものを見るような目で凝視した男。

　その隙にデルフィナは逃げ出した。男の身体を押しのけて逃げ出した。

　途中でまたガイコツに躓いて転げそうになったが、とにかく必死に逃げた。

　今逃げなきゃ死ぬ。死ぬのは嫌。

　ただその一心で逃げ続けた。

「きゃあ！」

　急に地面がなくなって、突然の浮遊感がデルフィナを襲う。

　腰まで生えている草で、崖がけになっているのが見えなかったのだ。

　デルフィナは、そのまま崖を転がり落ちた。
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「……生きてる」

　意識が戻る。仰向あおむけで見上げた空に、白い月が掛かっていた。

　全身を強く打ってあちこち痛いが、その分生きていることを実感する。

「……なぜ？」

　身体は動かない。そのかわり頭はよく働いた。

　久しぶりに解放された脳はものすごい勢いで回転しだして、あらゆることに対して「なぜ」と問い掛けた。

　なぜ落ちたのか。なぜこんなことになったのか。なぜ……こんな人生なのか。

　いろんななぜ。それがぐるぐると何周もして、やがて一つに──なぜ自分がこんなことになっているのか、に思考が集約された。

　１クレでも売れなかったから。

　主人が立て続けに死んだから。

　そもそも奴隷として売られて人生を他人に委ゆだねてしまったから。

　なぜそうなった、なぜ。

「お金が……ないから」

　全すべての疑問に対して一度は浮上した答え──金がないから。

　十四年間の人生、ほとんどのことは「金さえあれば」で解決できた。

「金さえあれば」

　うわごとのようにつぶやく。

　そして、思考が完全に一つの答えに収斂しゅうれんされていく。

　金さえあれば、に染まっていく。

　かつての主の言いつけ通り、それにも「なぜ」を投げ掛けたが、変わらなかった。

「金さえあれば」

　もう一度つぶやく。今度はそれがまるで真理のように聞こえた。

　デルフィナ・ラマンリ、十四歳。

「金さえあれば」

　やがてホメーロス金の亡者と呼ばれる女が生まれた瞬間だった。
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　ベッドにデルフィナを寝かせて、オーラの黒衣を纏まとう。

　オーラの腕を伸ばし、頭を摑つかんで、引っ張ることを意識する。

　ズルッという感触がして、黒いものをデルフィナの中から引っ張り出すことができた。

（随分手慣れたものだな）

「ま、こんなもんだろ」

（むしろ最初から手慣れていた気もするな。どこかで似たようなことをやっていたのか？）

「ん？　ああ、よくツマヨウジで巻き貝から中身をほじくり出してたからか？」

　エレノアに言われて記憶を探ってみた。微妙に違うが、手応てごたえというか感触は、それが一番近そうな気がした。

（くく、ユニークな例えだ。だが巻き貝に例えられた女はたまったものじゃないだろうがな）

「無理矢理例えさせたのはお前だろうが」

　エレノアにデコピンした。澄んだ綺麗きれいな音が部屋中に響き渡る。

　黒いもやを離した。そいつは空中にぷかぷか浮かんで、気流に乗る風船のように部屋の中を飛び回った。

　デルフィナのそばに近づいたりもしたが、もう一回取り憑つくことはなく（しようとしてもその前に止めるが）、またふらふらと飛び回った。

　やがて、空気に溶けるように徐々に薄くなって、最後は跡形もなく消えてしまった。

（引っ張り出しても、元の宿主のところに戻るわけではないようだな）

「そうみたいだな」

（男の中からつまみ出したのとほぼ同じ。今までの連中ともな。分裂ではなく、増殖しているとみるべきだな、これは）

「何か特定の条件を満たした人間の中に同じものが生まれるってことか？」

（状況的に見るとそうなるな）

「一回綺麗さっぱり根絶させないとダメか」

（あるいはどこかにある根源を絶つか、だな）

「あるのか、根源」

（そりゃああるだろう）

　エレノアはちょっと呆あきれた。まるで鼻で笑うかのような反応をした。

（養殖臭がするのだ、自然発生ではない）

「お前がかつてやっていたことと同じ、か」

（ふっ）

　エレノアは否定も肯定もしなかったが、結局そういうことなんだろうな。

　自分もやっていたから分かる、という言葉には説得力がある。

「絶つぞ、根源」

（そう言うと思った）

　エレノアは楽しげな含み笑いをおれの頭の中に響かせた。

　それからしばらくして、デルフィナが目を覚ました。

　薄目を開けて、焦点の合わない瞳ひとみで周りをきょろきょろと見回して。

「カケル……様」

「気がついたか。調子はどうだ」

「……生きているのですね、まだ」

「実はもう死んでて、ここはあの世かもしれないぞ」

「ご冗談を。わたしはともかくあなた様がどうにかなってあの世に行くことなどあり得ませんわ。カケル様がいる以上、ここはまだ現世ということになりますわね」

「甘いな」

「何がでしょう？」

「方法さえ見つかったら、あの世に殴り込むことだってあるかもしれないぜ？」

「なるほど。それはそうですわね。その可能性も十二分にありますわね」

　デルフィナは微笑ほほえみながら身体を起こす。

　顔色はあまり良くないが、そんなに悪い感じでもない。

　軽く風邪を引いた病み上がり、という感じだ。

「……話を」

「ん？」

「話をお聞きになりましたか？　あの男から」

「いや。なんかムカついたから斬って捨てた」

「そうですか……」

「知りあいだったのか？」

「いえ。過去に一度会ったきり。とても知りあいと呼べるほどのものでは」

「そうか。それじゃ、あいつが喚わめいてた１クレってなんの話だ？　クレってあれだろ、アイギナの金の単位なんだろう？」

「ええ」

　デルフィナは力なく笑った。今までに見た中で一番自虐じぎゃくっぽい笑顔で。

「わたくし、かつては１クレで売りに出されていたこともありますの。しかも、それでも売れませんでしたわ」

「なるほど、あの男はそのときお前を買いそびれた客の一人だってことか」

「ええ」

「もったいないことをしたな、あいつ。あの頃ころお前を買ってれば、１クレが何百万倍に化けていただろうに」

「どうでしょうか」

　婉然えんぜんと微笑むデルフィナ。

　彼女は微笑みながらおれをじっと見つめた。

　無言で、ただじっと。

「どうした」

「カケル様」

　おれの名前を呼んだ。

　いつにない真剣な口調。まっすぐに、まるで挑むような目つきで。

「どうしてカケル様は、わたくしを買おうとなさるのですか」

「いい女だからだ」

「買わなくても、手に入れられるのに？」

（くく、とうに心は落ちているものなあ）

　エレノアにデコピンをした。空気読めお前は。

「なぜ、あえてわたくしのルールに付き合って、わたくしを買おうとなさるのですか？　なぜ力ずくで、なぜうやむやにして手に入れたりしないのですか」

「いい女だからだ」

「え？」

　同じ言葉を返すと、デルフィナはただきょとんとして言葉を失った。

「いい女はいい女のまま抱く。だから付き合う。焼けば一番美味おいしいと分かっている素材を、面倒くさいからって生で食べたらもったいないだろうが」

「そのためだけに……あんな面倒くさい条件に付き合って下さるのですか」

（面倒くさい自覚はある──）

　とことん空気読めないエレノアにもう一度デコピンして黙らせる。

「ああ、そうだ」

「カケル様……」

　デルフィナはおれを見つめた。
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　デルフィナ・ホメーロス金の亡者・ラマンリ。

　これまでもホメーロス金の亡者としての自分の生き方に疑問を持ったことがないわけではなかった。

　金こそ全すべてだとしながらも「自分を資産ごと買い上げる」ことを相手に要求するのがなんの意味もない、ただの意地だということも分かっていた。

　それでもやめられなかった。

　やめようと思ったこともあった。魔剣使いと出会い、純潔を心ごと奪われてからは、より一層そう思うようになった。

　彼の前で前言撤回しようと思ったことは一度や二度ではない。そんな条件などやめて、他の女と同じように、無条件に一人の女として男に傅かしずくのも幸せなのではと思うこともあった。

　それでも、魔剣使いに相応しい女でいなければと意地を張った。

　意地と本音の狭間はざまで揺れ動いていたデルフィナ。

　その意地と本音が、まさに今、一つになろうとしていた。
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「カケル様」

「ん？」

「本当に、わたくしを買い上げて下さるのですか？」

「そう言っている」

「いくら掛かっても？」

「ああ」

「わたくしがそれに抵抗して、更に資産を増やしても？」

「いい女になるほど食い甲斐がいがある」

「わたくし……本気で抵抗しますわよ？」

「なんだ、今まで本気じゃなかったのか？」

「漫然と儲もうけていたのと、儲けるために儲けるのとでは、まったく違いますわ」

「そうか」

　理由はわからないが、今までにしてきたことと同じ話なのに、デルフィナから伝わってくる本気度がまるで違っていた。

　高く買われるために、更に儲ける。

　頑張れば頑張るほど、そこから遠ざかる。それでも頑張って良いのか？　という質問。

　おれの答えは、もちろん。

「本気でやれよ」

「カケル様……本当に不思議なお方」

「そうか？　普通だろ」

「そのことで、カケル様にご協力をお願いしても？」

「協力？　なんだ、言ってみろ」

「わたくしを買いませんか？　一晩一万クレ、現金で」

　まっすぐ見つめてくるデルフィナ。

　その目は怖いくらい真剣なものだ。

「まるで娼婦しょうふみたいな話だな」

「超高級娼婦、ですわね。一晩一万クレ、場末ばすえの子なら一万人買えますわ」

「おれが現金で払ったら、それもお前の資産になる、ってわけか」

「ええ。ついでにカケル様の資産も削そぐことになりますわ」

「プラスマイナスで更に差が開くわけか」

　面白い。やっぱりデルフィナは面白い。

　それに……いい女だ。

　他の女とは大分違う、でもそこがまたいい女だ。

　ますます彼女のことをいいと思った。

「いかが？」

「買ってやる」

「本当に？」

「ああ。売りたいときはいつでもおれのところに来い」

「カケル様……本当に不思議なお方」

　さっきと同じセリフを口にしたデルフィナはますます瞳ひとみを潤わせて、それがものすごく色っぽかった。

　おれはそんな彼女の口をキスで塞ふさいで、そのままベッドの上に押し倒したのだった。
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　昼下がりの執務室。デルフィナ・ホメーロス・ラマンリはそこで仕事をしていた。

　商会が各地に置いた支店から上がってきた報告書を読み、頭の中で組み立てつつ、戦略を練って指示を出す。

　一国の財政規模に匹敵するほどの豪商であるデルフィナが下す指示には、常に大金の動きが伴い、時には人命さえも数字になって彼女の頭や書類の上で処理されてしまう。

　彼女はそのクラスの商人で、その決断が及ぼす影響力は、まさに一国の君主に匹敵する。

　だが、彼女はそれを意識することもなく淡々と処理していく。

　部下が一人部屋に入ってきた。

　ノックしてドアを開くと、彼女の前に立って静かに一礼。

　無駄のない動きとともに、これまた淡々と報告を始める。

「ご報告いたします」

「うん」

「ナルミス商会の複数の手形に不渡りが発生、事実上破綻はたんいたしました」

　男が入って来たあとも淡々と手元の書類を読んでいたデルフィナだったが、ナルミス、という名前を聞いた瞬間、顔を上げた。

「──エウゲン・ナルミスのこと？」

「はい」

「すぐにナルミス商会に行く。馬車を用意しなさい」

「は？」

「早く」

　きょとんとする男。デルフィナは眉まゆを上げて睨にらみ、急せかす。

　男はその視線を受け、慌あわてて部屋から飛び出していった。

　馬車が用意されるまでの間、デルフィナは形のいい眉をひそめて、苦虫を嚙かみ潰したような表情で窓の外を眺めた。

　一つの命令で数万人に影響を及ぼす豪商が、たった一人のために腰を上げ、自ら動いた。
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　アイギナ王国、ヨアニナ。

　巨大な塩湖があり、塩の産出地として賑にぎわう街。

　中堅クラスの商人、エウゲン・ナルミスはそこに本拠を構えていた。

　ナルミスは凡庸な商人である。取り立てて有能でもなく、無能でもない。しかし自分の現状にいつも満足していない節があり、常に商売を拡大するチャンスをうかがっていた。

　そのエウゲンが破綻した。

　エウゲンの資産はデルフィナの１００分の１以下、また、取引も間接的にしか行っていない。

　本来なら何か起ころうともデルフィナが直じかに足を運ぶような相手ではなかった。

　が、彼女は動いた。

　焦あせりを露あらわに、急いでそこに駆けつけた。

　疾走する馬車の中、彼女は向かいに座る自分の部下に尋ねる。

「財産の処分はもう始まっているの？」

「今朝始まりました。不動産は既に差し押さえられているそうです」

「人は？」

「はい？」

「人。ナルミスの使用人達は」

「そこはまだのようですが……」

　デルフィナは少しホッとした。

　彼女はある少女の姿を脳裏に思い浮かべていた。

　名前はコーラリア。ナルミスの使用人の中で一際ひときわ目立って賢かった少女。

　10クレで買われた奴隷で、ナルミスは彼女のことを小間使いにしていた。

　10クレの奴隷。

　その奴隷は次に売り出されたとき、一山いくらの１クレ奴隷になる。

　誰でも買える。誰でもいいようにできる。

　そんな身分の奴隷に。

　コーラリアの聡さとい瞳ひとみを思い浮かべながら。

　何が何でも保護する、１クレの奴隷になる前に──いや、なっていたとしても絶対自分が保護する。

「急ぎなさい」

　デルフィナはそう固く誓いつつ、馬車を急がせたのだった。





☆






　やってきたナルミス商会には、既に先客がいた。

　馬車から降りるデルフィナ。彼女が中に入ろうとすると、護衛らしき複数の男が行く手を遮さえぎった。

「失礼、今は取り込み中です」

「トニ」

　デルフィナがつぶやくと、彼女が連れてきた、馬車ではなく馬に乗ってきた屈強な男達が、一歩前に進み出た。

　ナルミス商会を守っていた男達の前に立つと、摑つかみ掛かる。

　その結果さえも確認せずに、デルフィナはスタスタと中に入っていった。

「コーラリア」

　中にも同じような護衛がいた。その護衛が守るように立っていた場所には、フードを被った一人の人物と、目的のコーラリアがいた。

　コーラリアはやつれた顔で、突然デルフィナが現れたことに驚いていた。

　よかった。間に合った、とデルフィナはホッとして、部屋の中心に向かって進む。

「えっと……確かラマンリ様」

「よく覚えてましたわね」

「ですが、ラマンリ様がどうしてここに……？」

「債権の回収よ」

　デルフィナがそう言うと、コーラリアは絶望した表情を浮かべた。

　もう既に何人も来ているのだろう。

　破産した商人への取り立て、回収というのは熾烈しれつを極める。

　誰も彼もが禿はげ鷹たかのように、少しでも自分の分を回収しようと群がるのだ。

　よく見れば商会の中はがらんとしていた。金になりそうな家財道具は既にない。

　残っているのはゴミとホコリと、１クレ程度にしかならないコーラリアのような奴隷だけだ。

「もう……ここには何もないです」

「心配しなくて結構。あなたさえもらえればそれでいいですわ」

「わたしですか？　え、ラマンリ様も？」

「も？」

　どういうことだろうと一瞬戸惑ったデルフィナだったが、すぐに気づいた。

　少し離れたところに立っているフードを被った人物。護衛達にこの建物を守らせている人物。

　その者もコーラリア狙いということなのだ。

　デルフィナは静かに息を吸った。そして頭のスイッチを商売用に切り替える。

　これからあらゆる交渉をして、コーラリアを引き取る。

　賢く才能のある少女が１クレの奴隷に堕おちるなんてことは絶対にさせない。

　昔の誰かと重ねながら、デルフィナは決意する。

　──が。

「驚いたわ、まさかあなたが出てくるなんて」

「あ、あなた様は──」

　驚愕きょうがくするデルフィナ。

　フードを取って、晒さらされた素顔に驚いたのだ。

　リカ・カランバ。

　カランバ王国の女王が、なぜかこんなところにいた！
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　ナルミス商会。応接間──だった部屋。

　既に家財道具は全すべて盗られて、がらんどうになっていたそこで、リカとデルフィナは二人きりで向き合った。

　デルフィナは膝ひざを折って、礼を尽くそうとした。

「そういうのはいらないわ」

「よろしいのですか、陛下」

「わたしとあなたは同じ立場だと思っているの。こうして権威の及ばないところでは特に」

「分かりますわ。それについては同感です」

　デルフィナはすっと立ちあがった。

　同じ立場。カケルのハーレムの女という立場。

　そこに互いの肩書きは意味がないとリカは言い、デルフィナもそれに同意した。

「陛下もコーラリア目当てで？」

「ええ、一度会って、それで気に入ったの。わたしがしていること、もちろん知ってるよね？」

「薔薇ばらの園の主、陛下の後宮に入れるおつもりですの？」

「カケルのハーレムよ」

「であれば」

　デルフィナは婉然えんぜんと微笑ほほえんだ。

「陛下にお任せします」

「いいの？」

「わたくしはあの子が変なところに連れられていくのを阻止するために来ただけですの。薔薇の園。カケル様のハーレム。そこに入れるのであれば、止める理由はございませんわ」

「そう、ありがとう」

　リカはお礼を言い、デルフィナは微笑んだ。

　これにて一件落着。




　……コーラリアの件に関しては。





☆






　夜、デルフィナ商会に戻ったデルフィナ。

　自分の部屋の中で──彼女は荒れていた。

　歯をキリキリさせて、爪つめが拳こぶしに食い込むほど握り締める。

　散々物にも当たった。花瓶を払っては壊し、小型の銅像を投げつけては窓を割った。

　デルフィナはかつてないほど荒れていた。

　コーラリアが助かった。そのことはいい。

　リカが引き取るのなら文句はない。リカが育てて、間接的にカケルのハーレムに入るというのは、女にとって最高の幸せの一つだ。

　デルフィナは心からそう思っている。だからそれはいい。

　そのことに文句はまったくない。

　だが、戻ってくる途中、黒い感情が胸の中で渦巻いた。

　コーラリアは助かった。リカに助けられた。

　まるでシンデレラのような境遇で、彼女は不幸にならずに済んだ。

　だけど！　あのときの自分には！

　あのときの自分には──リカがいなかった！　助けてくれる人は誰もいなかった。

　どうしてコーラリアだけ！

　デルフィナはコーラリアの幸運を……妬ねたんだ。

　悲しい。切ない。苦しい。

　自分にはなかった幸運を目の当たりにして、デルフィナは荒れた。

　もしコーラリアを引き取ったのがデルフィナだったら、こうはならなかっただろう。

　リカに取られたから、女王に引き取られていったからこそ、デルフィナはその幸運を妬んだ。

　コーラリアのことを買っていて、間違いなく彼女が今回得られた境遇を喜んでいることも、デルフィナの黒い感情を増幅させるのには十分だった。

　喜ばしいのに、憎い。

　二律背反にりつはいはんが彼女を苛さいなんだ。

「うぅ……あああああっ──こんなっ」

　喉のどの奥から絞り出す絶叫とともに、デルフィナは壁に拳を叩たたきつけた。

　が。

　彼女の手と壁の間に別の手が割り込んだ。

　男の手、何度も自分の身体をまさぐって、幸せをくれた手。

「か、カケル様!?　どうしてここに？」

　カケルはいつの間にかやってきて、彼女の横に立っていた。

　暗い中、彼の顔はよく見えない。

　しかし──手は優しかった。

　拳を止めた手は、いつになく優しかった。

「なんとなくだ」

　声も……優しかった。

「う……うわあああああ」

　デルフィナはカケルに抱きつき、胸の中で泣きじゃくった。

　予期しないカケルの出現。心の鎧よろいを纏まとい直す間もなく、感情が決壊した。

　カケルは何も言わずデルフィナを抱き留めると、ただ背中を撫なでてくれた。
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　ひとしきり泣いたあと、デルフィナは落ち着きを取り戻した。

「今日のことは忘れてください」

「口止め料を払ってくれたらな」

「あら、いくらご所望しょもうですの？」

「お前を一晩」

「ふっかけますわね。わたくしが一晩でどれだけ稼げるか分かっていますの？」

「それだけの価値はあったと思うんだが？」

「仕方ありませんわね。お支払いしますわ」

　剝むき出しの心を見せたからか、デルフィナはまた少し過去を吹っ切ることができた。

　カケルと出会った。カケルが来てくれた。

　かつての自分にリカがいなくとも、今ここにカケルがいる。

　それだけで充分。デルフィナはそう思うことにした。
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　数日後、デルフィナはリカに呼び出された。

　カランバ王国首都、メテオラ。

　そこにやってきて、リカと謁見えっけんした。

　数日前と違って王宮での謁見だったので、デルフィナはリカに対して優雅な所作でカランバ式の礼をした。

「遠路はるばるご苦労様」

「とんでもございませんわ。それでわたくしをわざわざお呼び立て頂くとは、一体どのようなご用件ですの？」

「実は、買い取ってほしいものがあって」

「どのようなもので？」

　リカが衛兵に目配めくばせした。

　衛兵が出て行くと、代わりに一人の少女が入ってきた。

　コーラリアだ。宮廷女官の服を着た彼女が謁見の間におずおずと入ってきた。

「彼女を買い取ってほしいの」

「失礼ですが、どういうことですの？　陛下」

「いろいろ話を聞いていたら、どうもあなたに未練があるらしくて」

「はい。あの！　わたし、ラマンリ様にすごく憧あこがれていました！　ラマンリ様みたいになりたくて、ずっと勉強もしていました！」

「そう……」

　驚くデルフィナ。まさかこんな展開になるなんて思いもしなかったからだ。

「苦労したわ。彼女の本音を引き出すまでに。連れて来たのはいいけど、従順ながらもどこか塞ふさぎ込んでいて、かといって理由を聞こうとすれば無理して明るく振る舞う」

「そういう娘ですわ。聡明そうめいで自分の立場をわきまえていて。だからこそ陛下に胸を開いて話したのでしょう」

「わたしもそう思う」

　にこり、と笑いあうリカとデルフィナ。

「しかし、これは困りましたわ」

「どうして？」

「彼女は１クレの奴隷。法的には次の売買の際に値がつかなくなります」

　デルフィナがそう言うと、リカはにやりと笑った。

　法。それはアイギナ法のことだ。

　ここはカランバ王国。何よりリカは女王。

　法なんて持ち出す意味はそもそもない。

　それでも、デルフィナはそれを持ち出した。

　リカとデルフィナ。二人の賢い──世界トップレベルの地位と頭脳を持つ女が意味深に笑いあった。

「わたくし、如何いかなる物でも、０という単位での取引はいたしませんの」

「そう、残念ね。買ってもらえなくて」

「そんな……」

「時に陛下。わたくし思うのですけど、彼女がここにいても、わたくしに引き取られても、結局一緒ですわよね」

「そうね、一緒ね」

「であるのなら、これは提案なのですが、レンタルして頂くのはいかがでしょう」

「レンタル？」

「ええ、月の半分ほどお借りいたしますわ。陛下から」

「月の半分？」

「ええ。半分ずつ」

　尋ねるリカ。頷うなずくデルフィナ。

　二人はまたにやりと笑いあった。

「そういう英才教育も、一人くらいだったらいいかもしれないわね」

「新鮮な味になりますわ」

「当の彼女は苦労しそうだけど」

「乗り越えた先はきっとバラ色ですのよ？」

　見つめあうリカとデルフィナ。

　当のコーラリアはおろおろした。

　彼女は女王と豪商の真意を理解できていなかった。二人の間に共通している男のことを知らないのだから、無理なからぬことだ。

　やがて、リカは頷き、デルフィナはカランバ式に一礼した。

　合意に達した二人の女は、同時にコーラリアを見つめる。

　少女だけがきょとんとしていた。

　誰よりもシンデレラな彼女は、まだ、自分の身に訪れた二つとない幸運と、約束された未来に気づいていなかったのだった。
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　皆様初めまして、あるいはお久しぶり。

　台湾人ライトノベル作家の三木みきなずなでございます。




　おかげさまで『くじ引き特賞：無双ハーレム権』も第五巻まで来られました。

　今回もタイトル通り、無双してハーレムを作る、そんな物語でございます。

　第五巻はイリス、そしてデルフィナの物語です。

　第一巻からたびたび登場して、好感度を積み上げていったメルクーリのもう一人のお姫様。

　同じく第一巻から登場して、カケルのハーレムの一員でありながら、つかず離れずの関係を保っていた大商人。

　そんなイリスの未来と、デルフィナの過去を救った物語となります。

　どのように救って、カケルとどのような関係を築き上げていったのか。

　是非ぜひとも、本編でお楽しみいただければと思います。




　ところで、今回のカラーイラストはもうご覧いただけましたでしょうか。

　本作のカラーイラストは毎回、「無双」、「ハーレム」、「ヒロイン」と、おおよそこの三つのコンセプトにそれぞれ一枚という構成になっております。

　今回の無双シーンは二振りの魔剣まけん、エレノアとひかりと共に敵陣に飛び込んでいくカケルのイメージシーンです。

　前巻の後書きで宣言した、「魔剣使いとして更に一段階成長」した姿です。

　とても素晴らしい一枚で、静止画ながら、魔剣母娘の幻影をさながら翼のように背負って、敵陣に飛び込んでバタバタと敵を斬り倒していくカケルの躍動やくどうする姿が、この一枚だけで目に浮かんでくるかのようです。




　さて、次の六巻はいよいよ五大国最後の一つ、アイギナの王女が登場します。

　今までの女王や王女達とはちょっと違って、一筋縄ひとすじなわではいかない女の子です。

　ですが『くじ引き特賞：無双ハーレム権』では「無双」と「ハーレム」において皆様の期待を裏切ることは致しません。次回もアイギナでカケルがどのように無双して、どのように可愛いアイギナ王女を更に可愛くした上で、メロメロにしてハーレムに加えていくか、という話でございます。

　安心して、またお手に取っていただけたら幸いです。




　最後に謝辞です。

　いつも素敵すてきな無双とハーレム、そしてうっとりするくらいのヒロインを描いて下さる瑠奈るな璃亜りあ様。

　無双ハーレム優先のエピソード優先で書き進めた原稿のクオリティを引き上げて下さる担当Ｋ様。

　五巻の刊行だけではなく、「もうしばらく無双ハーレムを」と仰って下さったＧＡ文庫様。

　そして、書き続けられることになった原動力──本を手に取って下さった読者の皆様。

　本書に携わって下さいました皆様に、厚く御礼申し上げます。




　今回は「無双」であるカケルが一段階成長したので、次は「ハーレム」がもう一段階成長する話を予定しております。

　ご期待下さい！




　それを無事お手元に届けられることを祈りつつ、筆を置かせていただきます。






二〇一七年四月某日　なずな　拝











著者

三木なずな（みき なずな）

　元声優志望の台湾人ラノベ作家。

　このカケル様になら抱かれてもいい。




イラスト

瑠奈璃亜（るなりあ）

　ゲーム原画、ライトノベル挿絵を活動の中心とするイラストレーター。カードゲームイラスト等一点物作品も担当している。








ファンレター、作品の感想をお待ちしています
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